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ご主人様は、イジワル侯爵!?～危険で過保護な蜜月ライフ～










没落




　幸福な子供時代の思い出は、今も胸にキラキラと輝く宝物。お父さまにお姉さま、優しい使用人の皆がいる。

　そうしてちょっと意地悪で、とっても優しいレナードさま、あなたがいる――。




　＊　＊　＊




　――トン、トン、トン。

　あぁ、あれはお父さまが歩く音。

　お父さまの足音を聞きつけて、私は読みかけの本をパタンと閉じた。

　――キィィィ。

　居間の扉が開く。

「おかえりなさい！」

　私はぴょんとソファから飛び下りて、帰宅したお父さまに駆け寄った。

「おかえりなさい」

　お姉さまはソファに掛けたまま、お父さまに微笑ほほえんだ。

「ただいま。ユリアーナ、シンシア、明日はレナード殿がいらっしゃるそうだぞ」

　お父さまは開口一番そう言った。

「え！　レナードさまが!?」

　私はレナードさまが訪ねてくると聞かされて、俄が然ぜんわくわくしてきた。

「シンシアはお行儀よくするんだぞ？」

「はいお父さま、任せてください！」

　お父さまは胸を張って得意げに答える私に苦笑して、優しく頭をなでた。私は甘えるように、お父さまの大きな手に頭を寄せた。

「そうかそうか」

　そんな私とお父さまのやり取りを、使用人たちが微笑ましく見つめていた。

　けれどレナードさまの婚約者であるはずのユリアーナお姉さまは、彼の来訪を聞かされても無言のまま、無表情に窓の外を眺めていた。

　お姉さまの横顔に、ぞくりとした。時々、お姉さまのことを恐ろしく感じることがあった。

　ふはぁ～、美人さんって怖いんだぁ。だってお姉さまってば、触れれば切れそうなシュッとした美貌だもんね。それに引き換え、私ときたら……とほほほほ。

　単純な私の中では、「美人すぎる」＝「怖い」の方程式が成り立っていた。




　翌朝は、クローゼットの中から一張羅のワンピースを引っ張り出して、何度も姿見の前で確認した。

「こんにちは、シンシア」

　そうして待ちに待って訪れた都会の貴公子は、片田舎にあってまばゆいばかりだった。

「ご、ごきげんよう、レナードさま！」

　私は取り繕った、精いっぱいのお澄ましで出迎える。

　もっともお澄ましは最初だけで、お庭で一緒に遊んでいるうちに忘れちゃうのが常だった。

「プッ！　シンシア、元気なのはいいけどね。スカートの下から、かわいすぎるカボチャの形の下着が丸見えだよ」

「っ！」

　かくれんぼで意気揚々と木登りすれば、あっさりと見つかる始末。しかも、一張羅のカボチャの下着まで見つかった。

　大慌てでそれを隠そうとスカートの裾を引っ張り下ろして眼下を見れば、レナードさまの空色の瞳が私を見つめていた。

　にやりとした、一枚も二枚も上手なレナードさまの余裕の笑みがちょっと悔しい。

　けれど私は、レナードさまの意地悪やからかいを受けながらも、その目がいつだって優しいことを知っている。

　今もほら、レナードさまの水色の目はとても温かい光をたたえてる。

　不思議と胸が、ドクンと跳ねた。なんだかそわそわと落ち着かない心地がした。

「ほら、シンシア。下りておいで？」

　物思いにふける私を、レナードさまの声が現実に引き戻す。

　木の下のレナードさまが、私に向かって両腕を広げていた。

「ちぇっ、どこに隠れたっていっつもレナードさまには見つかっちゃうんだから」

　八歳の私は躊ちゅう躇ちょなく、その腕に飛び下りた。

「はははっ」

　レナードさまは危なげなく、私を抱き留めた。

「レナードさま、次は私が鬼よ？」

「……え、まだかくれんぼをするのかい？」

　八歳の私の胸を占めていたのは、子供らしい年長の義兄への甘えと憧れ。

　レナードさまといるとき、私の胸はわくわくでいっぱいだった。

「もっちろん！」

　わくわくのうしろ、ドキドキの芽はまだほんの蕾つぼみで、私はただ目の前の〝うれしい〟と〝楽しい〟を満喫するので大忙しだった。




　＊　＊　＊




　……懐かしい夢を見た。

　目覚めても、幸福な子供時代の余韻がまだ胸に残っていた。

「さて、起きて洗濯から始めなくっちゃ」

　ほぅっと大きく息をついて、寝台を下りてクローゼットに向かった。今はもう、私の衣類には一張羅もなにもない。

　洗って乾いたものから順に身につけるだけだ。私はシンシア・モードン。モードン侯爵家の次女として生まれた。モードン侯爵領は田舎だけれど、その分自然がいっぱいで豊かだ。お母さまは私が物心つく前に亡くなってしまったけれど、優しいお父さまと穏やかなお姉さま、親切な使用人夫婦と陽気な料理人、皆でのんびりゆったり暮らしていた。

　けれど人生、なにがどう転ぶかなんて誰にもわからない。




「ねぇえ、シンシア、食事はまだなの？　ルドモンドもとっくに食卓に着いていてよ？」

　今日もひとり夕食の準備に追われていると、待ちくたびれた様子のお姉さまが、厨房の入り口に顔を出した。

　お姉さまは扇子を片手に、私が初めて見る綺麗な藤色のドレスを着ている。

「あ、お姉さまごめんなさい。もうじきできます！」

「もぅ困った子ね。急いでちょうだいね？」

　お姉さまはドレスの裾を翻し、食堂に戻っていった。

　五年前にお父さまが亡くなって、私の生活は一変した。

「……お姫さま暮らしがしたいわけじゃないし、別にいいんだけどね」

　お給金の払えなくなった我が家にはもう、使用人も料理人もいない。今は、満足に衣食住を整えることすら難しい状態だ。食費として預けられる金額ではとても三人分を賄えず、私のわずかな身の回りの品も、そのほとんどを売り払っていた。

　私がまとうワンピースも何年も前のもので、袖も裾も短く、まるで丈が合っていなかった。

　まあ、誰が見るでもないしね。

　……あれ？　そういえばお姉さまは新しいドレス……、きっとお姉さまが懇意にしているご友人から頂戴したのね。うん、きっとそうに違いない。新品のようなドレスをくださるなんて、なんて親切。お姉さまは友人に恵まれているのね。

「おっ！　焼けてる焼けてる。よっ」

　私は焼き上がった肉を皿によそい、義兄と姉が待つ食卓に急いだ。待たせるのも駄目だけど、冷めた料理を出せば、それもまたルドモンドにブツクサ文句を言われることになる。どちらもまったくもって本意じゃない。

　ちょうどよく出来たてを提供するなど、それはなかなか難しいのだ。

　この国では、基本的に女は爵位を継げない。だから今はユリアーナお姉さまの夫であるルドモンドがこの家の家長であり、モードン侯爵だ。

　ルドモンドがこの家に来てからというもの、今や私の立場は吹けば飛ぶ、紙切れと同じ。ルドモンドの心ひとつで、容易に切り捨てられてしまう。

「ふぅ。世知辛いもんだわよ」

　ぐぅぅぅううう～きゅるるる～。

　小さなつぶやきは、大音量で響く腹の虫にかき消された。




「ユリアーナ、友人が割のいい投資話を持ちかけてくれた。配当が破格なんだ、こんなにいい話は二度とないぞ」

　ルドモンドとお姉さまの前に夕食を並べ、そっと下がる。

　私が姉夫婦と食事を共にすることはない。かつて、お父さまがまだ存命の頃はお父さまとお姉さまと三人で夕食を囲んでいた。けれどお父さまが亡くなり、お姉さまがルドモンドを婿に迎えて以降、私の食卓は厨房の調理台が定位置になっている。

「まぁ、そんなにいいお話をいただいておりますの？」

　いつもなら料理を出せば、早々に厨房に下がる。けれど、聞こえてきたルドモンドの話に、縫いつけられたようにその場から動くことができなかった。

「このチャンスは絶対に逃せない！　なんとしてでも借り入れをして、元金の用意をしなければならないぞ」

　お父さまの残した遺産はたったの五年で、すべてルドモンドの賭博で消えた。

　お父さまが私の持参金として貯めてくれていたお金も、すべてが泡と消えた。それどころか、今では方々に借金を重ねる体ていたらくだ。

　度重なる金の無心で、早くに亡くなった母の生家とは絶縁状態。父の親戚にも愛想を尽かされて久しい。

　こんな状況になってもルドモンドの賭博癖は直らず、借金を重ねに重ね、先日ついに屋敷を抵当に入れられてしまった。

　この後、売れるものはもう爵位しかない。

　こんな状態にあってもまだ、ルドモンドは借金を重ねようというのか。私は湧き上がる怒りにこぶしを握りしめ、叫び出したいのをなんとかこらえていた。

「けれど、当家はもうずいぶんと借金を重ねておりますでしょう？　これ以上お金を貸してくれる親戚はおりませんわよ？」

　ここまで追い込まれた我が家の状況を知りながら、ルドモンドにおっとりと微笑むお姉さまは、どこか頭のねじが緩んでいるに違いない。

　お姉さまと私は七歳年が離れている。

　お姉さまはよく言えば典型的な世間知らず。悪く言えばあほうだ。

　けれど幼い私を、たおやかな手でなでてくれたのはお姉さまだ。母の記憶もおぼろな私には、お姉さまの優しい手が親愛の情を感じるよすがとなっている。

　私にはお姉さまが唯一の家族で、幸せになってほしいとも思っている。

　お父さまの死後、お姉さまが許嫁いいなずけとの結婚を破棄してルドモンドを婿に迎えたときも、お姉さまが幸せになれるならいいと思った。

　けれど今は、反対しなかったことを後悔している。

「……少し、あてがある。明日、その人を訪ねる予定だ」

　ルドモンドが一瞬だけ、私に視線を寄こす。

　嫌な目だと思った。背筋にぞくりと悪寒が走った。

「あら、もう手回しが済んでおりますの？　ルドモンドは優秀ですのね」

　ころころとお姉さまが笑う。

「はははっ！　ユリアーナ、お前はかわいい」

　ルドモンドはもう、私に一瞥すらしない。お姉さまとルドモンド、すっかりふたりだけの世界だ。これ以上は見ていられず、私は厨房へと引っ込んだ。




　翌日ルドモンドは、珍しく午前中から出かけていった。おそらく昨晩言っていた、借金のあてとやらで誰かを訪ねるのだろう。

　お姉さまは貴族の奥方の常、昼すぎまで寝台の住人だ。私としては朝食を準備せずに済むので大助かりだ。

「でもね、寝てるだけのお姉さまは朝食なしでもいいよ。けど私はさすがにへろへろよ。あーあ、お腹なか減ったぁ」

　私は畑仕事を終えたところ。空腹もさることながら、中腰での作業が続くと腰にくる。

　ぶつくさ文句を垂れながら、畑の縁に腰掛けて、ちょっと休憩。空を仰げば、雲ひとつない晴天が広がっていた。

　それにしたって侯爵邸の裏庭に家庭菜園をつくる日がこようなんて、お父さまが存命中には想像すらしなかった。

　私は大きくため息を吐き出した。

「……ねぇお父さま、ちょっと逝いくのが早かったよ」

　おかげでお姉さまは、あんなに素敵な許嫁のレナードさまを袖にして、賭博ぐるいのルドモンドと結婚した。

　せめてお姉さまとレナードさまの結婚を見届けてから逝ってほしかったよ。

　私はまたひとつ、特大のため息をついた。

「おーい、シンシア！」

「わっ！　エレン!?」

　ガサガサと生け垣を割って現れたのは、うちの領地で園芸用品店を営む大おお店だなのひとり娘だ。私が家庭菜園を始めるにあたって、農業用具や苗を購入させてもらったのが出会ったきっかけ。あれから四年、エレンとはずっと親友だ。

　けれどその四年の間に様相は目まぐるしく変わり、今では領民であるエレンのほうがよほど裕福だ。

　モードン侯爵領は田舎だけれど、普通に暮らしていれば領地収入だけで十分暮らしていける。

　それがルドモンドの普通じゃない暮らしのせいで……駄目だ。これは考えても不毛なだけだ。

「もうエレン、心臓に悪いから表から訪ねてきてよ」

　以前のエレンは玄関から訪ねてきてくれていた。侯爵家とはいえ、片田舎。平民の訪問だからと、目くじらを立てることはない。

　私の心臓のためにもぜひ、玄関からの来訪をお願いしたい。

「そうは言うけどさ、侯爵に出くわすとつまみ出されちゃうしなぁ」

　エレンはヒョイと肩をすくめて、予想外の台詞せりふを告げた。

　まったくの初耳だったので、咄嗟に疑問が口をついて出る。

「つまみ出す!?　いつ!?　ルドモンドがそんなことをしたの!?」

　エレンを見上げる私の胸に、言いようのない不安が募る。

　エレンは私の隣に腰を下ろすと、ちょっと困った顔でポリポリと頭をかいた。

「……ん、もう一年も前になるかな。実はうちの親父のところに金の無心に来てさ。親父が断って以来、私も、うちの店もずっと目の敵にされてんだ」

「ごめん、ごめんエレン！」

　ルドモンドがまさか領民に金の無心をしているなんて。さらにそのあげく嫌がらせなど、まともな神経とは思えない。

　けれどルドモンドがやりそうなことなので、疑う余地などなかった。青ざめて頭を下げる私に、エレンは慌てた。

「やめてよシンシア！　侯爵のしたことをシンシアに謝ってほしいだなんて思ってないよ。それにうちの親父は商魂逞たくましいんだ。ちょっとやそっとの嫌がらせじゃ、うちは揺らがない」

　エレンが晴れやかに笑う。エレンの優しさに、胸が詰まった。

「だからシンシア、この件はもう言いっこなしだ」

「……エレン。ごめんね、それからありがとう」

　エレンが微笑んで私の肩を抱きしめる。

　その時に、エレンの艶つややかな金髪が私の頰をくすぐった。

　わっ！

　サラリと頰をなでたエレンの金髪は、ため息が出るほど綺麗だった。

「なぁシンシア、少し痩せたんじゃないか？　ちゃんと飯、食えてるんだよな？」

　すると私の肩を抱いたまま、エレンが唐突に切り出した。

　私を見つめるエレンの瞳は、真剣そのものだった。

「やだな、もちろんちゃんと食べてるよ」

　この言葉に嘘はない。食費は足りない。けれど畑に実りを望めるようになったし、買い物に出れば顔見知りの店主が、おまけを多く持たせてくれたりもする。

　なにより、食料品の定期配送に救われていた。おそらく以前から利用していたのだろう。かつては使用人が家政のいっさいを担っていたから意識したこともなかったけれど、定期配送というのは本当にありがたかった。

　毎月一回の小麦に油、ミルクに卵といった必需品の配送があるたび、私は命がつながった心地がする。

　ルドモンドがいつかこれを打ち切ってしまうんじゃないかと、私はいつも恐々としていた。これが打ち切られてしまったら、私は本当に食べることができなくなる。

「シンシア、私ずっと思ってた。シンシアが犠牲になる必要なんてない。なんだって姉夫婦のもとで召し使いみたいな暮らしに甘んじてるんだよ？」

　これまでエレンは、私の暮らし向きに対して直接問うことをしなかった。

　エレンと会うときはいつも、たわいのないおしゃべりで笑い合い、楽しい時間を過ごしていた。とはいえ、侯爵家の娘が苗を買いに行ったのが出会い。そうなれば当然、我が家の困窮を知らないわけがなかった。

「私には行くところがないもの。この赤毛じゃ、お嫁に欲しがる奇特な貴族はいないよ。なにより今となっては持参金すらなしだもん」

　ここに暮らす以外の選択肢が、私にはない。

「私に貴族の持参金の事情はわかんないけどさ、シンシアはものすごい美人だぞ？　赤毛ってだけで、そんなに駄目なものか？」

　平民においては、赤毛を敬遠する感覚は薄い。単に好みの問題として、エレンのような薄い金髪がもてはやされることはあるけれど、赤毛というだけで結婚に困るなんて話はない。しかし貴族社会において、赤毛への偏見は根強いのだ。

　貴族と平民、身分を跨またいでの結婚は教会が認めない。私は名前ばっかりで、プライドの塊のような貴族に辟易していた。

　赤毛をいとわれず、家格にもこだわらない結婚ができたなら、どれほどよかったか。

「そうね。二倍の持参金がつかないと結婚は難しいよ」

　田舎の領地にいれば、赤毛への劣等感を覚えることはさほどない。けれど、お父さまが存命の頃に連れていかれた王都ではそうじゃなかった。

　あからさまな嘲笑の視線に、私は幼心に深い傷を負った。

　私が生まれたとき、お父さまとお母さまは赤子の髪色を大層憂えた。そうしてお父さまは私のために、持参金を貯め始めたと聞いた。

「……シンシアそれ、用意できないよな？」

　持参金どころか、借金まみれのこの状況では、天地がひっくり返ってもそんな大金は出てこない。

「うん、だから私は結婚しない」

「じゃあさ、私と同じだ！」

　唐突にエレンがそんなことを言った。

「え!?　なんでエレンが独り身なのよ？」

　エレンは大店のひとり娘で、ちょっと優雅さには欠けるけど、とびきり美人だ。夫候補は列を成しているだろう。

　ちなみに最近では私自身、口調やら所作やらかなりエレンに感化されている自覚があり、侯爵令嬢としての立ち振る舞いには自信がない。

「私、家庭に入って子供を産んで育てるって柄じゃないんだ。私はね、世界を見たいんだ。親父みたいに土着で商売するのもいいけど、いろんな国に行ってその国の特産を買いつけて売り歩く」

　キラキラと瞳を輝かせるエレンがまぶしかった。

　この地に埋もれるように暮らそうとする私と、異国に羽ばたく夢を熱く語るエレンは対極にあるようだった。

「そっか、エレンならきっと実現させるね。ねぇエレン、それでもたまには帰ってきてよ？　それで土産話を聞かせてよ？」

「あたり前だよ。話だけなんてケチなこと言うなよ。珍しい異国の特産をいっぱい土産に持ってくるよ」

「すっごく楽しみ」

　エレンとの話は弾んだ。

「あ！　ごめんエレン、私、そろそろ昼食の支度をしないと」

　ちょっと休憩のつもりだったが、ずいぶんと話し込んでいた。お姉さまだけならいいが、ルドモンドが帰ってきて昼食の支度ができていないとなれば大目玉だ。

「おっと、私もついつい長居しちゃってごめん。じゃあシンシア、またな！」

「うんっ、またね！　今日は来てくれてありがとうね」

　けれどエレンとの、また、はこなかった――。




　お姉さまが寝室から起き出すのと時を同じくして、ルドモンドも帰宅した。

　なんとか昼食の支度が間に合ったことに、私はほっと安堵の息をついた。

　ルドモンドとお姉さまの前に皿を置く。ふたりがいつも通りに食べ始めるのを見て、私も厨房に戻り昼食を取り始めた。

　ひとりの食事を寂しいとは思わない。ルドモンドとお姉さまの食卓に加わりたいとは、とても思えなかった。

　畑仕事に精を出し、待ちに待った昼食は、ひとりだろうがなんだろうが、文句なしにおいしい。

　自分の昼食を終えて、ルドモンドとお姉さまのお皿を下げに食堂に戻る。

　すると珍しく、食べ終えたふたりがまだ食卓にいた。……こりゃ、出直しかな。

「また、参ります」

　そそくさと頭を下げ、戻りかけたところを、ルドモンドに止められた。

「待てシンシア、お前に話がある」

　呼び止められ、ビクンと肩が揺れる。

「はい」

　嫌な予感がした。けれどルドモンドに逆らえるわけもなく、私は従順にとどまった。

「お前を侍女として、屋敷に受け入れたいと言ってくださった紳士がいる」

　あまりにも唐突な内容だった。

　……男性が受け入れる、侍女？　聞かされてすぐには、理解が追いつかなかった。

　しかしひと呼吸置き、その内容をのみ込めば、怒りで目の前が真っ黒に染まる。

　ここでいう侍女が、ただの侍女の役割にとどまらないことは瞭然だった。侍女という言葉で表面上を取り繕ってみせたって、それの意味するところは男性の妾だ。

「なんだ？　うれしさに声も出ないか？」

　……ふざけるな。ふざけるなっ！

　ニヤニヤとしたルドモンドの笑みに殺意が湧く。これまでも大嫌いな義兄だった。けれど、お姉さまの選んだ夫だから、涙をのんで耐えてきた。

　どこまで人を、馬鹿にするのか！

「ルドモンド、あなたの人脈には驚かされますわ。あぁシンシア、よかったこと」

　けれど、本当の絶望はその後に訪れた。

　私が口を開くよりも前、発せられたお姉さまの言葉が、私の心を千々に切り刻む。

「ユリアーナよ、その方はありがたくも準備金まで用意してくださるというんだ。かなりの金額を提示されている。それを投資の元金とすれば、何十倍にも増やすことができるぞ」

「まぁルドモンド、なんて素晴らしいのでしょう」

　ガクガクと意思に反して体が震えた。

「お、お姉さま……これが私にとってよいと、本気でそう思っているのですか？」

「まぁシンシア、もちろんよ。こう言ってはなんだけれど、あなたはその髪色でしょう？　それを準備金まで用意して、侍女に欲しいと言ってくださる殿方なんておりませんでしょう？」

　いつになく弾むお姉さまの声に血の気が引いて、指先が冷たくなった。

　ふらつく体をなんとか踏ん張って、立っているのがやっとだった。どれだけ私を馬鹿にした発言か、お姉さまはわかっていないのだろうか。

　実の妹に妾に甘んじろと、お姉さまはそれが私にとっていい話だと、本気で思っているのか。

　これまでずっと根底に持っていたお姉さまへの親愛の情が、見事に打ち砕かれた気分だった。私の中のなにかがガラガラと音を立てて崩れていく。

「お姉さま、このお話は……」

　それでもなんとか断らねばと、震える手でお姉さまの腕にすがった。

「シンシア、俺がやっと話をつけたのだぞ！　異を唱えようなどとゆめゆめ思うな！　一週間後にお前は先方のお宅に上がる。せいぜい身綺麗にしておけ！」

　ルドモンドの怒鳴り声。同時にドンと胸を突かれて、私は踏ん張れずに床にくずおれた。

「ルドモンド、乱暴はおやめになって」

　お姉さまは倒れる私に手を差し伸べてはくれなかった。床に倒れ込んだ私をそのままに、息巻くルドモンドにすがった。

「フンッ！　ユリアーナの妹だと思えばこそ、赤毛のお前を屋敷に置いてやったんだ。その恩に報いようとなぜ思えんのだ!?　この恩知らずが！」

「あぁ、ルドモンド待ってちょうだい！　……シンシア、いい子だから我わが儘ままを言わないで？　あなたは急なお話で動揺しているのよ、少し頭を冷やしなさいな」

　ルドモンドは捨て台詞を吐いて部屋を出た。お姉さまは当然のようにルドモンドにつき従った。

　もしかしてお姉さまは、男性が侍女を受け入れることの意味をわかっていないの？　……そんなわけ、ない。男性からこんな望まれ方をして、それが本当に使用人としての役割だなんて誰が思うだろう？

「……妹がお妾さんとして望まれて、それが本当にいい話？　そんなわけ、ないじゃない」

　悲しかった。お姉さまが私に向けるそれは、家族の情とはほど遠い。そのことが、あまりに切なかった。

　侯爵令嬢としての矜持なんて、もともと持ち合わせてはいない。けれどこれは、それ以前。女としての尊厳の問題だ。

　どこの娘が準備金と引き換えに、買われるように男性に仕えたいと思うのか。

　……いや、買われるように、ではない。私は、買われるのだ。

「うっ、うぅぅぅっっ！　お父さまっ、お父さまぁっ!!　う、うっ、うっっ……！」

　――その日からどうやって時を過ごしたのかは覚えていない。

　ただ、私の周りには常にお姉さまかルドモンドの目があった。私が間違っても家を出たりしないように、見張っていたのだろう。

　家を出ようかと、何度も考えた。私が本気になれば、お姉さまの制止など、あってないようなもの。けれど、この家を出た私がどうやって生きていけるというのか。

　結局、私を買いたいと思う別の男性に身を任せる生き方しかないのだと悟った。女の身でひとり、生きていくことは不可能に近い。

　泣いて、泣いて、泣き尽くして……。

　一週間後、涙はすべて枯れ果てた。

「……お妾さん？　いいじゃない。望むところよ。……こんな赤毛を妾にしたいなんて奇特な男性？」

　むくりと寝台から身を起こす。

「あはっ、あはははははっ！　いいわよ、かまわないわよ。私が手玉に取って、転がしてやるわよ。それにこんな家、私のほうから願い下げよ！　あははははっ！」

　私はのけ反って、くるったように笑い転げた。

「あは、あはははははっっ！　……ははっ、私にはしょせん、幸福な結婚をする未来なんてなかった。それが結婚という形すらなくなった。ただ、それだけの話よ……」

　枯れたはずの涙がなぜか湧き上がってきて、玉になって一滴こぼれた。

　そしてポタリと床に落ちると弾けて散った。それは、私の心そのものだった。

　……腹は、決まった。

　ふと窓から見下ろした庭先に、大きな籠を抱えた青年の姿が見えた。

　あぁ、そうか。今日は食料品の定期配送の配達日。

　……彼とも、これが最後だ。

　私はふらつく足で寝台を下りると、青年が商品の運び入れを行う屋敷裏口に回った。

　食料品の定期配送で毎月一回、彼とは顔を合わせていた。彼にとって、配送が仕事の一環ということは重々承知している。けれど別れに際し、ひと言感謝と別れを告げたいと思った。

　それだけ私にとって、配送の持つ意味は大きかった。

「こんにちは」

　屈んで荷物を下ろしていた青年に声をかけた。

「こんにちは、お嬢さま……って、お嬢さま!?　ずいぶんとやつれてしまったんじゃありませんか!?」

　青年は作業の手を止めて顔を上げ、私の変わりように目をむいた。

「そう？　たまたまじゃない？」

　悲壮な別れはしたくなかった。私は曖昧に笑ってごまかした。

　青年はあまり納得していない様子だったけれど、私はかまわずに続けた。

「それよりね、私、あなたと会うのは今日が最後になるから、今までのお礼とお別れが言いたくて。月に一回のあなたの配送日をいつも指折りに数えてた。雨の日も風の日も、あなたはちゃんと届けてくれてすごく心強かった。本当に、今までありがとう」

「いえ、天候にかかわらずお届けするのが俺の仕事ですから。だけど俺も、最後にお嬢さまに挨拶できてよかったです。また配送が入り用になりましたら、その時はうちでどうぞよろしくお願いします」

　青年は照れたように笑った。

　また、配送が入り用になったら？　……それはなんだか、青年の配送もまた、これが最後であるかのような物言いだ。

　最後の台詞がどこか噛み合っていないような気がしたけれど、それよりも今は、どうしても確認しておきたかったことがある。

「ええっと、とにかくありがとう。それから、今まではあえて口を噤つぐんでいた部分もあったんだけど、ルドモンドは支払いの滞納とかで、そちらにご迷惑をかけていない？」

　万が一、料金の未納があっても、今ならば私の準備金で支払える。青年と、青年が勤める配送業者の迷惑になることだけは避けたかった。

　けれど私の言葉に配送の青年は、なぜかキョトンとした顔をしていた。

「ええっと、こちらの配送の料金請求はたしかエクセル侯爵家の……」

　エクセル侯爵家!?

　聞こえてきた予想外の家名に、目を見開く。動揺は、隠しようがなかった。

　私の動揺をよそに、青年はおもむろにポケットから帳面を引っ張り出すと、パラパラとめくりだす。

「そうそう、エクセル侯爵家のレナードさまが、この配送分まで手配納金済み……って、なんだこの赤字の指示。なになに？　配送先に送り主の情報漏洩厳禁って……ぇぇえええっ!?」

　青年は慌てて口を噤んだ。けれど……しっかり聞こえた。聞こえてしまった。

　……あぁ、そうか。そうだったのか。

　だけど知らされれば、これ以上ないほどに納得できる。

　思えば疑問はいつだって、心の片隅にあった。ルドモンドなら、通常割高な食品配送は真っ先に打ち切る。困窮する我が家がいちばん必要なものばかりに特化した品ぞろえも、使用人のいた時代から利用していたと考えれば少々不自然。

　適宜こちらの状況に合わせた、レナードさまの心遣いが滲にじみ出ているようだった。

「お、お嬢さまぁ……俺、俺っ……」

　目の前の配送の青年は顔色を青くして、涙目になっている。

「……私はなにも聞いてませんよ？　最初に言った通りで、私はあなたにお礼とお別れを言いたかったの。だからそれ以上も、以下もない。私は屋敷を出てしまうけれど、これからも配送のお仕事をがんばってくださいね」

　なぜかはわからない。だけどレナードさまが、明かさないことを望んだ。ならば私は、なにも知らない。

　私の言葉に、青年は顔をクシャクシャにして笑った。

「お嬢さま、恩に着ます。それから、こちらこそ今までありがとうございました。届けるたびに、太陽みたいな笑顔で『ありがとう』って言ってもらって、俺ここのお屋敷の配送を密かな楽しみにしてたんです。お嬢さまみたいな女性を嫁さんに迎えられる旦那さんが、ほんとうらやましいです。お嬢さま、どうかお幸せに！」

　青年は、屋敷を出るといった私の台詞を、嫁入りと理解したらしかった。

「……ありがとう」

　私は微笑んで答え、青年とお別れした。

　遠ざかる青年の背中を見送って、私は空を仰いだ。

　今日の空は、レナードさまの澄んだ瞳と同じ色をしていた。綺麗で、まぶしくて、そして包み込むように温かい。

「レナードさま、私はレナードさまに生かされていたんですね」

　空は、なにも答えない。だけど空は、すべてを見守っている。

　これは、かつての許嫁一家の窮状に対するレナードさまの慈悲なのだろう。

　あるいはレナードさまは、わずかにでもお姉さまに心を残していたのだろうか？

　……わからない。けれどレナードさまが私を生かしてくれた、これだけは紛うことない事実。

「……ありがとうございます、レナードさま」

　かつて、幼い私の目に、レナードさまはまぶしかった。ちょっと意地悪だけど、その瞳の奥に私を包み込んでくれるような優しさを秘めていた。

　見上げる空に、レナードさまと過ごした日々が懐かしく思い出された。

　けれど今はもう、無邪気に見上げるには、レナードさまはあまりに遠い。妾にこの身を落とす私とレナードさまの距離は遠く、この後二度と交わる日は訪れないだろう。

「さようなら……」

　小さなつぶやきは、遠い空までは届かない。だけど、それでいい……。

　綺麗すぎる思い出は、浸りすぎれば現実をいっそうにつらくする。だからもう、私は振り返らない。

　私は見上げた空から視線をはずし、正面を見据えた。これから私が向かうであろう険しい現実を、きつく睨みつけた。




　支度を整え、十七年住み慣れた屋敷の玄関を出た。

「ねぇシンシア、たまには便りを頂戴な？」

　お姉さまのうっそりとした笑みが、薄ら寒く感じられた。

「……お姉さま、今までお世話になりました」

　昨日のうちに、お父さまと猫のミャーゴの墓前には挨拶を済ませてる。だからもう、心残りはない。

「ふふふ、ご主人さまによくしていただくのよ？」

「……さようなら、お姉さま」

　お姉さまにも、お姉さまの言葉にも、今さらなにを感じるでもない。だけど十七年間過ごした屋敷を仰ぎ見れば、意思とは無関係に記憶が押し寄せてきた。

　この屋敷にももう感慨なんてないと思っていたのに、十七年分の記憶がそう簡単に割りきらせてはくれない。

　私の先には、いつだってお姉さまの姿があった。よちよちとおぼつかない足取りで進む私の先を、すたすたとお姉さまが行く。翻るスカートの裾に、追いつけそうで追いつけない。手が届きそうで、届かない。

　幼い私は必死に追いかけるのだけど、足がもつれて転んでしまう。わんわんと私が泣けば、前を行くお姉さまが立ち止まり、ちょっと困った顔をして振り返る。

　困った子ね、そう言って差し出される、白くたおやかな手がうれしかった。お姉さまの長く整えられた爪のせいでつないだ手に痛みを感じることもあったけど、淑女然として隙なく身なりを整えたお姉さまが子供心に誇らしかった。

　それから少し大きくなると、私がお姉さまの後を追いかけて歩くことはなくなった。けれどお姉さまの立ち姿も装いも、やはり淑女の見本であり、私が追いかけるべき手本であることに変わりはなかった。

　ドレスも装飾品も、お姉さまが求めるものは洗練されていた。薄い金髪と淡く透き通る瞳も相まって、お姉さまは女神もかくやという美しさだった。

　お姉さまの美しさに、そしてその美しさをいっそうきらびやかに彩る品々に、私はいつも憧れていた。

　シンシアにあげるわ、そんな言葉と共に譲り渡されるお姉さまのお下がりに、ものすごく心が浮き立った。

　けれど私が身につければ、キラキラとまばゆいそれらは、一気に光を失ってしまったかのようだった。お姉さまが身につけてこそ、それらは映えるのだと思い知らされた心地がした。

　お父さまの諸手を挙げた賛辞が、胸にむなしく響いた。だけど、お父さまの朗らかな賛辞に嘘がないのは瞭然で、その親心がうれしくもあり、同時に少し苦しかった。

　お父さまはまるで、春風みたい。

　いつもやわらかに私を見守って、どこまでも温かく包み込む。けれどやわらかな春の風は、移ろう時節の理ことわりが無情にもさらってしまう。

　長く、苦しい闘病だった。

　お父さまとの時間が有限であると悟ったとき、肝に銘じた。悔いの残らないように、一日一日を誠心誠意お父さまと共に過ごそうと決めた。

　痛みで眠れないお父さまの背中をさすって夜を明かしたことも、一度や二度じゃなかった。終末期のせん妄状態で、お父さまが夢うつつに私の行く末を心配する声を上げたことがあった。その時、お父さまを安心させるようにきつく抱きしめて、私は声を殺して泣いた。

　意地でもお父さまに涙は見せなかった。だけど身が千々にちぎれそうなくらい、苦しかった。最期の時まで、お父さまを心配させている自分はなんて親不孝なのだと思うと、苦しくて悲しかった。

　だけど私は、この手でお父さまを看取った。

　生前、赤毛の私の行く末にずいぶんと気を揉ませた。お父さまはいつも、私の幸せを願ってくれた。少しでも条件のいい婚姻が叶うよう、持参金の準備にも奔走してくれていた。

　……ねぇお父さま、そんなお父さまの心に、私は少しでも報いることができたでしょうか？

　恩が返せただなんて、そんな大層なことを思うわけじゃない。

　それでも私は、幾度繰り返しても、あれ以上の見送り方はできる気がしない。

　それくらい、お父さまの最期には後悔がない。私の手でやれることはやりきったという自負がある。

「ねぇお父さま、見方によっては最高の親孝行とも言えるかな。だって、妾として買われていく私を、お父さまに見せなくて済んだんだもん……」

　一陣の風が、ふわりと頰をなでた。遠く、お姉さまのドレスの裾が、風をはらんでふわりと揺れる。

　それを見るともなしに眺めながら、私の心は凪いで、とても静かだった。

　お姉さまはいつだって私の前を行く。

　だけど私はもう、お姉さまの翻るドレスの裾を追いかけない。この体は見も知らぬ男性に差し出されることになる。けれど心は、私だけのもの。

　お姉さまの亡霊は、住まわせてなんかやるものか。

　屋敷前にすでに待機していた迎えの馬車に乗り込んだ。形ばっかりで見送りに出ているルドモンドにもお姉さまにも、私はもう一瞥だってしなかった。

　もう、家族なんかじゃない。

　自分で決めた。だけどそれが、どれほどの涙があっての決断か、お姉さまにはわかるまい。

　私の心はバラバラに砕け散って、もうつなぎ合わせることなんてできやしない。

　私とお姉さまとの距離は遠く、そこにできた溝は深く、もう、埋められない。
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　迎えの馬車はスプリングがよく利いていた。

　これなら長時間の移動もまったく苦にはならない。とっくに売ってしまったけれど、我が家で使っていた馬車は、車輪が石ころを踏むたびにお尻が悲鳴を上げていた。

　私は両脇に設えられた大きな車窓から、移りゆく景色を見るともなしに眺めていた。

「……あの、シンシアさま？　失礼ですが、お荷物はそれだけですか？」

　迎えは御者のほかに老齢の従者がひとりおり、車内に同乗していた。そのおじいちゃん従者から、遠慮がちな声がかかる。

「はい」

　おじいちゃん従者は、私の膝上の荷袋を注視していた。

　袋の中身は下着類が全部で六枚と、木綿のドレスが二枚のみ。恥ずかしながら、これが私の全財産。

　毎日洗濯してギリギリのローテーション。長雨の時乾かずに困り果て、ひっくり返した下着を再びはいたことがあるのは内緒だ。

「あの、お着替えや身の回りのお品は持ってきておいでですか？　当家にも多少の用意はございますが、お好みなどもありましょうし……」

「え!?　用意していただいているのですか!?」

　思わず身を乗り出してしまった。

　おじいちゃん従者は私の勢いに目を丸くしていた。

「え、ええ。入り用の際は遠慮なく……。むしろお好みを言っていただければ、主あるじがすぐ新たに買いそろえることでしょう」

「いえいえ滅相もない！　パリッと乾いたのをはけることだけで十分です。最低限の着替えは持ってますから、もしもの時だけお借りします」

　丁寧に辞せばなぜか、おじいちゃん従者の顔がくしゃりとゆがむ。

「シンシアさま……なんとおいたわしい」

　おじいちゃん従者はそれ以上はなにも言わず、うつむいてしまった。

　……あれ。このおじいちゃん従者、どこかで会ったことがあったかな？　ふと、そんな疑問がよぎった。会話をしたのは間違いなくこれが初めて。でも、見かけたことはあるような、ないような？

　つるつるの頭に、真っ白なひげをたくわえたおじいちゃんと出会う機会など、あっただろうか。

　時間ばかりは潤沢にある移動中の馬車の中、私はずっと考えていた。

「シンシアさま、到着いたしました」

　結局、到着まで思い悩んだけれど思い出すことはできなかった。

　こりゃ、気のせいだったな。私はそう結論づけて、おじいちゃん従者のエスコートで馬車を降りた。

「……でっかい」

　到着したお屋敷を前にした私のひと言に、おじいちゃん従者は目を細めて微笑んだ。

　あ！

「コホン。……大きなお屋敷ですこと」

　いけない、いけない。曲がりなりにも私は侯爵令嬢で、最低限の礼節は保たねば。

「ふっ。シンシアさま、こちらにどうぞ」

　ありゃ？　慌てて取り繕ったけど、遅かったかな？　おじいちゃん従者の先導で屋敷玄関に向かう。

　しかし大きいお屋敷だ。これはそうとう名のある有力貴族と見て間違いない。

　いったいどなたのお屋敷だろ、……あれ？　ところで私って、誰のお妾さんになるんだっけ？

　ガーンッと、頭を金槌で叩かれたみたいな衝撃が襲う。今さらと言えば今さらだけど、私は聞かされていない。自分からも、聞いてはいない。

　そもそもお相手の男性に、私は興味がなかった。

　なぜなら落胆を最小限にする防衛本能で、お相手はチビ、デブ、ハゲ、三拍子そろったおじさんだと決めつけていたからだ。別段それを不満にも思っていない。

　けれど心は善良な人がいいな、とはいえお金でお妾さんを買うくらいだから難しいだろうなと、あきらめにも似た思いで受け入れていた。私は段々と近くなる玄関の紋章に、目を凝らした。

　どれどれ？

「エ、エ、エエクセル侯爵家!?」

　認めて、おののく。声は裏返り、あきらかに「エ」の数が多い。

　動揺しきりの私の目の前で、重厚な扉が中からゆっくりと開かれる。

「やぁシンシア、相変わらずだね。君の素すっ頓とん狂きょうな声が屋敷の中まで聞こえたよ」

　姿が見えるよりも先、私の耳が懐かしい声を拾う。胸を震わせる、とても懐かしいこの声を、私はよく知っている。

　そうして扉が開ききり、現れたのは、……予想通りのその人だった！

「レ、レレナードさまぁ!?」

「レレナードじゃなくて、レナードだけどね」

　くすくすと肩を揺らすその人は、かつての姉の許嫁、エクセル侯爵家の三男レナードさま。最後に会ったときから、五年近い月日が流れていた。五年ぶりの再会は、否応なしに胸を熱くさせた。

　……変わってない。

　レナードさまの太陽の光を弾く淡い金髪も、水面を映したみたいな水色の瞳もそのままだった。秀でた額にスッと通った鼻筋、レナードさまの彫刻みたいに整った美貌は一見冷たくも感じられるけど、その微笑みはどこか甘い。しっかりと筋肉のついた恵まれた体躯は凛々しくて男らしい。

　幼い頃、私はいつもレナードさまを見上げてた。だけど二メートルに届きそうな長身の彼とは、今だって見上げないと視線が合わない。

　……変わらない？　ううん、当時よりもレナードさまは精せい悍かんな印象になっている。

　五年分の落ち着きと貫禄までもが加わって、レナードさまは圧倒的な存在感でそこにあった。

　私は言葉をなくし、レナードさまに見惚れていた。

「まぁいい、シンシア、立ち話もなんだから入ってくれ」

　レナードさまが苦笑して、私を中へと促す。

　……レナードさまの微笑みは、やはり甘い。鼓動がいつもより、速く刻んでいた。

「……お邪魔します」

　レナードさまの背中にくっついて歩く。

　初めて訪れたエクセル侯爵家の屋敷は、田舎侯爵の屋敷とは桁違いに豪ごう奢しゃだった。

　私はレナードさまとの突然の再会に、すっかり舞い上がっていた。そしてレナードさまの変わらぬ美貌に圧倒されていた。

　前を行くレナードさまの背中に懐かしさや、当時のわくわくした思いが目まぐるしく駆け巡る。――けれど同時に、恨みつらみもよみがえった！

　忘れちゃいないぞ！　思い出は美化されがちだけど、レナードさまの実体は優しいばかりの紳士じゃなかった。あんなことやこんなこと、私はいろいろされている。

　時効？　そんなものはない！

　レナードさまの背中に向かってあかんべーをかます。

「ところでシンシア？　荷物はどうした？」

　わ！　前を行くレナードさまがいきなり振り返る。慌てて取り繕ったけど……セーフかな？

「ちゃ、ちゃんと持ってますよ」

　荷袋を持ち上げて、ニッコリ。

「……それだけか？」

「はい、これだけです」

「そうか。……それから人の目のあるところでは、あほな顔をするなよ。淑女が下まぶたをズルリと下げ、舌を突き出すなど正気を疑われるからな」

　ア、アウトだったか！　それにしたってなに？　レナードさまはうしろに目でもついてるっていうの？

「コホン。なんのことでしょう？」

　精いっぱいの澄まし顔。

　レナードさまはこれ見よがしに盛大なため息をついて、前に向き直った。

　くそぅ、意地悪なところも変わってないな。

　実は私は、田舎の領地で皆の目のないところ、レナードさまにいじめにいじめ抜かれた過去を持つ。これは私だけが知る事実。皆の前では完璧な紳士を装うレナードさまの実体は、いじめっ子だ。

　カエル、バッタ、とどめはイグアナ。

　私の襟首はレナードさまによって常に脅おびやかされていた。

　イグアナをビタッと引っつけられたとき、さすがの私も泡を吹いて卒倒した。その時、不幸にも落ちていた石にこめかみをかすり、擦り傷をつくった。これも今となってはすっかり笑い話のネタだ。

　レナードさまはお姉さまと同年。冷静に考えれば七歳も年下の幼女にずいぶんな無体を働いてくれたものだ。レナードさまはうまいこと紳士然としたふうを装っているけれど、三つ子の魂百までというくらいだから、今だっていじめっ子に間違いない。

　そうすると五年の時を経て、標的は再びの私!?　……ヒィッ！　今じゃ私、カエルにだって卒倒しちゃうかも！

「……シンシア、君の田舎の領地と違って、ここではカエルを探すほうが大変だ」

　ギクッ。

「イグアナなど、ますますいないから安心しろ」

　ギクギクッ！　なんで私の考えてることが、わかっちゃってるのっ!?

　レナードさまはうしろに目があるだけじゃない。感度がすごい。すごすぎる。心の声まで読んでしまうのだから、超人としか言いようがない。

　そしてこの完全無欠っぷりは、昔から変わらない。それどころかパワーアップしている気すらする。

　……わかった。……全部、わかった。

　私は今回の顛てん末まつにすっかり合点がいっていた。

　私はレナードさまの道楽で雇われた。これ以外の答えはない。お妾さん？　ないないない！　相手がレナードさまとなれば、話は百八十度変わる。

　レナードさまのお妾候補なら、レナードさまが求めずとも長蛇の列ができるはず。

　私がその列に誤って並ぼうものなら、レナードさまにお腹を抱えて笑われる自信がある。

　レナードさまのモテ話は我が国最高峰の山よりもうず高く積み上がる。とくにお姉さまとの関係を解消してからは、大層お盛んな様子。そんな逸話のいくつかは、片田舎の我が領地にまで漏れ聞こえてきていた。

　だから私はレナードさまのお妾候補の列じゃなく、憂さ晴らし要員の列に並ぶのだ。

　……うぅぅ。お妾さんも嫌だけど、襟足にカエルだのバッタだのをくっつけられるのも、正直嫌だ。感覚を想像したらむずがゆくなってきた。

　あ、カエルもイグアナもいないんだっけ？　それじゃ私、いったいなにをくっつけられるの!?

「ハァ。……シンシア、入ってくれ」

　前を行くレナードさまがため息をついて、いぶかしげに振り返る。

「あ、ハイ」

　今の特大のため息はなに？

　そうして、レナードさまの後について長い廊下を進み、ようやく通された応接間。入った瞬間、目を丸くした。

「リアンナ！　ロゼ爺じい！　クック！」

　懐かしい面々がそこにいた。リアンナとロゼ爺夫婦はかつて、うちの使用人だった。クックはうちの料理人をしていた。けれどルドモンドが財を食い尽くし、お給金を払えなくなって、泣く泣く辞めてもらってもう五年。

　ルドモンドは退職金はおろか、ほかへの紹介状すら書いてはいない。だから、その後の皆の足そく跡せきは、わからぬままになっていた。

「シンシアお嬢さま！　ずっと、ずっと心配しておりました」

「苦労したじゃろうて。わしらの力が及ばず、あの屋敷にお嬢さまひとり残してしもうて、すまんかったのう」

　リアンナとロゼ爺は、五年前と変わらない。

「シンシアお嬢さま、ずいぶんと痩せちまったんじゃありませんか？　ちゃんと食えていたんですか!?　……いや、俺が腕を振るいます。これからはいくらだって、うまいもん食わせてやります！」

　以前はヒョロリとしていたクックは、ずいぶんと恰幅がよくなった。だけど皆の優しい笑顔も、温かな腕も五年前と同じ。

「リアンナ～！　ロゼ爺～！　クック～！」

　リアンナにぎゅっと抱きしめられれば、涙が浮かんだ。一度こぼれると、後はもう防波堤が決壊したみたいに、私は幼子のように泣きじゃくった。

　懐かしい面々との再会で、張りつめていた緊張の糸が切れた。

「リアンナ、リアンナっ！」

「シンシアお嬢さま、よくがんばってこられましたね。もう大丈夫、大丈夫でございますよ」

　トントンとリアンナが私の背中をさする。ロゼ爺がグスンと洟はなをすすった。

「……おかわいそうになぁ。前侯爵さまが生きておったら、ルドモンドさまの所業を絶対に許しゃしなかったろうに」

　クックは乱暴に目尻を拭う。

「そりゃあ苦労されたよな。俺たちが解雇される前だって、もうルドモンドさまの散財で、食うにも困るくらい困窮してた。あれから五年……よくひとりでがんばってこられたよなぁ」

　リアンナの温かな胸を借り、五年分、涙が枯れるまで泣いた。

　そうして涙が乾けば、胸につかえていた鬱屈とした思いまでもがカラリと乾いていた。涙には、浄化の力があるらしい。泣き濡れた顔を乱暴に袖で拭い、リアンナの胸から身を起こす。

「……うぅ、ごめんねリアンナ。皆も、恥ずかしいところを見せちゃってごめんなさい。なんか、気が緩んじゃって」

　皆、いい加減にあきれてるよね。……そっと、顔を上げる。

「シンシアお嬢さま、なにが恥ずかしいもんか！」

「そうですよ！　これから泣きたいときはいつでも、私の胸をお貸ししますからね」

　心配は杞憂だった。皆が私に向ける眼差しはどこまでも優しかった。

　引いた涙が、またこみ上げてくる。だけど今度はギュッと力を入れてこらえた。

「ねぇ？　それにしたって、どうして皆がここにいるの？」

　改めて、リアンナ、ロゼ爺、クックの顔を順繰りに見る。間違いなくこの五年、会いたくてたまらなかった人たちがここにいる。

　すっかりお姉さまやルドモンドへの悪感情は押しやられていた。今はただ、懐かしい皆との再会の奇跡に心が震える。

　気さくなお父さまは、使用人と家族みたいに接していた。だから私にとっても皆は家族のようなもの。

　本当は解雇なんてしたくなかったし、別れるのなんて嫌だった。だけど、逼ひっ迫ぱくした状況が皆といることを許してはくれなかった。

　そんな状況に追い込んだルドモンドをどれほど恨んだかしれない。それでもルドモンドはお姉さまの愛した人だったから、私は葛藤に苦しんだ。

「シンシアお嬢さま、私たちが今ここにいられるのはレナードさまのおかげでございますよ」

「レナードさまの、おかげ？」

　……リアンナの言葉が意味するところ。想像すれば、否応なく胸が詰まった。

「はい、解雇された俺たち四人を全員、レナードさまが雇い入れてくださったんです」

　そうしてやはり、もたらされた答えは想像した通りのものだった。

　三人がゆっくりと、レナードさまに向き直る。私も、首を巡らせる。

　応接間のソファ、ひとり悠々と腰掛けて私たちの再会を静かに見守っていたレナードさま。その涼しい微笑みの下で、レナードさまは私にどれだけの温情を示してきただろう。レナードさまにより、食べるに窮した私や解雇の憂き目にあった皆など、いったいどれだけ多くの人間が助けられていたんだろう。

「なに、たまたま人員補充のタイミングだったんだ」

　レナードさまはなんでもないことのように、ただひと言そう言った。だけどそれが嘘だってことは皆が知ってる。

　まとめて四人の欠員なんてありえない。なにより紹介状もなしに、侯爵家の使用人の職に就けるわけがない。……あれ？

「四人？　……リアンナ、ロゼ爺、クック……三人？」

　私は首をひねる。

「あら？　ジョアンに会っておりませんか？　シンシアお嬢さまのお迎えに行ったのではなかったですか？」

　リアンナが怪け訝げんそうに首をかしげる。

　ん？　……ジョアン？　それって、お父さまの側そば仕づかえだったジョアン？

　彼は主にお父さまのお仕事を手伝っていたから、私とは面識も薄い。お父さまが病に倒れてすぐ、皆よりも早いタイミングで辞めてもらっていた。ただし、こちらはお父さまが病の床で紹介状を書いていたはず。

「……ジョアンって、ふさふさの金髪の美中年の人だよね？」

「プッ！」

　ん？　全員が噴き出した？

「……シンシア、時は無情だ。ジョアンの髪は年々と減り、今では一本も残ってはいない。髪がなくなったジョアンは代わりとでも思っているのか、今は真っ白な長いひげを命のように大事にしている」

　つるつるの頭に真っ白なおひげをたくわえたおじいちゃん、……ハッ！

　ギシギシと、うしろに首を巡らせる。そこには微笑みをたたえた、つるつるの頭に真っ白なおひげをたくわえたおじいちゃん従者が、いた。

「え、え、ええぇぇえええっ！」

　私は物の見事に腰を抜かした。

「……シンシアさま、改めましてジョアンでございます。お久しぶりでございます。私、ひと足先にレナードさまに雇い入れていただいておりまして……その、美中年でなくなってしまい、申し訳ありません」

　所在なさげにジョアンが言う。

　私は弾かれたようにピョンと起き上がり、慌ててジョアンに駆け寄った。

「ジョ、ジョアン！　私、全然気づかなくてごめん。それからジョアンは今でも美老人だよ！」

　ジョアンの手を取り、力いっぱい言い募る。

「プッ！」

　ジョアン以外の全員が噴き出し、ジョアンは苦笑している。なになに？

「シンシア、君はまるっきり変わっていないな」

　レナードさまは肩を揺らして笑いをこらえている。

「ふふふっ、なんだか昔に戻ったような気がいたしますね」

「本当じゃなぁ、以前のモードン侯爵家はシンシアさまを中心に笑いが絶えんかった」

「侯爵さまは、それはそれは愛おしい目でお嬢さま方を見ておられたよなぁ」

　懐かしい面々が集えば、皆考えることは一緒だ。

「だけどよかった。皆とまた会えてよかった！」

　私はガバッとレナードさまに向き直った。

「レナードさま、このご恩はなんとしても返します。私、精いっぱい働きます！　ええっと、侍女の表向きの仕事とすると、……来客対応とかですか？　だけど私、なんでもやります。御不浄や浴室掃除も、草むしりから厨房の皿洗いも！」

　こぶしを握り、鼻息荒く、宣言する。

「……侍女？」

　レナードさまの地を這うような低い声。その表情はとても険しい。

「えっと？」

　ほかの皆も顔を見合わせている。

「……シンシア、君は自分が侍女として雇われたと思っているのか？」

「えっと、そう聞いていたので」

　たしかにルドモンドは、侍女と、そう言った。ニヤニヤとした、いやらしい笑みを浮かべながら。

　答えた瞬間、レナードさまの瞳が怒りの炎ほむらで燃え上がった。

「ではシンシア、俺が渡した支度金はなんだと思っていた？　給金の前払いとでも思ったか？」

　侍女というのは、使用人のこと。だけど男性の主が望み、その対象が妙齢の女性なら十中八九裏の意図がある。そこに金銭のやり取りが発生したなら、もう間違いない。私の勘違いだって責められまい。

　レナードさまだってわかっているだろうに、なぜここで怒るの？

「あの、私を望んだお相手がレナードさまだとわかる前は、お妾さんとして望まれているとばっかり思っていて、そのための準備金かと……。あ、あの！　レナードさまが雇ってくださったって知った今ではちゃんと、かつての許嫁一家へのレナードさまのお情けだってわかっています。ちゃんとそのご恩に報いられるように、がんばりますから！　支度金の分も、しっかり働きます！」

「……では、支度金はどこに消えた？」

　レナードさまは一見すれば、とても静か。けれど、彼からあふれる怒りの波動がピリピリと肌を焼くように伝わってきた。

「えっと、それは……」

　これには思わず言いよどむ。支度金はすべてルドモンドの懐に入っており、私の手もとには一銭も渡っていない。だから当然、私の身支度には使われていない。

　レナードさまが私の頭のてっぺんから爪先までを無言で見下ろす。それはまるで検分されているようで、私は身の置き場なく、小さく身を縮める。

　……うぅ、ボロだけど、それでもこれが三枚あるドレスの中ではいちばんマシなのぉ。内心で、泣く。

　すると、レナードさまがいきなり身を乗り出した。

「やっ!?　なにっ!?」

　構える間もなく、私の荷袋が強引に奪われる。

　咄嗟に手を伸ばしたけれど、私がレナードさまにかなうわけもなく、袋はレナードさまの手に渡ってしまう。あれよあれよという間に袋の口が開かれる。哀れ、私の全財産がさらされた。

　あぁぁぁぁあああ！　私のボロのドレスが！　下着が見られてるーっ!!

　あう、あう、あうぅぅぅっ。……そしてレナードさまはツツツっと中身から視線を逸そらすと、丁寧に袋の口を閉じた。

　荷袋が無事に手もとに戻っても、ちっともうれしくなんてない。……これっぽっちだって、ない。

　肩を落とし、返ってきた袋を胸に抱く。

「……支度金はすべてルドモンドの手に渡ったか？」

　けれど弱り目の私に、レナードさまの氷点下の声音が突き刺さる。あまりの声の鋭さに震えが走る。袋を握りしめ、ますます身を縮める私に、レナードさまがため息をついた。

「シンシア、俺は君を使用人や、ましてや妾として望んだわけではない」

「え？」

　それはちょっとおかしくない？

　首をかしげる私に、レナードさまは困ったように笑った。

「まぁいい、この件は少々話に行き違いがある。けれどシンシア、もう不自由な思いはさせない。ここでは掃除も厨房の手伝いも、庭師の真似ごともすべて不要だ。ゆっくり過ごしてほしい」

「え？　え？」

　すべて、不要？　なになに、どういうこと？

　まるっきりのちんぷんかんぷん。私は右に左に、せわしなく首をかしげていた。

「シンシアお嬢さま、とりあえずお茶をお持ちしますんでっ！　お嬢さまが来るってんで、腕によりをかけてマフィンにタルト、プディングを用意してあるんです。待っててください！」

　私はいったいここでなにをすればいいのかと考えていれば、意気揚々とクックが厨房に駆けていった。

「シンシアお嬢さま、クックったら張りきりまくっておりますから、これからは毎食覚悟しておいたほうがいいですわ。きっとものすごい量が飛び出してまいりますから、毎食食べきるだけでひと苦労ですわ！」

「わぁ！　クックのご飯がいっぱいだなんて、なんて贅沢」

「ほぅ、それはいいな。シンシア、残さずに食えよ？」

　リアンナの言葉に、レナードさまは鷹おう揚ようにうなずいてみせた。

「え？　残さずに？」

　……なんと私、出された食事を食べきるのが仕事!?　そんなぁ、まさか～？

　そうこうしているうちに、配膳のワゴンを引いてクックが戻ってきた。

「シンシアお嬢さま～、お待たせしました！」

　わっ、わっ！　わぁぁあああっ！

「さぁさぁ！　たぁんと食べてくださいよ！」

　あまりの豪華さに目がまん丸になった。そしてひと口頰張れば、あまりのおいしさにほっぺたが落っこちるかと思った。だけどそんな感動も、間もなくお腹がはち切れるんじゃないかという恐怖に変わった。

「うぷ、もう満腹限界……」

「いやですよ～、シンシアお嬢さま。以前でしたらワンホールだってペロリと平らげておりましたでしょうに。遠慮なさらず、こちらもどうぞどうぞ！」

　止めてもなお、私の皿の上には新たなタルトが盛りつけられる。のせられてしまっては残せない、染みついた貧乏性。

「いや、あの……。それじゃ、ほんとにこれで最後で……」

　食べ終えた瞬間、私はお行儀悪くもソファに倒れ込んだ。










出会い～ｓｉｄｅレナード




　俺はレナード・エクセル。エクセル侯爵家の三男として生を受けた。そうして幼少のみぎり、祖父によりモードン侯爵家の長女ユリアーナを許嫁と定められた。

　祖父がモードン侯爵家と懇意にしており、その縁で決めた結婚話だった。モードン侯爵領は田舎だが、領地は豊かで過ごしやすい土地だ。生家の爵位を継がぬ三男の俺にとって、これは良縁といってよかった。

　しかも許嫁であるユリアーナは淡いプラチナブロンドに薄い青い目の美少女で、その容貌の美しさは王都にまで聞こえてきていた。友人たちにはよく、うらやましがられたものだ。

　けれど、そんなユリアーナの美貌も俺の心には響かなかった。

　俺がユリアーナと王都で初めて対面したのは六つの時だった。ユリアーナは母が身重のため、父侯爵とふたりで王都に来ていた。

　表情がなくて、人形のよう。それが六歳の俺がユリアーナに対して持った感想だ。

　けれど別段それを不満に思うでもない。そもそも、結婚とはこういうものだろうと、あきらめにも似た思いでいた。

　ところが、モードン侯爵家を初めて訪ね、俺は今までの既成概念を覆すとびきりの出会いを果たすことになった。

　俺はその時、十五歳。ユリアーナとの結婚を二年後に控えていた。

　侯爵家を訪ねたのは義務感から、ユリアーナばかりに足を運ばせることに負い目もあったし、将来の俺の領を見ておかねばならないという思いもあった。馬車での仰々しい移動がわずらわしく、俺はひとり馬に乗り向かっていた。

　……なんだ？　害獣か？

　モードン侯爵家の正門を目前にした俺は、生け垣の一部分が不自然にうごめくのを目にし、愛馬を止めた。

　訪ねたとき、領ではちょうど収穫期を迎えていた。農作物を食い荒らす害獣ならば、仕留めてやろうと思い、腰に剣を携えて、足音を忍んで近づいた。

　――ガサガサガサッ！

「やんっ！　待ってったらぁっ！」

　生け垣まであと一歩というところで、気配の主が飛び出した。それは害獣でもなんでもなく、太陽みたいな女の子だった。

　太陽を映したみたいなまぶしい赤い髪。そばかすの散った頰に、くるくるとよく動く緑の瞳。我が国の一般的な美の基準からは逸脱したその色合い。けれど俺はひと目見て、美しいと思った。

「やだっ！　人がいたなんてっ……ええっと、ごきげんようサー？」

　バツが悪そうに女の子はチラリと俺を見ると、くしゃりと笑ってみせた。その、照れたような笑顔がかわいいと思った。

「えっと、サーはうちを訪ねていらした？」

　モードン侯爵家を「うち」と言うこの少女は、おそらく我が許嫁の妹のシンシアに間違いない。

「ごきげんよう、小さなレディ？　私はレナード、ご家族からなにか聞いている？」

　少女はぱぁっと輝くように笑った。

「レナードさま、未来のお義兄にいさまですわね！　いらっしゃい、私はシンシア……って、駄目よミャーゴ！」

　未来のお義兄さまというかわいらしい台詞に頰が緩んだ。

　しかし次の瞬間、少女の胸から勢いよく茶色い毛玉が飛び出した。俺は反射的に茶色い毛玉を抱き留めた。

　なんだっ!?

　抱き留めたそれを見下ろせば、毛玉はずいぶんとくたびれた様相の猫だった。毛はところどころ抜け落ちて、皮膚病を患っているようだった。

「ミャーゴ！」

　お世辞にも貴族の令嬢が好んで飼うとは思えないような猫だった。

「この子は『ミャーゴ』というの？　これはシンシアの猫？」

「うんっと、私のじゃないの。正確に言うと私の猫にしたかったけど、お姉さまにもといた場所に戻してきなさいって言われてしまったの」

　なるほど、シンシアは捨て猫を拾ったらしい。

「それにしてはずいぶんとシンシアに懐いているね？」

「ええっと、実は、この子を拾って戻してきなさいって言われたのは一週間前の話なの。だからもう、一週間この子をこっそり飼っていて……。あの、レナードさま黙っていていただけないかしら？」

「いいよ。じゃあ、ミャーゴのことは俺とシンシア、ふたりの秘密だ」

「ありがとうございます！」

　屈託のないシンシアの笑顔に、目を細めた。

　社交場に顔を出せば、上辺だけの、はりつけたような笑みばかり。腹の探り合いの会話に飽き飽きしていた俺に、少女の嘘偽りのない笑みはただまぶしかった。

　それ以降、季節ごとにモードン侯爵領を訪ねては、シンシアと野山を駆け回った。

　シンシアのあらゆる表情の中で、薄く涙を浮かべながら俺に詰め寄る顔がもっともかわいかった。そんなかわいいシンシア見たさに、ついカエルやバッタを投げてみせたこともあった。ちなみにイグアナを肩にのせたのは純粋な好意からだった。王都の貴婦人の間でペットとして人気のグリーンイグアナは、わざわざこの日のために取り寄せた貴重なものだったのだが、シンシアのお眼鏡にはかなわなかった。

　えてして男とは青い生き物なのだ。……俺も例外でなく、幼かった。

　とはいえ、それらも今となってはいい思い出だ。シンシアとの出会いから二年が経ち、いよいよユリアーナとの具体的な結婚話を詰めようという、まさにそんな時、モードン侯爵が病に倒れた。

　両家で話し合いの場を持ち、モードン侯爵の療養を優先して、結婚は先送りされることに決まった。俺の結婚話でありながら、俺の意思などおかまいなしに話は勝手に進んだ。

　結婚とは両家の取り決めであり、そこに本人らの意思は介在しない。俺の心に、ユリアーナはいない。しかし若かった俺はユリアーナとの結婚に異を唱えることもせず、苦い思いでそれらの状況をすべて傍観していた。

　モードン侯爵の病状がなかなか快方に向かわなかったため、婚儀の時期もうやむやのまま時が過ぎた。

　俺はその間、あることをずっと調べていたため、モードン侯爵領へは足が遠のいてしまっていた。




　――コンッコンッ。

「……レナードさま、ごきげんよう」

　ノッカーを叩いてしばらくして、やっと扉は開かれた。扉はなぜか使用人ではなく、シンシアの手によって開けられた。

「やぁシンシア、久しぶりだね」

　結婚延期の決定がなされてから半年ぶりにモードン侯爵邸を訪ねれば、屋敷も出迎えたシンシアも、以前とは打って変わって沈んでいた。

「シンシア？　元気がないようだけど、どうかしたの？　お父上は二階の寝室かな、ええっと、ユリアーナは？」

「お姉さまは昨夜から友人のお宅です。せっかくレナードさまが来てくださったのに、ごめんなさい」

　シンシアは申し訳なさそうに告げるが、俺にはむしろ好都合だった。この頃になると、俺のユリアーナへの評価は地を這うものになっていた。もはや会えないことを残念とは思えなかった。

「それで？　シンシアはずいぶんと元気がないじゃないか、いったいなにがあった？」

「それは、……ここ最近お父さまの具合が思わしくないから」

　シンシアは言いよどみ、侯爵の具合を理由にあげた。

　けれどシンシアの憂いの原因は、あきらかにそれだけではない。そう思わせるなにかを俺は感じ取っていた。

「……それだけじゃないだろう？　シンシア、なにがあった？」

　瞬間、シンシアの頰に滂ぼう沱だの涙が伝った。

「ミャーゴが、ミャーゴが一昨日おととい死んでしまった！」

　ミャーゴの死、それ自体はなんらおかしなことではない。いくらシンシアが餌を運んでいるとはいえ、ミャーゴは雨風をしのげる住まいを持たない。

　野良猫の寿命は通常二～三年と短く、それに照らし合わせれば成猫のミャーゴが死んだのも別段おかしくはないが……。

　泣きじゃくるシンシアを腕に抱き寄せる。震える小さな背中をさすりながら、そっと問いかけた。

「……ミャーゴはどうして死んだ？」

「き、切られてっ、切り刻まれた状態でうちの納屋にっ……」

　惨殺の事実に驚き、シンシアが胸に負ったであろう痛みを思って、抱く腕に力を込めた。

「レナードさまっ！　ミャーゴのことはお姉さまもお父さまも知らないから、私誰にも言えなくて！　ひとりで葬ってあげたけど、ミャーゴのことを思うと私、居たたまれなくてっ。うっ、うぅっっ」

　しゃくり上げながら、シンシアが告げる。

　堰せきを切ったように、シンシアは思いの丈を俺にぶつける。

「でも、うちの領地の子供たちは皆いい子で、そんなことをする子なんていないのっ！　いったい、誰があんなむごいことをっ。レナードさまっ、レナードさまっ！」

　たった十歳の少女が、動物虐殺の事実をひとりでずっと抱えていた。それはどれほど悲しくて、恐ろしかったことだろう。

「シンシア、ミャーゴを手厚く葬ってくれてありがとう。ミャーゴはきっと、天国でシンシアに感謝しているよ。それから、犯人は流浪人の場あたり的な犯行だろう。ここの領民は皆善良な心根の者ばかり、それは俺とて重々知るところだ」

「レナードさま」

　泣きながら、それでもシンシアは少しホッとしたような表情で俺を見上げた。

「シンシア、俺もミャーゴの墓に手を合わせてもいいだろうか？」

　涙に濡れそぼつシンシアの目が、見開かれる。シンシアはあふれる涙はそのままに、泣き笑いにみたいにクシャリと笑った。

「もちろんです」

　シンシアはひどく感じ入った様子だった。俺を見るシンシアの新緑の瞳は熱を帯び、萌ゆるような鮮やかさだった。そんなシンシアが妙に艶めかしく感じ、俺は不謹慎にも生唾をのんだ。

　俺はシンシアが土を盛り、野花を供えるミャーゴの墓に手を合わせた。

　幾分落ち着きを取り戻した様子のシンシアを横目に、俺は惨殺の犯人への憎々しい思いに歯噛みしていた。……犯人はおそらく、ユリアーナだ。

「……レナードさま、ありがとうございます。おかげで少し、心が軽くなりました」

　わずかにでも、シンシアの心の憂いが軽くなったのならよかった。

「そうか」

「レナードさま、今朝はお父さま少しだけ体調がいいんです。レナードさまのことも、今日ならわかるかもしれません」

　小さな肩に父の介護を担うシンシア。小さくも頼もしいその肩をそっと抱きしめた。

「レナードさま？」

「いや、なんでもない。では少し、侯爵のところに顔を出させてもらおうか」

「はいっ」

　シンシアの先導で、俺は侯爵の寝室に向かった。




　小さなノックの後、シンシアが先に寝室に入る。

「お父さま、今日はレナードさまが訪ねてくださったの。入っていただきますね」

「……そうか、レナード君が来てくれたか。入ってもらいなさい」

　聞こえた侯爵の声は、健康だった頃からは想像できないほど、ハリがない弱々しいものだった。

　それは差し迫る命の期限を否応なしに想像させる声だった。

　この瞬間、俺の胸を占めるのは病床の侯爵への憂慮でも、気遣いでもなかった。日々、命のともしびを細くする侯爵に向き合う、シンシアを憂えた。

　シンシアの胸の内を思えば、どうしようもないほどに苦しかった。そばで同じ痛みを分け合うことすら叶わない自分が、不甲斐なかった。

　けれど今はすべての感情をひた隠し、シンシアの後に続く。

「モードン侯爵、ご無沙汰しております」

　そして対面した侯爵の、想像以上に衰弱した姿に愕然とした。すっかり痩せ細り、面おも変がわわりした侯爵は、自らの力では起き上がれず、シンシアの介助で寝台から半身を起こした。

「どうか横になったままでいてください」

「いや、寝てばかりでは床擦れができてしまう。たまにはこうして体勢を変えたほうがいいのだよ。……シンシア、今日は体調がいい。ここでレナード君と茶が飲みたい。入れてきてくれんかね？」

「お父さま！　すぐにお父さまの好きなアッサムを入れてきます。あ、レナードさま、よかったらあちらで座ってお待ちくださいね」

　シンシアは俺にソファを示すと、うれしそうに階下に駆け下りていった。

　俺はシンシアが勧めてくれた応接ソファには掛けず、侯爵の枕辺に寄った。侯爵はなにか俺に伝えたいことがあってシンシアに席をはずさせたと、そう感じていた。

「レナード君、半年ぶりになるかな？　わしもこの先そう長くはないだろう。本当のところ、君はユリアーナとの結婚をよく思っていないね？」

「……美しい花はただ美しいばかりではないようで、私の手にはあまりそうです」

　ひとまずはあたり障さわりのない返答で様子を見た。

「……そうか。季節が変わる毎の訪れがなかったのは、君が調べていたからではないかな？」

　侯爵はあえてなにを、とは言わず、寂しそうに微笑んだ。

「それで、なにか答えに行き着いたかね？」

　ふと、感じた違和感。

　当然侯爵はすべてを知った上で、俺にユリアーナをあてがおうとしていると思っていた。だが、もしかすると侯爵は知らないのではないか？　いや、疑念を持ちつつ、知ることを避けていたのではないか？

「答えて、いいのですか？」

　侯爵が意図的に知ろうとしなかった核心を、俺が告げることは果たして正しいのだろうか？　まして病床の侯爵は、そう長くは生きられまい。

　知らぬまま逝くほうが、よいのではないだろうか。けれど侯爵は正面から俺の目を見て、ゆっくりとうなずいてみせる。その瞳には、確かな決意が滲んでいた。

　俺はひと息置いて口を開く。

「ユリアーナは高確率で、あなたの子ではない。奥さまがかつて出入りしていたサロンに、ユリアーナの面差しによく似た給仕係の青年がいました。当時を知る者から、奥さまが青年と関係を持っていたことも証言が取れています。美しい、見事なプラチナブロンドの青年だったそうです」

　ユリアーナが奥方の不義の子であるという事実。侯爵はただ、静かにうなずいた。

　今ではすっかり白いものが多くなった侯爵の頭髪は、もともとハニーブラウン。亡き奥方もユリアーナのような儚はかなげで美しい容姿だったが、髪色は侯爵と似たブラウンだった。

　そんな両親から色素の薄い、透けるような金髪の子が生まれるのは珍しい。侯爵自身、ユリアーナが自分の子でないことを察していたようだった。

「そして、ユリアーナの一見おとなしげなあの姿は本質ではないでしょう。友人宅へ行くと言って屋敷を空けては、いかがわしいサロンで違法薬物と男たちとの享楽にふけっている。サロンでは口にするのもおぞましい加虐の限りが尽くされている。そんな残忍な遊戯で、ユリアーナは率先して嗜し虐ぎゃく行為にふける。ユリアーナは、間違いなく異常嗜好です」

　これに関して侯爵がどこまで気づいているのかは、わからなかった。しかし、侯爵は驚いたそぶりを見せない。

「気づいて、いたのですね？」

「……昔、庭の巣から落ちたひなを見つけるや、駆け寄ったユリアーナが踏みつけて、絶命させたことがあった。わしはあまりの驚きに言葉をなくしたが、幼さゆえのほんの出来心と思い直した。むやみに命を奪ってはならないと、わしはそうユリアーナを諭して終わりにした」

　侯爵がぽつりとこぼす昔語り。それは幼少期からの加虐嗜好の片鱗がうかがえる内容だった。

「それからしばらくして、ユリアーナに妹のシンシアが生まれた。わしはたまたまシンシアのむずがる声を聞きつけ、子供部屋を覗いたのだ。そうしたら、まさかユリアーナが乳飲み子のシンシアの口に水差しの水をあふれるほどに注いで笑っていた。急いでシンシアを救出し、大事にこそ至らなかったが……。ユリアーナはその時、喉が渇いていたみたいだからあげただけだと泣いた。この時のユリアーナはもう七歳にもなっていたから、けっして物の善悪がわからぬ年ではなかった。けれどわしは、信じたくなかった。娘の異常性を受け止める覚悟がなかったのだ。わしはこの時も、次からはしてはいけないと、それだけを告げた。それから段々とユリアーナとの会話も減り、距離を置くようになった。わしはユリアーナが恐ろしかった」

　たとえば幼少期に、侯爵がユリアーナに然るべき対策を講じていれば、思考の矯正も可能だったかもしれない。

　王都の医師にはそのような分野を専門にする者もある。けれどすでに成人したユリアーナの思考を変えることは困難だろう。

「病を患い屋敷に長くいるようになって気づいたのだが、わしには、ユリアーナが妹のシンシアをそれとわからぬようにしいたげて楽しんでいるように見えるのだ。もちろん暴力的な行為ではなく、言葉の端々からふと感じただけだ。……レナード君、本来であれば君に頼める筋合いでないのは百も承知だが、わし亡き後、もしシンシアが苦境に立つのなら、どうか力になってもらえんだろうか？」

「はい。シンシアのことは私が守ります」

「レナード君、ありがとう……」

　侯爵は大きく安堵の息をつくと、ゆっくりとまぶたを閉じた。病床の侯爵にとって、俺との会話はかなり体力を消耗するものだったのだろう。

「お父さま、お待たせしました！　……あ、眠ってしまわれた？」

　戻ってきたシンシアが、お茶の一式を応接テーブルに置き、侯爵の枕辺を覗く。

「すまない。少し会話をして、疲れさせてしまったようだ」

　病床の侯爵に真実を告げたことは、よかったのか悪かったのか……。

「まぁ残念。けれどレナードさま、お父さまはとっても穏やかなお顔をしています。最近では痛みもお強いようで、なかなかこのようなお顔はなさらないんです。レナードさまとお話ししていただいてよかった。さぁレナードさま、こちらで紅茶をどうぞ？　お父さまには起きたらまた、何度だって私が入れてあげるんですから」

　朗らかに笑うシンシア。穏やかにまぶたを閉じる侯爵。

　その横で飲む紅茶は、とても優しい味がした。




　それからモードン侯爵は何度か死の淵に瀕し、そのたびにシンシアの献身的な介護で持ち直し、床に伏して二年が経った。

「レナードさま、お姉さまとの結婚が延び延びなってしまって気が気じゃありませんね？　でもね、レナードさまが二の足を踏んで急がないのもいけないと思いますのよ？」

　出会ったとき八歳だったシンシアは、十二歳に成長していた。この年頃の少女の成長は目まぐるしい。ただただかわいいだけだったシンシアの笑みが、ふとした瞬間に妙に艶めかしく感じるのは気のせいではないはずだ。

　朝露に濡れた蕾のような初々しい美しさが、そこにはたしかにあった。

「……なぜシンシアは、俺がユリアーナとの結婚に焦る必要があると思うの？」

　俺はこの頃になればもう、シンシアへの恋心を自覚せざるを得なかった。八歳のシンシアを前に感じた漠然としたまぶしい思いは、四年ですっかりその輪郭を結んでいた。ほかの誰にも、もちろんシンシア本人にだって告げるつもりのない、俺の秘めたる想い。

「だって、ユリアーナお姉さまはあんなに美しいんですもの。殿方なら皆、望まずにはおれません。事実、許嫁があると知りながらも一いち縷るの望みを賭けた殿方の熱い恋文は、後を絶ちませんもの」

　……純粋なものだ。シンシアはユリアーナの本性を知らない。ユリアーナ宛ての恋文のうち、いったい何通が純粋な想いの吐露で済んでいるのか。

　その大部分は後朝の文で、次の密会の日時を問うもの。しかもユリアーナの男の好みはとても褒められたものじゃない、低俗な輩やからばかりだった。

「……シンシアは社交界へのデビューはどうするんだ？　予定はあるのか？」

　あえて、話題を切り替えた。

「私はこの容姿ですから、デビューなんて夢のまた夢。だから結婚はお父さまが持参金を貯めて、幾人か夫候補を考えてくださっていたみたい。ただ、今はお父さまもあの状態だから……うーん、もしかすると結婚は難しいかもしれませんね。ほんと、私って親不孝です」

　シンシアは自身の赤毛をいまいましそうに引っ張って、特大のため息をついた。

「嫌ならば、嫁がねばいい」

　多額の持参金がなくばシンシアを娶ろうとしない低俗な男のもとに、無理に嫁ぐ必要などない。

　シンシアは目を見張り、次にふわりと微笑んだ。

「ふふふっ、それもいいですね。でも新婚の家庭にいつまでも妹がとどまるのをお姉さまがどう思うかなぁ。私、お姉さまのお邪魔にはなりたくなくって。だからすべて、お姉さまに従おうと思います」

　ユリアーナはシンシアが慕うに足る人物ではない。

　シンシアとの出会いから四年、俺はただ悪戯いたずらに時が流れるのに身を任せていたわけではない。家格に縛られない、己自身の力をつけようと必死に駆けてきた。侯爵家の生まれとはいえ、俺は三男坊。嫡ちゃく子しである長男とは違う。身分だけはどうにもならないが、資産や社会的な信用を築くのは努力次第だと、血の滲む思いで働いた。

　この四年、興した事業に心血を注ぎ、結果俺はそれなりの財と成功をこの手に掴んだ。その中で多くの人脈も築き上げ、裏の社会にも多少の顔が利くようになっていた。そうすればユリアーナの悪行も、ますます浮き彫りになっていた。

「シンシア、君は君だろう？　姉の陰に隠れている必要なんてないんだ。君の人生は、君が主役でいい。シンシアのいいように、生きればいい」

「うーん、隠れている？　それはよくわからないけど、私はお姉さまが大好きだから、お姉さまが幸せでいるのがいちばんうれしいんです。レナードさま、あんなに綺麗で優しいお姉さまを奥さまにできるなんて、幸せ者ですよ？　あ！　私がおまけにくっついてるのは平にごめんなさい！」

「……それは、特大のおまけだな」

　軽口で笑い合ったこの訪問の翌日、侯爵は天に召された。

　時を同じくして、俺は何者かに仕組まれたとしか思えない打撃を食らっていた。

　まず社交の場で事実にない不貞の汚名を着せられた。

　さる侯爵夫人と俺の不倫関係が巧妙に捏造された。しかし侯爵夫人と関係した事実などなく、俺は事態を静観していた。

　ところがそのタイミングで追い打ちをかけるように、ユリアーナが俺の不貞を理由として、大々的に婚約破棄を発表した。この影響は無視できないほど大きく、社交界では俺のみならず、エクセル侯爵家の名までもが失墜した。

　実家であるエクセル侯爵家も、信頼回復には長い時間を要した。

　そうして事業では、仲介業者の裏切りにあい、請け負った業務が履行できなくなった。方々に莫大な違約金が発生し、その資金調達に駆けずり回ることになった。信頼していた古参の従業者もこの時期にこぞって引き抜かれた。俺は一からどころではない、莫大なマイナスからの出直しを余儀なくされた。

　これらすべてにカタをつけるのに、俺は実に五年もの年月を費やすことになった。

　その間、漏れ聞くシンシアの現状に胸を痛めながら、脇目も振らず我武者羅に働いた。身辺を嗅ぎ回ったことが耳に入ったのか、俺を執拗に警戒するユリアーナの手前、表立ってシンシアに手を差し伸べることもはばかられた。忍ぶように月一回、食料品の定期配送を手配してやるのが精々だった。

　モードン侯爵家の暮らしはいつか破綻するのが目に見えていた。だからきちんとした手順を踏んで、シンシアを手もとに呼び寄せようと決めていた。

　そうして再び富をたくわえ、信頼を取り戻し、俺はついにシンシアを迎える手はずを整えた。

　今後を考えれば、俺の面が割れるのは好ましいことではなかった。だから金を無心して歩くルドモンドに、金満家を装ったジョアンと事業所の従業者を接触させた。

「あって困るものではないが、金もありすぎると置きどころに困るなぁ～」

「ほっほっ、貴殿羽振りがよすぎるのも困りものだな」

　俺はサロンの片隅で、息をのんで事の成り行きを見守っていた。

「もし、サー。今のお話ですが……」

　そうすれば案の定、ルドモンドはすぐにふたりの話に首を突っ込んできた。そうして口八丁に自身の投資話を熱く語り、金の無心をしてきた。

「その金、俺に貸してはいただけませんか？　俺に貸していただければ、倍にしてお返しします。俺にはそのあてがあるんです」

「ふむ、金が増えることにはもう興味がない。……じゃがそうだな、貸しつけの見返りが若い娘なら……」

「お、女を探しておられるのですか？」

「ふーむ、老いぼれの最後に花を添える若い嫁を迎えるのは悪くない。貴殿、気立てのいい若い娘を知らんか？　こんな老いぼれに嫁ぐのだから、それなりの額を支度金として出すぞ？」

「これこれジョアン、そうそう滅多なことを言うでない」

　ジョアンと従業者の三文芝居に頭痛がした。

「支度金!?」

　しかしルドモンドは支度金の言葉に、あきらかに目の色を変えた。

　ジョアンの大根役者っぷりに俺は目め眩まいがしそうだったが、対するルドモンドは欠片かけらも疑っていない様子だった。

「おぉおぉ！　そんな娘がいるなら、金はすぐに準備するぞ。もちろん出自の正しい貴族の娘じゃぞ？　金目あての出自卑しい娘ならばそこいらにごまんといるからな。それからわしの外聞もあるゆえ、事はあくまで密やかに、じゃ」

「出自正しい若い娘……、います。紹介できる侯爵令嬢がいます！　……ただ、若く器量よしですが赤毛で……」

　今度こそ、あまりの胸くそ悪さに目眩がした。

「ほぅ、わしは赤毛が悪いとは思わんぞ？」

　ジョアンの言葉に、ルドモンドが目を輝かせた。

「では、幾ら用立てていただけますか!?」

「ふむ……」

　そこから、話はとんとん拍子に進んだ。ルドモンドは金をチラつかせれば、老々としたジョアンに容易にシンシアを売り渡した。

　このようなやり口はしたくなかったが、確実にシンシアを手にするためには仕方なかった。ルドモンドは入金と同時に、扶養者欄に署名の入った正式な証書を送ってよこした。

　けれど開封し、中の証書を目にした瞬間、目の前が赤く染まったように感じるほど、激しい怒りの炎ほむらが燃え上がった。

　ジョアンは嫁にと言ったのだが、届いたのは結婚証書ではなく、譲渡証書だった。

　老いらくの気まぐれと深読みしたのだろう。本当に結婚するとは思いもせずに、ただシンシアを金で引き渡した形だ。

　我が国は奴隷制を禁止としながらも、所定の法手続きを踏み、規定の手数料を支払うことで事実上の人身売買が成立する。これはいまだ違法とされず、平然と行われていることだった。身元の確認を伴うため、表立って奴隷確保などの悪事には使われないが、譲渡証書というのはまさにそれに相当した。

「義妹いもうとを老いらく爺じじいの道楽に差し出すなど、後で見ておくがいい……」

「……老いらく爺」

　脇に控えていたジョアンが、ぽつりとこぼす。

「い、いや！　すまんジョアン、つい……」

「……わかっております。私が爺なのは事実です」

　ジョアンはわりと、かたくなだった。

「いや、だから今のは言葉のあやでだな……」

　ジョアンを取り成しながら、一方で俺の怒りは収まらなかった。

　曲がりなりにもシンシアの義兄でありながら、義妹を老ろう爺やの側そば女めへと差し出したルドモンドの罪は許せるものではない。同時にユリアーナに対しても、やるせない思いが湧き上がってきた……。

　シンシアがユリアーナに向ける情は、いとも簡単に踏みにじられたのだ。シンシアの心を思えば、あまりにも切なかった。










素敵がいっぱい




　エクセル侯爵家に引き取られた翌朝。

「快適～素敵～」

　私は広い廊下のモップがけをしながら、歌っていた。

　すると突然、頭上に影がかかった。

「快適素敵でなによりだ」

　ん？　見上げれば、レナードさまがクツクツと肩を揺らして見下ろしていた。

「レナードさま、おはようございます！」

「おはようシンシア、それで？　俺は掃除はしなくていいと言ったはずだが？」

　レナードさまの手が、私が握るモップの柄に伸びる。

　私は迫るレナードさまの手を、くるりと身をよじってかわした。

「だけど私、しちゃ駄目とも言われてません」

「なるほど。揚げ足取りのようだが、それもそうか」

　レナードさまは虚をつかれた様子で、モップを取り上げようと伸ばした手をすごすごと引いた。

「はい！　それにモップでスイスイやるのなんて何年ぶりだろう。なんだか懐かしくなっちゃいます」

「なに？　普通床掃除といったらこうだろう。モードン侯爵家にもモップくらいあっただろう……」

　レナードさまは少し考えるようにしてから、口を開いた。

「そうだ、たしかシンシアはモップに跨って空飛ぶ真似をして遊んでいた。あぁ、高い位置の木の実を落とそうと持ち出してきたこともあったな」

　わぁあぁあ！　レナードさま、忘れてほしいところまでよく覚えてるっ！

「そんな昔の話、引っ張り出さないでください！　そんな黒歴史はもう時効です」

　レナードさまも、覚えてたってそこは口を噤んで知らぬ存ぜぬでいるのが紳士ってものだと思う。

「黒歴史？　今も昔もシンシアはそう変わっていないと思うが……」

　レナードさまが真顔で首をかしげている。

　くぅぅ。どうせ私は今もおてんばで、おしとやかとは程遠いですよ。

「と、とにかく！　モップの柄が折れてから買い替えはしてなくて、ずっと雑巾で磨いてたんです」

　正確には買い替えしないんじゃなく、買い替えできなかった。それくらい、家計は逼迫していたのだ。

「……そうか」

　レナードさまはそれだけ言うと、私の頭をぽんぽんとなでて去っていった。

　納得してくれてよかったぁ～。

　私はレナードさまの背中を見送りながら、モップがけを再開した。




「贅沢～素敵～」

　午後、厨房の片隅で空豆のさや取りを手伝いながら、またしても私は歌っていた。

　ちなみにこの手伝いは、渋るクックをどうにかこうにか丸め込み、半ば強引に勝ち取ったものだ。

　するとさや取りをする私の頭上に、またしても影がかかる。ん？

「わ!?　レナードさま！」

　なぜか厨房に、レナードさまが現れた。廊下で遭遇するより、よほど驚く。

「シンシア……」

　レナードさまは私の手もとを注視していた。

「シンシアが厨房にいるのは、廊下のモップがけと同じ理由だろうからあえて突っ込まないが、贅沢というのはなにに対して言っている？」

「さやです！」

「さや？」

　自信満々に答えれば、レナードさまが眉間に思いっきりしわを寄せている。

「空豆のさやを捨てるって聞いたので、もらうんです。空豆のさやって栄養価たっぷりなんです。しかも人参玉ねぎに、なんとベーコンまで分けてもらったので、豪華スープになります。これを贅沢と言わずになんと言いますか！」

　語りながら、ついつい興奮してしまう。

　具のないスープの味気なさは身に染みている。空豆のさやだけでも浮かんでいれば腹だまりは十分だ。

　それに人参に玉ねぎ、ベーコンまで浮かんでいたなら感涙ものだ。うきうきで、さや取りの手が止まらない。

「……クック、空豆のさやとは普通食すものか？」

「大概は処分します。ただ、食えなくはないので……」

「そうか……」

　私がさや取りに没頭しているうしろで、レナードさまとクックがなにやら話していた。

　そうして私がさや取りを終えて振り向いたときにはもう、レナードさまはいなくなっていた。

「クック、さや取り終わったよ。次はこのジャガイモをむけばいい？」

「いや、シンシアお嬢さま、もう手伝いは十分ですっ！」

「へへへっ、もうむき始めちゃってるよ」

　今度は張りきって、ジャガイモの皮むきに取りかかった。




　翌日以降は、レナードさまと顔を合わせる機会が格段に減った。

　レナードさまはエクセル侯爵家の三男でありながら、とても忙しく立ち働いていた。

　この日もレナードさまの帰宅は、私が夕食を食べ終えた後だった。

「レナードさま、おかえりなさい！」

　帰宅の物音を聞きつけた私は、玄関まで駆けていって出迎えて、リアンナよりも先にレナードさまの上着に手を伸ばす。

「あぁ、シンシアただいま」

　レナードさまは微笑んで私に上着を差し出した。

　そのまま並び立って居間に向かう。けれど帰宅したばかりのレナードさまには息つく間もない。

「おかえりなさいませ、レナードさま。フリードさまより来週の大臣閣下の祝賀記念式典に、代理で出席を頼みたいとの伝言でございます。招待状もこちらへ」

　すぐにロゼ爺が、今日の郵送物を手渡しながらレナードさまに連絡事項を伝える。

「はぁ、兄さんは何度俺に押しつければ気が済むのか。とはいえエクセル侯爵家が式典に穴を空けるわけにもいかん。仕方ない、名代で俺が出席の旨を書き添えて返送しておいてくれ」

「かしこまりました。それと、こちらは教会からで、今年も寄付を募っております」

「エクセル侯爵家の名で昨年と同額を納金しておいてくれ」

　レナードさまは報告のすべてに的確な指示を与えていく。

「失礼いたします。レナードさま、事業所の方が急な要件とおっしゃって、訪ねてきておられます。応接間にお通ししてよろしいでしょうか？」

　するとリアンナが来訪者の取り次ぎにやってくる。

　どうやら事業所でなにか問題が発生してしまったらしい。

「なに？　……いや、それならば事業所に戻る。支度をしたら行くから、そのまま待ってもらってくれ」

　帰宅したばかりだけれど、レナードさまは事業所に戻るようだ。

「かしこまりました」

　リアンナがすぐに踵きびすを返し、玄関に向かう。

「レナードさま、お気をつけて」

　私は受け取った上着を、もう一度レナードさまの肩に掛けた。

「あぁ、ありがとうシンシア」

　袖を通しながら、レナードさまは疲れたそぶりも見せずに、穏やかに微笑んだ。

「レナードさま、軽くつまめますので、これをお持ちください！」

　聞きつけたクックが、厨房からなにか布包みを抱えて走ってくる。

「すまないな。ありがたくいただこう」

　レナードさまはクックから包みを受け取ると、取るものも取りあえず、また事業所に戻っていった。

「レナードさま、大丈夫かな。あんなに忙しく働いて、体を壊さないといいけど……」

　侯爵家宛てにくる対外的なお付き合い、家政の取り仕切り、自身の事業、レナードさまがすべてをさばいていた。そのどれをも、レナードさまはそつなくこなしている。それだけに、レナードさまの日常はとても多忙だ。

「シンシアお嬢さま、とんでもないですよ。シンシアお嬢さまがいらっしゃる前など、毎日のように午前様で働いておられたんですから。以前に比べたら、ずいぶんと余裕を持った働き方になっておりますよ。ものすごくいい傾向です、それもこれもすべてシンシアお嬢さまのおかげでございますね」

　私のつぶやきに、リアンナが声高に答えて背中を叩く。

　リアンナの言葉にロゼ爺もクックも、笑顔でうなずいた。

「……ならいいんだけど」

　私のおかげというのは違う気がした。だけど私が無茶な働き方をセーブするきっかけになれたなら、それは少しだけうれしい気もした。




「うっぷ」

　食べすぎの胸やけで、ゴロンとソファに横になる。

　レナードさまに引き取られて今日で五日目。ここでは豪華三食にプラスして、午前午後とこれまた豪華ティータイムもついている。

　こんなのって、いつぶりだろう？

　いつもお腹が減っていた。それに、お姉さまとルドモンドがいる居間で寛ぐなんてもってのほか。居間のソファはもう、私の場所じゃなくなっていた。

「……お姉さま、ちゃんとご飯食べてるかなぁ」

　お姉さまとは、決別したつもりだった。けれど、ふと、頭をよぎった。

「シンシア、君は昔から、まるで変わらんな」

　ぴょんっとソファから跳ね起きた。

「レナードさま！」

　お行儀悪く寝転がっていたソファから慌てて身を起こし、入り口を振り返ればレナードさまがいた。

　……こりゃ、寝転がってたのを見られたな。

　この時間にレナードさまがいることはとても珍しいことだった。

「まぁいい。シンシア、今日はこの後仕立て屋を呼んである。生地見本から一緒に選ぼう」

　なるほど、レナードさまは衣類の仕立てを予定していたらしい。

「やだやだ、しゃれ者のレナードさまのお見立てなんて、私にはとてもできませんよ。レナードさまが自分で選んだほうがよっぽどいいと思います」

　レナードさまはセンスが洗練されていて、とてもおしゃれだ。対して私は、おしゃれとは無縁だ。

「新しくあつらえるのは俺のじゃない。シンシア、君のドレスだ」

　告げられた予想外の台詞に、ソファにのけ反る。

「わ、私のドレス!?　そ、それはよろしくありませんっ！」

　そんなの、思ってもいなかった。

「なにがよろしくないんだ？」

「主に食べまくりでパンパンに膨らんだ腹部です！」

「プッ！」

　だって、仕立て屋さんなら当然採寸をするでしょう？　レナードさまは盛大に噴き出してくれたけど、私はまったくもって笑えない緊急事態だ。

「なに、シンシア安心しろ。今、王都ではハイウエストで切り替えの、ふわりとしたドレスが流行だからな。幼児体形にはもってこいだ、よかったな？」

　どうしてレナードさまが私の体形を、知っているんだろう？

「……わーい」

　浮かんだ疑問はしかし、追及すれば確実に墓穴を掘りそうで、私はごくっとのみ込んだ。

「シンシア、よくあの環境でイノシシのように、こうも真っすぐな気性に育った。君の本質はよほど能天気ということなのだろう」

　これは果たして、褒められているのだろうか？

　感嘆したように、うんうんと首をうなずかせ、レナードさまがこちらに歩み寄る。

　レナードさまは、私が座るソファの隣に腰を下ろす。

　レナードさまの重みでソファが沈み、私の上半身がレナードさまのほうにかしぐ。

　あわわ！

　なんとか体幹に力を込めて、持ち直す。

「ふっ」

　レナードさまの忍び笑いが聞こえた。

　次の瞬間、レナードさまの大きな手が私の肩を抱き寄せた。

　えっ!?っと驚いて見上げれば、鼻先が触れそうな距離に、レナードさまの精悍な美貌があった。私はレナードさまの肩に頭をもたれる形で抱き寄せられていた。

　硬い手のひらの感触に、触れる人肌の温度に、胸がせわしなく早鐘を刻む。

　幼い頃はこのくらいの距離感で見つめ合っても、なにも感じなかった。なのに今は、苦しいくらいに胸がざわつく。

「シンシア、今のは褒め言葉だ。君の真っすぐな心根は美徳だ。そして俺には、そんな君がまぶしい」

　レナードさまの小さなささやきは、まるで頭に入ってこない。

　耳たぶにわずかにかかる、レナードさまの吐息。鼻腔をくすぐるレナードさまの甘い香り。肩に、腕に、感じる温もり。

　それらに五感のすべてが支配され、まともに物を考える余裕がなかった。

　私はただカチコチに身を固くして、はるか彼方に意識を飛ばしていた。

「……まぁいい。今さら急ぐこともあるまい」

　レナードさまは苦笑して、肩を抱くのと逆の手で、サラリサラリと私の赤毛をなでつけた。

　しばらくそのまま、レナードさまは飽きることなく私の赤毛を指に遊ばせていた。

「シンシア、俺はこの燃え立つような赤毛が好きだ。シンシアの真の強さを示す、美しい色だと、俺は思う」

　レナードさまの語るほとんどが、極度の緊張で素通りした。

　……美しい？

　その中で、赤毛への賛辞は、妙に胸に響いた。

　赤毛を褒めるなんて、レナードさまは奇特な人だ。だけど単純に、うれしいと思った。レナードさまに、ほんの冗談でも美しいと言ってもらえたことが、私の胸をときめかす。

　頭をなでていたレナードさまの手が、スッと引かれた。寂しいと思ったことに、私自身、驚いていた。

「さてシンシア、まだ腹がパンパンかもしれんが、そろそろ仕立て屋が来るな。行くか」

　そうだった！

　続く言葉が、私を現実に引き戻す。

「ぼちぼち消化してきましたから、ご心配なく」

「はははははっ、そうか」

　こうして私は、レナードさまに先導されて衣装部屋へ向かった。

　レナードさまの心遣いで、私はお父さまが病に伏した後、一度もあつらえていないドレスを、新調することになった。

　隣を行くレナードさまをそっと仰ぎ見る。彫刻のような端正な美貌は、平素では冷たくも見えるほど。だけど私はいつだって、レナードさまが私に向ける微笑みのうしろに、あふれるほどの思いやりや気遣いを感じてる。

　それらに触れれば、いくら感謝したってしきれない。

　だけど同時に、思いやりや気遣いという範はん疇ちゅうからはみ出るくらいに、あきらかにしてもらいすぎる状況は、私をそわそわと落ち着かなくもさせる。

　……レナードさまが触れていた肩が、吐息とささやきを間近に感じた耳が、今もまだ熱を帯びていた。




　衣装部屋を後にした私は、隣を颯さっ爽そうと歩くレナードさまに問いかけた。

「……レナードさま、あんなに綺麗なドレスが私のものになるだなんて、これは夢でも見ているんでしょうか？」

　レナードさまは今も、そして衣装部屋でも、終始にこやかに微笑んでいた。

　色とりどりの布地にレースやリボン、付属品の靴やバッグまで、高級な品を前に呆然と立ち尽くす私をよそに、レナードさまはどんどんとオーダーを重ねていった。

　サンプルのデザイン画をにらめっこしながら、テキパキと私のドレスの指示をした。

「では一週間後、夢は現実になってシンシアの部屋に届く」

　思わず、私は足を止めた。

　優しい、優しすぎるレナードさまの言動。レナードさまが私に向ける、思いやりや気遣いという範疇からはみ出るほどの優しさ。

　その意味を、問うてみたいと思った。

「シンシア？」

　一歩先行くレナードさまが、怪訝な表情で振り返る。

「レナードさま、どうしてこんなに、私によくしてくれるんですか？」

　レナードさまは私の問いに一瞬目を丸くして、次いで曖昧に微笑んだ。

「……そうだな、理由はイグアナと同じだ」

　え？　イ、イグアナ？　少しの間をおいて、レナードさまからもたらされた答えに、ますます意味がわからなくなる。

「ではな」

　そうして特大の謎かけを残すと、レナードさまは私をその場に置いていってしまった。私は遠ざかるレナードさまの背中を見送って、右に左に、せわしなく首をひねっていた。

「シンシアお嬢さま？　そんなところで首をひねってどうされたんですか？　寝違えたんでしたら、あまり無理に動かさないほうがよろしいですよ？」

　立ち尽くしていたら、手にモップを持ったリアンナに声をかけられた。

「リアンナ……」

「はい？」

　ふと、思い至った。リアンナは五十代だ。

「ねぇリアンナ、例えば、例えばよ？」

　ともすれば、リアンナは私よりもよほど経験豊富な人生の師匠と言える。私には難解なイグアナの意味も、リアンナには一目瞭然かもしれない。

「男性が女性にイグアナを寄こしたとしたら、その意味ってなんだと思う？」

「……ちなみにそれは、どのような状況ですか？」

　たしか、あの時の私は……あ！

「女性は、お腹が空いていて、ひもじいの」

　そう、お姉さまに悪戯をした罰として、食事抜きを言いつけられていたっけ。

「ならばそれは十中八九、イグアナで腹を満たせということです。イグアナは炙って食べますと、香ばしく美味だと聞きますよ？」

　……え？　なに？　もしかしてあの時、レナードさまは私に「これでも食って腹を満たせ」って、そういう意図で寄こしたの!?

「もしかして、カエルやバッタも食べる？」

「ええ、どちらも食用にすることはありますね。私はさすがに昆虫食は遠慮したいですが、世の中には変わった味覚を好む方も一定数おりますからねぇ」

　ぞわぞわぞわーっと、背筋に悪寒が走り抜ける。レナードさまがまさかのゲテモノ好きとは驚いた。とはいえ私は、昆虫食なんて絶対に嫌。レナードさまと、食事の好みは合いそうにない。

　あれ？　カエルにバッタ、イグアナを寄こした意味はわかった。レナードさまの突き抜けた味覚も共感はできないけど、理解はした。

「でも、ドレスは食べないよね？」

「ははははは！　どう考えてもドレスは食しませんね。もう、シンシアお嬢さまは昔から突飛なことをおっしゃるんだから！」

　リアンナにバッシバッシと背中を叩かれて、よろめく。

「……ありがとう、リアンナ」

「シンシアお嬢さま？」

　私はさらに大きく育った特大の謎を背負い、よろよろとした足取りで自室に戻った。

　……ひと寝入りしてから考えよう。

　自室に入ると、ポフンと寝台に身を沈めた――。

「ふはぁ～、よく寝たぁ。三食昼寝付きなんて、なんて贅沢……あ！　もうじき晩ご飯だ。クックの晩ご飯はなんだろな～」

　そうして寝て起きたときには、私は解こうとしていた謎のことすら、コロッと忘れていた。




　この日は屋敷に来た翌日以来、初めて朝食の席にレナードさまがいた。

　だけどレナードさまは私の向かい、コーヒー片手に私が食べるのを見つめるばかりだ。そもそも、レナードさまの前に料理が運ばれる気配がない。

「レナードさまは食べないんですか？」

　芳醇なバターが香るオムレツを頰張りながら、私は首をかしげた。

「朝にゆっくり時間を取れること自体まれだからな。あまり朝は食べる習慣がなくてな」

　たしかに、お屋敷に暮らし始めてもうじき二週間、レナードさまはとても忙しく立ち働いている。

　早朝、私が起きるか起きないかのうちに、レナードさまは身支度を整えて事業所に出かけていく。

　そうして夜の帰宅後も、なにがしかの資料や書類とにらめっこをしている。日がな一日だらだらと過ごし、出かけるといえば夜の賭博場というルドモンドの暮らしとは対極だ。

「たしかにレナードさまは朝から忙しいですもんね。だけどレナードさま、このオムレツを食べないのはもったいないです。人生損しちゃってますよ」

　クックのオムレツはひと口頰張ればほっぺたが落っこちるおいしさだ。私はおもむろに、とろけるオムレツをスプーンでひとすくい。

「だからはい！　レナードさま、味見だけしてみてください？　とってもおいしいんですから」

　向かいの席から身を乗り出して、スプーンをレナードさまに差し出した。

　レナードさまは一瞬目を見張り、次いで微笑んでオムレツを口にした。

「……なるほど。これまで人生を損してきたようだな」

　オムレツを頰張ったレナードさまが、私の言葉をなぞらえて感想を口にした。

「ふふふっ。昔はよくこうして、ナッツを同じ袋から分けてつまみましたよね。なんだか懐かしいですね」

　うれしくなって、私もたっぷりのオムレツを頰張れば、口いっぱいにおいしさが満ち満ちる。止まらなくなって、またひと口、もうひと口と、息つく間もなくオムレツを平らげる。合間にも、スープやパンへと休むことなく手を伸ばす。

「……ナッツを同じ袋からつまむより、同じスプーンで料理を分け合うほうがよほど親密だと思うがな」

　コーヒーをすすりながらレナードさまが何事かつぶやいた気もしたけれど、朝食に大忙しの私の耳には届かなかった。

「シンシア、散歩に出ないか？」

　豪華朝食を食べ終えて、パンパンのお腹をさすっていたら、レナードさまからまさかのお誘いをいただいた。

「え!?　レナードさま、この後のお仕事は大丈夫なんですか？」

　レナードさまがとても多忙なのは、よく知っている。だからこうして、一緒に朝食を取れただけでもうれしかった。

「今日は、午前中は空いている。せっかく王都にいるんだ、整えられた街並みの散策に行かないか？」

「行きます。行きたいですっ！」

　興奮に鼻息を荒くして身を乗り出した。

「よし。ならば、支度をして出よう」

　レナードさまは勢い勇む私の様子に微笑んで、残りのコーヒーをあおると席を立った。私も席を立つと、軽い足取りで自室に向かった。




　着替えを済ませて意気揚々と玄関を飛び出すと、レナードさまは庭先で馬のたてがみをなでていた。凛々しいレナードさまと真っ白い愛馬の姿はまるで、絵画から切り取ったみたいに優美だった。

　私は空気をはらんでふわりと翻るドレスの裾をさばきながら、歩み寄る。まるで今日の王都散策を見越したみたいに、ちょうど昨日レナードさまにあつらえてもらったドレスが届いた。

　私は自然と、その中からレナードさまの瞳によく似た水色のドレスを選んでいた。袖を通せば、新品の生地とは思えぬやわらかさで、ドレスは肌にしっとりとよくなじんだ。

「レナードさま、お待たせしました」

　馬を驚かせないように、レナードさまの背中にそっと声をかけた。私の声にレナードさまが振り返る。

「シンシア」

　私の姿を見て、レナードさまが目を見張る。そうして見開かれた水色の双そう眸ぼうが、ふわりと優しい笑みへと変わる。

「とてもよく似合っている。まるで絵画の中から、優美な貴婦人が抜け出してきたみたいだ」

　喜びが隠せない。

　それは偶然にも、私がレナードさまに対して持ったのと同じ感想。頭ではちゃんと、レナードさまの社交辞令とわかってる。だけど頰が、自然と熱を持つ。

　レナードさまの賛辞が照れくさくもあるけれど、うれしくて仕方ない。

「ふふっ、レナードさまはお上手なんだから。リップサービスってわかっていても、やっぱりうれしいんだから、私も大概単純ですけどね。だけどレナードさま、優美という賛辞はレナードさまにこそふさわしいと思います。レナードさまこそ、百人が百人納得する本物の貴公子です！」

　どんなに美しいドレスに身を包んでも、私のことを優美な貴婦人と表現するのは、少し無理がある。

　それは見た目だけじゃない、未熟な私は内面だってまるっきり伴っていない。

　生家の威光に頼らず、たゆまぬ努力で実業家として成功を勝ちえたレナードさまこそが、本物の貴公子だ。

「リップサービス？」

　だけど私の言葉で、なぜかレナードさまは微笑みを苦笑に変えた。

「……俺は本心から言ったんだがな。まぁいい、さぁシンシア？」

　レナードさまは何事か小さくつぶやいたと思ったら、ひと息ついて私に両手を差し出した。だけど私には、レナードさまがなぜそうしたのか意味がわからない。

　ええっと？

「シンシア？」

　レナードさまが怪訝に呼びかける。そのまま一歩踏み出したレナードさまが、広げた両手で私のウエストを掴む。

「もしかしてレナードさま、馬に乗せようとしてますか!?　散歩って馬で行くんですか!?」

　瞬間的に、レナードさまの愛馬がここにいる意味に思い至った。

　馬は犬猫のようなペットじゃない。わざわざ厩きゅう舎しゃから出しているのだから、普通に考えればその用途は一目瞭然だ。

「あぁ、折角だから王都の端から端までを馬で案内しようと思っていたが？」

　私の勢いに押され気味のレナードさまも、なにを今さらという様子でウエストを掴んだまま立ち尽くしている。

　……困った。ウエストを鷲掴みの状況もさることながら、目下大問題がひとつ。

　田舎育ちで乗馬のひとつやふたつ、もちろんできないわけはないのだが……。

「どうしたシンシア？　シンシアは馬に乗れたと思ったが……？」

　困惑しきった私に、レナードさまが首をかしげる。

　それもそのはず、私とレナードさまはかつて一緒に、馬で野山を駆け回っている。けれど当時の私の格好は、間違ってもこんなドレスじゃなかった。

「ええっと、ズボンで跨ってならいくらだって乗れます。だけど私、ドレスで横座りってしたことがないんです」

　私が不安を伝えれば、レナードさまは合点した様子でうなずいた。

「なるほど、言われてみればそうか。だが大丈夫だ。俺がうしろから手綱を取るから、シンシアは俺に寄りかかっていればいい」

　言うが早いか、レナードさまは掴んでいた私のウエストをヒョイと持ち上げて、軽々と馬上に乗せ上げた。そのうしろに、レナードさまがヒラリと乗り上がる。

　私はすっぽりとレナードさまの腕の中に閉じ込められる格好になった。横座りする私の肩に、レナードさまの胸の厚みと温もりが伝わる。

　鼻腔をくすぐるレナードさまの香り。レナードさまの存在に五感が刺激され、胸が高鳴って落ち着かない。

「シンシア？」

　緊張が伝わったのか、うしろのレナードさまが心配そうに問いかける。

「な、なんでもないです！　馬は早くに売っちゃったから、その、久しぶりの乗馬にちょっと硬くなっちゃって」

　慌てて言い募れば、レナードさまがわずかに表情を曇らせた。

「……そうか。まぁとにかく、ゆっくり行くか」

　だけど現金なもので、馬を走らせれば、移ろう王都の景色に釘づけになった。ブティックやパティスリー、おしゃれな商店が立ち並ぶストリートは、見ているだけでも心が弾んだ。

　紳士淑女が思い思いに行き交い、馬車の往来も多い。田舎の領とは比べるべくもなく王都は華やいで、活気があった。目にするすべてが新鮮で、おのぼりさんは馬上でキョロキョロとせわしなく首を巡らせた。

「そう珍しいこともないだろう？　シンシアも王都は何度か来ていただろう？」

　レナードさまは私のはしゃぎように苦笑していた。

「うーん、何度か来てますけど、お姉さまに宿でのお留守番を頼まれることが多くって、あんまり通りを歩いたことってないんですよね」

　馬車で来て、宿に泊まり、目的の場所を訪ねて、また馬車で領に帰る。お姉さまは宿から外出してたけど、私は宿に缶詰めになっていた。だからこんなふうに王都の空気を肌で感じるのは、実質初めてといっていい。

「……そうか」

「ふふふっ。それにしたっておいしそうなお店屋さんがいっぱい……」

　いつの間にか、私の目は自然と、キラキラしたパティスリーを追っている。

　今もカラフルなマカロンのお店に視線は釘づけだ。通り過ぎても自然と首を巡らせて、振り返って見つめていた。

　すると突然、レナードさまが馬首を取って返した。

「レナードさま？」

「シンシア、ドレスによだれでシミがつく前に、土産に買っていこう」

　言うが早いか、レナードさまはマカロンのお店の店先まで馬を寄せるとヒラリと馬から下り、次は私をヒョイっと下ろす。

　そのままレナードさまは呆気に取られる私を引っ張って、ズンズンとマカロンのお店に入ってしまった。

「シンシアはどれにする？」

　問われてもしばらくは、ショーケースの中のキラキラと輝くばかりのマカロンを前に立ち尽くしていた。何十種類ものマカロンが、まばゆいばかりだ。

「シンシア？」

「あ、……ええっと」

　正気を取り戻し、ごくりと唾をのみ込んだ。

　そうすれば五年間でみっちりと染みついた貧乏性、まず視線は価格表に一直線だ。

「プ、プレーンにします！」

　いちばんお安い、プレーンをビシッと指し示す。

　そうすれば、レナードさまがひとつうなずいて店員さんにオーダーした。

「プレーンをひとつ、これはすぐに食べる。それからすべての種類を、土産用に包んでくれ」

　え？　すべての種類？

　レナードさまは屋敷の皆へのお土産にしたって、ずいぶんと多い量を注文した。

「ほら、シンシア」

　あぜんとする私の手に、レナードさまが店員さんから受け取ったプレーンのマカロンを渡してくれる。

「あ、ありがとうございます」

　反射で受け取って、ひと口サイズのマカロンをそのままパクリ。

「お、おいしい……！」

　見た目もさることながら、優しい甘みが口いっぱいに広がった。あまりのおいしさに、勝手にへにゃりと頰が緩む。

　レナードさまは私を見て一瞬固まった。

「……そうか。すまんが追加で、すべての種類をもうひとつずつ包んでくれ」

　そうしてなにを思ったか、くるりとカウンターに向かうと、まさかの倍量を追加で注文した。

「レ、レナードさま!?」

　驚いて、思わずレナードさまの袖を引いた。

　するとレナードさまはニッコリと微笑んで、袖を引く私の手をポンポンと優しく叩いた。

「そんなにうまいなら、俺も食べたいからな。これは俺の分だ」

「レナードさまの分、ですか？」

　……おかしい。レナードさまはあまり甘い物を好まなかったはず。

「ああ、俺の分だ」

　だけどこんなふうに言われたら、なにも言えない。私はおずおずと、袖を握っていた手を引かせた。そうして私は、マカロンの入った大きな包みをふたつ受け取って店を後にした。

　大きな包みを両手に抱えたまま馬上に揺られる。

「それにしても賑やかですね」

　おいしいマカロンの余韻に気分が弾む。私はほくほく顔で王都見物を再開した。

「そうだな。王都は賑わいがありつつ、治安もいい。だがシンシア、ここから先の界隈はあまり女性のひとり歩きは好ましくない」

　ふーん、……んん？

　レナードさまはそう言うけど、淑女の皆さんは普通に通りを闊歩している。

　裏通りにも、スイスイと歩いて消えていく。

「まぁ昼はいいが、夕刻から夜の時間だな。通りを一本入れば賭博場やダンスホール、アルコールを提供する店が夜に盛況を博す。中には大人向けの店も軒を連ねている。なによりそういった趣向の者たちが、夜な夜なここいらのサロンに集う」

　そもそも私が夜の時間帯にこのあたりをひとり歩きする機会など訪れるはずもない。

「へぇ、王都にもそういう場所があるんですね」

　だから話半分にうなずきながら、今はいかがわしさの欠片も感じない通りを、物珍しくキョロキョロと見回していた。

「王都だからこそ、その規模も大きいのだがな」

　あれ？　ふと、ボンネットをかぶった貴婦人に、目が留まった。

　貴婦人はうつむき加減にボンネットを深くかぶっており、顔形はまるでわからない。けれどその立ち姿に、既視感を覚えた。

　お姉さまに似てる？

　だけど馬は段々と遠ざかってしまったし、顔を見たわけでもない。立ち姿の似ている人などごまんといることに思い至り、私は他人の空似と思い直した。

「シンシア、この先は軍司令本部だ。迂回して、帰りは南の大通りを行ってみよう。あちらは中央通り以上に、菓子店が多く軒を連ねるぞ」

　王都西は広大な軍司令本部の敷地になっている。軍司令本部には理由なく入場できないから、実質ここが中央通りの西端と言っていい。

「え、お菓子！　あ、いえいえ。もうマカロンをたっぷり買ってもらいましたから、お菓子はいりませんよ？」

「そうか、まぁゆっくり見ながら行こうじゃないか」

　もちろん見るだけなら、喜んで！

　かわいらしいお菓子屋さんは商品を見ているだけでも、目の保養だ。

　ところが言葉とは裏腹に、その後もレナードさまは私が目を輝かせる店々に、馬を止めた。そうして私が制止する前に、いっぱいのチョコレートにキャンディー、ゼリー菓子と、キラキラのお菓子を買い与えた。

　それもなにかと理由をつけては、多すぎる量を買っていく。

「レナードさま、もう十分すぎます！　もらいすぎです！」

　そうしてクッキーのお店に入る前、今度こそ私は入店前にレナードさまの腕を掴むことに成功した。

　前を行くレナードさまがゆっくりと振り返る。

「これ以上はいただけませんっ！」

　私はレナードさまを見上げ、首を横に振る。

「シンシア、今日購入したものはすべて、俺が欲しいから買った」

　レナードさまは向き直ると、私の両肩にトンっと手を置いた。馬上で密着していたのとはまた違う距離の近さに、ドギマギと落ち着かない気分になる。

　レナードさまは目を細め、私を見下ろした。見上げるレナードさまの水色の瞳が、実際の距離以上に近く感じた。

「本当なら宝石やドレス、靴やバッグだって買いたい」

「レナードさま？」

　続くレナードさまの言葉に困惑して、眉が寄る。レナードさまの真意が掴めない。

「とにかくクッキーも、俺が買いたい。俺の分だ」

　レナードさまは言いきると、肩に置いた手を離し、微笑みを残して店内に消えてしまった。

「あ、レナードさまっ」

　慌てて私もレナードさまの後に続いた。

　こうして私とレナードさまのお散歩は、抱えきれないお土産を手にして帰宅となった。




「おかえりなさいませレナードさま、シンシアお嬢さま」

「土産だ、皆で食ってくれ。俺は支度をしてすぐ出るから昼食はいらん、シンシアの分だけ頼む」

　そう言って、レナードさまはお土産をリアンナに渡すと、手ぶらのまま自室に向かってしまった。

「え!?　ちょ、レナードさま！　レナードさまの分をお忘れですよ!?」

　私は居間に置き去りにされたままのお菓子を抱え、後を追った。レナードさまの自室の前で、私はやっと追いついて呼び止めた。

「それは君のだよ」

　レナードさまの言葉に、一瞬理解が追いつかない。

　困惑もあらわな私とは対照的に、振り返ったレナードさまは、鷹揚な笑みを浮かべている。

　そうしてレナードさまは笑みを残し、パタンと自室扉に消えた。

　……『俺の分』って、言ったのに。

〝レナードさまの分〟として買ったお菓子は、私のものになった。

　どうしてレナードさまは、こんなに私によくしてくれるの？

　大好きなお菓子を両手いっぱいに抱えた私の心は、うれしいだけじゃない、いろんな感情がせわしなく巡っていた。




　エクセル侯爵邸での暮らしは、ありとあらゆる素敵が詰まっていた。エクセル侯爵家で体感する、日常のすべてがまばゆい。

　だけどその中にあっていちばん輝いているのはレナードさまだ……。

　田舎のモードン侯爵領で見るレナードさまは、おしゃれで都会的で、その華やかさが子供心にまぶしかった。

　けれど実際王都にきて、ごまんとあふれるしゃれ者の貴族青年らに、同じ感想は抱けない。レナードさまがまばゆいのは表層ではなく、内側から滲み出るその人間性なのだと今ならわかる。

　かつての私が見ていたのは、レナードさまのほんの一面にすぎなかった。

　同居する中で、社交のための華やかさとは一線を画する、ストイックで堅実なレナードさまの日常を知った。

　青年実業家として成功の裏には、日々絶え間ない堅実で実直な仕事ぶりがある。

　レナードさまは事業主としての責任と重圧の中で、常に最善を模索しながら駆け抜けている。

　そうしてスポットライトの下、華やかな名声を浴びるレナードさまには多くの人が群がる。それは男女問わずで、年齢も思惑も様々。

　考えようによっては、あるいは私もそのうちのひとりかもしれない。

　財産もなにも持たない私は、今はレナードさまに甘えるしか手立てがないのだから。

　だけど与えられるばかりじゃなく、いつか私がレナードさまの助けになりたいと思っている。

　レナードさまからしてもらうばかりじゃない。レナードさまが重みを分け合えるくらい、自立した女性になりたい。

　ここにきて初めて、私は自分の将来に展望を抱いていた。

　人生をあきらめて、これまで毎日流されるまますべてを人任せにして、抗おうともしてこなかった。

　今はそれが、ひどく自暴自棄に思える。ほかならない私の一度きりの人生だから、荒波にだって抗って、我武者羅に突き進まなくてどうする！

　きっと私は、レナードさまに感化されたのだと思う。だけどそれは、私にとってとても意味のあることだ。

　私はこの日から暇を見つけては、エクセル侯爵家の膨大な蔵書を誇る書斎で、書物を読みふけるようになった。今すぐにどうこうじゃない。だけど知識は、きっと武器になる。










夢のような――




　書斎で日中の多くを過ごすことが、すっかり習慣づいてきた、そんなある日。

　――コン、コンッ。

「シンシア、ちょっといいか？」

「はーい」

　ノックの後、書斎の扉から現れたのはレナードさま。

　私は読みかけの経済書をパタンと閉じた。

「ほぅ、ずいぶんと専門的な書物を読んでいるんだな」

　レナードさまは私の手もとを覗き込み、驚きの声を上げた。

「うーん、読んでいるっていうのはちょっと語弊があって、まだまだ目が上すべりしちゃってる状態です」

「はははっ。なに、読もうという心がけが大事なんだ。かく言う俺も、最初は専門書の類などまるで意味がわからなかった」

　レナードさまが、朗らかに笑う。

「え？　レナードさまもですか？」

「あたり前だ。誰だって最初は真っさらな状態で、そこから知識や経験を積み重ねていくんだ」

　レナードさまは、ぽんぽんっと私の頭を優しくなでながら答えた。

「それで？　シンシアはなにか目的があって勉強をしている、そうだろう？」

　これには正直、驚かされた。

　やはりレナードさまに隠し立ては通用しない。

「もし目指すものがあるのなら、家庭教師を手配することもできるが？」

　私はレナードさまの提案に、首を横に振った。

「いいえ。目指すゴールはなんとなく見えているんですけど、その手段にどんな選択肢があるのかを、今は探しているところなんです。もう少し、じっくり温めてみようと思います」

「そうか。シンシアがじっくり温めながら目指すもの……なにやらものすごく気になるな」

「今はまだ、内緒です。だけどそうですね、いつかレナードさまに相談させてもらうこともあるかもしれません」

　その「いつか」が叶うとき、きっと私は一から十まで全部をしてもらうばかりじゃない。自分の足で大地を踏みしめて、凛と前を見据える強さを身につけているんだろう。

　まだ見ぬ「いつか」の未来に、思いを馳せた。

「……シンシア、君には時々、ハッとさせられるよ」

「え？」

　ゆっくりと首を回して視線を巡らせれば、レナードさまの透き通る水色の瞳とぶつかった。

「息をのむくらい、君は凛として美しい」

　……それは、嘘だ。だって、息をのむくらい美しいのはレナードさま。

　それでも面と向かって告げられた「美しい」の言葉には、どうしたって胸が熱を持つ。

「ふふふっ、レナードさまってばお上手なんですから。それでレナードさまこそ、なにかご用があっていらしたんじゃないですか？　私にできることであれば、なんだってお手伝いしますよ？」

　わずかにでも理性のたがを緩めれば、容易にのぼせ上がってしまいそう。だからわざと冗談めかして伝えれば、レナードさまは少し不服そうに眉間にしわを寄せた。

「俺も急がずに温めるつもりでいた。だから今回は流されよう。けれど次は……」

　ん？　レナードさまの言葉はよく、わからなかった。

　しかも最後のつぶやきは、くぐもっていて、よく聞き取れなかった。

「シンシア、急だが明日、少し付き合ってもらいたい。再三誘われている茶会なのだが、男ひとりではどうにも話題に窮してな。俺のパートナーを買って出てはくれないか？」

　だけど私が聞き返すよりも前、レナードさまは晴れやかな笑顔で告げた。

　レナードさまからもたらされたのは、すごくすごく、ときめくお話！

「それ、私でいいんですか？」

「俺はシンシアがよくて、誘っている」

「はい！　ぜひご一緒させてください！」

　レナードさまのお誘いに、一も二もなくうなずいた。私の人生において初めて経験するお茶会。それはきっと、目もくらむようなキラキラのお菓子の饗宴！

　三段重ねのティースタンドに、タルトにプティケーキ、スコーンにサンドイッチがのっかって、ほかにもクッキーやチョコレートがあふれんばかり。

　……ううん、待って？　ティースタンドが三段だなんて誰が決めたの？

　想像の中のティースタンドが、一気にグンッと高さを増した。まだ見ぬ豪華ティースタンドに思いを馳せれば、頰はもう緩みっぱなしだ。

「……シンシア、茶会の醍醐味は菓子ばかりではないぞ」

「え!?　もしかしてそのお茶会、お菓子がないんですか!?」

　レナードさまのひと言で、目の前の見上げる高さのティースタンドの幻影が、一瞬で霧散する。

「……いや。心配せずとも、菓子はあふれるほどある」

　レナードさまは、すっかりしょげ返った私の頭をなんとも言えない表情で、ぽふぽふとなでた。

「よ、よかったぁ～！」

　私は再び舞い戻ってきたキラキラのお菓子に、ホッと安堵の息をつく。

　レナードさまは頭をぽふぽふする手を止めないまま、なんだか哀れな子でも見るような目で私を見下ろしていた。

「おぉ、そうだった。……そういえば」

　レナードさまが、おもむろに上着のポケットに手を突っ込んだかと思えば、なにやらガサゴソとあさっている。

「レナードさま？」

「あったあった。シンシア、手を出して？」

　乞われるまま差し出した両手のひらに、ぽんっとのっかったのは……？

「……お菓子？」

　簡素な包装の中には、飴玉サイズの白くて丸いものが二個入っていた。

「俺の事業は多岐にわたるが、卸売業はその中核を担う。流通分野のひとつには当然食品も含まれる。たまたま商談で商品見本に出されたのをしまって、すっかり忘れていた。卵白とシロップをゼリーで固めて砂糖をまぶした新しい菓子だそうだ。よかったらシンシア、味見をしてみてくれ」

「レナードさまのお仕事って本当に手広いんですね。ところでレナードさまはもう、味見したんですか？」

　カサカサと包装を解いてつまみ上げたそれは、くしょんと指が沈み込むくらいにやわらかかった。

「いいや、まだだが」

　私はつまみ上げたそれをまず、レナードさまに差し出した。

「レナードさま、だったら一個ずつ分けましょう？　これ、すっごくやわらかくって。こんなの初めてです！」

　レナードさまは鼻先に勢いよく突き出された菓子に、パチパチと目を瞬かせた。けれどスッと表情を引きしめると、水色の双眸が射抜く強さで私を見つめた。

「シンシア、きっと君のほうが、やわらかで甘い」

　え？　どういう意味だろうと思ったときには、レナードさまの唇が、菓子を私の指ごとパクンと含んでいた。

「っ!?」

　指先に、全部の神経が集中してしまったみたいだった。口内の湿った感触と人肌の温もりが、妙に艶めかしくて、ぞわりとした熱が指先から全身に巡った。レナードさまに、のぼせてしまいそうだった。

　レナードさまは最後に、咥えていた指先をチュッと吸い上げて開放した。

「なるほどやわらかで、とろけるように甘いな」

　私は半ば放心状態のまま、レナードさまを見上げていた。

「ではシンシア、明日は昼頃に迎えにくる。それから最近は書斎にこもりきりのようだが、あまり根を詰めすぎないようにな」

　レナードさまは、最後にもう一度私の頭をなでると、颯爽と書斎を後にした。

「……もしかして、レナードさまが甘いものを好まないと思ってたのは勘違いだった？　だってレナードさま、粉砂糖のひと粒まで残さず舐め上げていったもの」

　見下ろす親指と人さし指の腹、粉砂糖はわずかにだって残っていない。私は同じ指で、残る菓子をつまみ上げた。

　含んだ菓子はレナードさまの言葉通り、やわらかくて、とろけるように甘かった。

　その後は経済書の続きを開いてはみたものの、一言一句頭に入ってこない。指先に灯ったままの熱も、一向に引く気配はなかった。




　お迎えはお昼だと聞いていた。

　けれど午前中にはすっかり身支度を整えて、わくわくしながら待っていた。

　……そしていよいよその時となった。だけどいざ馬車に乗り込んでしばらく進むと、なんだか嫌な予感がした。わくわくは途中から、ハラハラに代わる。

　そうして進めば進むだけ、邸宅はまばらになり、恐々とした。

　この先にも上級貴族の邸宅がまだ数軒あったはずと、必死に自分を納得させる。

　カタカタと、軽快に馬車は進む。バクバクと、心臓は壊れたみたいに鼓動を刻む。

「……レナードさま、行く道をお間違えですよ？」

　大臣閣下のお屋敷を通り過ぎたとき、私はついに声を上げた。

　だってこの先にはもう、貴族の屋敷は一軒もない。あるのは小高い丘の上に圧倒的な存在感でそびえ立つ、お城だけ！

「いいや。道は合っている。行き先は、この上だ」

　一瞬、本気で馬車から飛び降りようかと思った。そうしたらなぜか隣のレナードさまが、たっぷりのひだのスカートを、むんずと掴んで微笑んでいた。

「レナードさま、わざといちばん大事なところに、口を噤みましたね!?」

　レナードさまの涼しい笑みもこの時ばかりは、計略を用いてたぶらかそうともくろむ悪魔の笑みに思えた。

「さて、なんのことだ？　おぉ、そろそろ着きそうだな。どれシンシア？　ボンネットが曲がっているぞ」

　ちょいちょいと私のボンネットの位置を直し、レナードさまはいっそう笑みを深くする。

　そうこうしているうちに、馬車は無情にも王城前に停車した。

「さぁシンシア」

　先に馬車を降りたレナードさまが、スッと右手を差し出す。しぶしぶ手を重ねれば、力強くグッと取られた。

　逞しく凛々しいレナードさまの姿に、否応なく胸が騒いだ。正装に身を包んだレナードさまは文句のつけどころなく美麗で、私の鼓動は一向にやむ気配がなかった。

　初めて上がったお城は豪華絢けん爛らんのひと言に尽きた。

　侍従の案内で、レナードさまと連れ立って大理石の回廊を進む。右を見ても左を見ても、洗練された内装が目を楽しませてくれる。

　支柱一本をとったって、細部にまで繊細な彫刻が施された優美なフォルムで、まるで芸術作品でも見ているようだった。

　……ううん、違う。作品を見ているようじゃなくて、王城というのはそれ自体が芸術品なんだ。感じ入り、ほぅっと感嘆の息をつく。そうしてふと仰ぎ見た尖塔アーチの高天井にも、一面に優美な天井画が描かれていた。

　目が離せなくて、レナードさまの腕を取っているのをこれ幸いと、回廊の終わりまで見上げていたら、すっかり首が痛くなった。

　クツクツと隣から聞こえてくる忍び笑いには、咳払いで応えた。

「こちらに皆さま、おそろいでございます」

　先を行く侍従が、金装飾で飾られた扉の前で足を止め、真鍮製のドアハンドルを引いた。

　レナードさまの後に続いて足を踏み入れたのは、瀟しょう洒しゃな応接間だった。それは一般的な貴族の屋敷の応接間よりもずっと広い。

　大きくとられた長窓から燦さん々さんと陽光が注ぎ、室内は明るくて開放的。長窓の外は整えられた内庭で、上がる噴水の水しぶきが、ガラス越しに見える。

　陽光を弾いてキラキラと輝くエンパイア型のクリスタルシャンデリアは、夜になればそれ自体が発光し、また違った風情を感じさせるのだろう。

　中央に置かれた象ぞう嵌がん細工が美しいグランドピアノは、素人目にも宝物に匹敵する価値であることが容易に想像できた。

　一瞬、自分がどこにいるのか、わからなくなった。それくらい、目にするすべてが夢のように、ただただまばゆい。

「レナード？」

　奥から、鈴を鳴らしたような涼やかな声が上がる。

　声のほうに目線を向ければ、奥の続き間から顔を覗かせるひとりの少女が目に飛び込んできた。淡いピンクのドレスに身を包む十歳くらいの少女は、砂糖菓子の妖精かと見紛うかわいらしさ。

　その妖精はレナードさまを見るや、とろけるような笑みを浮かべて駆け寄った。

「レナード、来てくれてうれしいわ！　ずっとずーっと誘っていましたのに、レナードったらちっとも応じてくれないんですもの。私、何度侍従に命じて、引っ張ってこさせようかと思ったかしれませんわ」

　レナードさまはおかんむりに言い募る少女と目線の高さを同じにし、淑女に対するように腰を折って礼をとる。

「お久しぶりでございます、シャーリアさま」

　……シャーリアさま。それは御年十二歳、国王夫妻の末の王女さまと同じ御名。

　あぁ、間違いない。

　桜色の頰をして、さくらんぼみたいな唇を尖らせてみせるのは、本来ならばおいそれと同じ空気を吸うのだって恐れ多い雲上人。くらりと目眩がした。

「なんとも光栄なお言葉ですが、間違っても王宮侍従にそのような命は下しませんように」

「あらやだ、ほんの冗談ですわ！」

　シャーリアさまはコロコロと笑う。

「それでそれで!?　レナードってば、ついに身を固める気になりましたの？　レナードが女性を伴うだなんて、これはもう間違いありませんわね。お式の日取りはいつですの？」

　好奇心にキラキラと輝くシャーリアさまの瞳が、私を見つめる。

　か、かわいい！

　正真正銘のお姫さまのかわいさの破壊力たるやすさまじい。突飛な発言は脇に置き、とにかくシャーリアさまはかわいいのひと言に尽きた。

「はははっ、式の日取りとはまた、シャーリアさまは飛躍した考えをなさる。けれど、そうですね。とても大切な女性です」

　思わず、ドキリとした。『大切な女性』に、深い意味なんてない。単純な言葉のあやだって、私はちゃんと身のほどをわかっている。それでもレナードさまの口から語られた意味深な言葉には、どうしたって胸が熱を帯びた。

「……驚いた。レナードの口からそんな言葉を聞く日がこようだなんて、わからないものね」

　シャリーアさまは目をパチパチと瞬かせ、妙に大人びた口調で小さくつぶやいた。

「お名前を、教えてくださる？」

　そうしてレナードさまから私に目線を移すと、シャーリアさまはとびきり綺麗な紫紺の目を細めて微笑んだ。

「シャーリア王女殿下、シンシアと申します」

　レナードさまのうしろから一歩前に進み出て、スカートの裾をつまみ上げた。そうして最大限の礼を尽くして、快活な王女殿下に膝を折った。

「……シンシア？　もしかしてシンシアって、モードン侯爵家の？」

　シャーリアさまは何事か考え込むように、伏し目になった。

　手のひらに嫌な汗が浮かんだ。なにを言われるかと、恐々とした。モードン侯爵家の悪評が、聞こえていないわけがなかった。

　キュッと唇を噛みしめた。

「ねぇシンシア、私、生前の前侯爵のことをよく覚えていてよ！　私が四つくらいの時だったかしら、お散歩中にすっかり蝶に夢中になって、侍女を見失って泣いていたの。そうしたら侯爵が、侍女のところまで送ってくれたのよ。侯爵って優しく控えめな方で、私、夫にするなら侯爵のような方がいいって子供心に強く思いましたの！　ギラギラとした目の野心家の貴公子たちは、その心根がちょっと信用なりませんもの」

　だけどシャーリアさまからもたらされたのは、予想外の温かで優しい台詞だった。

　噛みしめていた唇も、握りしめていたこぶしも、一瞬でふわりと緩んだ。

「……シャーリア王女殿下、その言葉を父が生きて聞いたとしたら、泣いて喜んでいたと思います」

　というよりも、お父さまなら、恐れ多いと卒倒していたかもしれない。

　じんわりと目頭が熱くなった。シャーリアさまが四歳ならば、今から八年前。父が病床に伏せる前、最後に王城に上がったときだろう。

「まぁ！　ねぇシンシア、きっと私、あなたのことも前侯爵に負けないくらい大好きになるわ。仲よくしてちょうだいね。それにはまず、王女殿下だなんて堅苦しいのは嫌よ？」

「喜んで、シャーリアさま」

　朗らかで快活なシャーリアさまが、私もまた大好きになった。

「さぁシンシア、こっちに来て？　今日のお茶会の参加者を紹介するわ。と言っても、気心の知れた面々だから硬くならなくて大丈夫」

　シャーリアさまは満面の笑みで私の腕を取ると、グイグイ奥へと引っ張った。

「なんと。シンシアが奪われてしまった」

　うしろから私たちに続くレナードさまが、ポツリとこぼした。

「あらレナード、おあいにくさまね」

　振り返ったシャーリアさまが、高らかに笑う。

　私もシャーリアさまにつられて笑っていた。

　身構えていたのが嘘のよう。心が浮き立つように軽かった。

　シャーリアさまに手を引かれ、お茶会参加者であるワード辺へん境きょう伯はく夫妻とスチュワート伯爵夫妻に挨拶をした。

　どちらもとても感じのよいご夫婦だった。

「あら、シンシアさまはモードン侯爵家のご令嬢でしたのね。モードン侯爵領は自然豊かでいいところですね」

　スチュワート伯爵夫人は、そう言って穏やかに微笑んだ。

「はい。田舎ですがその分、自然がいっぱいで豊かです」

　現在のモードン侯爵家の悪評を知らないはずがない。なのに、どちらのご夫婦もそこには触れず、優しくって楽しい話題に終始する。

「ちょっとちょっと！　田舎具合で言いましたら、我がワード辺境伯領の右に出る場所はありませんわ。この間なんてね、ガサガサと庭先から音がしたものだから、夫かと思って声をかけましたの。そうしたら、なんと夫じゃなくって野生の猿！　もう驚いてしまって、腰を抜かして三日ほど寝込む羽目になってこりました。嫁いで早六年、さすがに田舎暮らしも慣れたと思っていましたが、まだまだでしたわ」

「なるほど～。それは結構な田舎ですね……あ！　ワード辺境伯領には、イグアナなんかも出るんでしょうか？」

「はははははっ！　シンシア嬢、イグアナは水辺を好むだろう？　ワード辺境伯領はあいにく海も川も遠い。だから残念ながらイグアナはいないね」

　ワード辺境伯の言葉に、私は内心首をかしげていた。

　だってうちの領も、海にも川にも結構な距離がある……、そっか！　あのイグアナは、ずいぶんと健脚だったんだ！

　そう結論づければ、かつて出会ったイグアナが無事に水辺まで帰り着けたか、ちょっと心配になった。

　お茶会はおおいに盛り上がりを見せ、方々から湧き起こる笑い声は終始、途切れることがない。

　そうして気がつけば、いつの間にか女性たちの会話の輪ができていた。

　男性たちも男性たちで盛り上がっている。

「シンシア？　さっきからちっとも食べてないじゃない。もしかしてお菓子は嫌い？」

　シャーリアさまに水を向けられて初めて、自分があんなに楽しみにしていたお菓子のひとつも口にしていなかったことに気づく。

「いえ、お菓子は大好きです。だけど皆さまとのお話にすっかり夢中になってしまって。本当言うとこの席に着くまで、かなり緊張していたんです。だけどいざお茶会が始まると、すごく楽しくて幸せで、なんだか胸がいっぱいになってしまいました」

　私の言葉にワード辺境伯夫人とスチュワート伯爵夫人が、顔を見合わせて微笑んだ。

「まぁシンシアさまったら、かわいらしいことをおっしゃる」

「本当に、レナードさまが夢中になってしまうわけですわ」

　レナードさまが最初にあんな物言いをしたことが多分に尾を引いて、皆が皆勘違いをしている。

「私もね、レナードが女性同伴と聞いて、いったいどんな女性を伴ったのかと期待半分心配半分でいましたの。レナードが選んだのがシンシアのような素敵な女性で、私はうれしいわ！」

　だけど皆が楽しく笑い合うこの場所で、わざわざ弁明してみせるのもまた、ふさわしくないような気がした。

「そういえば今度の園遊会、シンシアのお義兄さまのモードン侯爵も招待客のリストに入っていたわ。私は十二歳になって、今年が初めての参加でしょう？　招待客の方々と気の利いた会話がちゃんとできるかって、今から少し緊張しているの。お義兄さまはどんな方？　どんな話題で話しかけたらいいかしら？」

「義兄は……、いえ、申し訳ありません。あまり義兄の趣味嗜好ですとか、そういうことはわからなくて」

　なんとも歯切れの悪い言い方になってしまった。

「あら？　そうですの」

　けれどシャーリアさまはあまり気にしたふうもなく、それ以上追及してくることもなかった。

「あの、ところでシャーリアさまはずいぶんとレナードさまと親しいんですね？」

　私は曖昧に微笑んで、話題を変えた。なにより、二十四歳のレナードさまと十二歳のシャーリアさまの親交に、率直に興味もあった。

「え？　うーん、まぁちょっとね」

　するとこれには、なぜかシャーリアさまがお茶を濁す。

　なんだろう？　おそらく事情を知るのだろう、ワード辺境伯夫人とスチュワート伯爵夫人が、ニコニコと顔を見合わせていた。

「兄上の名代で出席した昼餐で、飽きてしまって手がつけられなくなった王女殿下の世話係として、俺に白羽の矢が立ったんだ。俺はシンシアの相手で、おてんば娘の扱い方は心得ていたからな」

　答えはなぜか、背後から返った。

　もちろん声の主は、レナードさまその人だ。

「ちょっとレナード!?　その言い方って、私がおてんばだとでも言いたいの!?」

　まず、不服を申し立てたのはシャーリアさま。

「いえ、シャーリアさま。今の発言で、おてんば娘と貶おとしめられているのは私です！」

　だけど今のレナードさまの発言は、十中八九私に向けられたものに間違いない。

「え？　そうかしら？　手がつけられなくなったって言われた私だって、相当に貶められている気がするわよ」

　シャーリアさまが首をかしげて言い募る。

　……なるほど。言われてみればそんな気もした。

　私とシャーリアさまは顔を見合わせて、うーんとうなる。

「……ふたりのことを貶める気はさらさらありませんが、おてんば娘というのはふたりともに共通して言えますね」

　なんてことだ！

　レナードさまのひと言で、お茶会の場に笑いの渦が巻き起こった。

「もういいわ。おてんば娘とこき下ろしたこと、後悔させてやるんだから」

「シャーリアさま？」

　シャーリアさまは、スックと円卓から席を立つと、背中を向けてズンズンと続き間のほうに歩いていった。

　突然のシャーリアさまの行動に、全員がなんだなんだと、後を追う。

　そうすれば、グランドピアノの前に腰を下ろしたシャーリアさまが、流れるように鍵盤を叩きだす。

　応接間が、ほとばしる音のシャワーで満たされる。

　シャーリアさまの流れるようなピアノの音色に皆がうっとりと聞き入って、感嘆のため息をこぼす。それくらい、シャーリアさまのピアノの腕は卓越していた。

　一曲目の演奏が終わると、全員が盛大な拍手を送る。

「どうレナード、おてんば娘もなかなか見上げたものでしょう？」

「そこはもう、疑う余地もありません。シャーリアさま、ピアノを前にしたあなたはまるでミューズのようだ」

　レナードさまの賛辞に微笑むシャーリアさまは、女神さまみたいに綺麗だった。

「じゃあ、次は円舞曲を弾くわ」

　シャーリアさまは宣言すると同時、軽快なメロディを刻みだす。

　すると円舞曲のメロディに合わせ、ワード辺境伯夫妻とスチュワート伯爵夫妻が手を取り合って、思い思いに踊りだす。

　くるくる、ひらひら、ドレスの裾を翻してふた組の夫婦が舞う。すると私の正面に回り込んだレナードさまが、私に向かって腰を折り、そっと右手を差し出した。

「シンシア」

　気づけばいつも見上げる高さのレナードさまの目線が、同じ高さにあった。

　間近に見るレナードさまの端正な美貌に、息をのんだ。

　けれどすぐにハッとした。レナードさまが手を差し出すその意図に、キュウっと胸がしめつけられた。

「いえ、レナードさま。私、踊れません」

　私は眉を下げ、ゆるゆると首を横に振る。

　お父さまが病に伏したことで、私の淑女教育はなぁなぁに流れてしまった。

　淑女教育というのは日々を過ごすのに必須ではない。なにより基本的な学習は済んでいたから、これまではそれを残念に思ったことなど一度もなかった。

　けれど今、この場にあってレナードさまの手を取ることができない自分が惨めだった。やるせなさに唇を噛みしめてうつむいた。

「シンシア、俺に任せていれば大丈夫だ」

　レナードさまはそう言うと、クイッと私の手を取って引き寄せた。密着した体勢で腰を抱き寄せられれば、そのあまりの近さにドキドキした。

「そのまま、俺に身を預けて」

　耳もとでささやかれれば、全身に熱が巡る。私は熱に酔わされたみたいになって、半ばもたれるようにレナードさまに身を預けた。

　だけど私が体重を預けても、レナードさまはわずかにだって揺らがない。

「シンシア、とても上手だ」

　レナードさまの言葉に嘘はなかった。レナードさまの巧みなリードが、私を舞わせる。私は半分浮き上がっているような状態で、レナードさまにくるりくるりと踊らされていた。

　気持ちよかった。レナードさまの手は、まるで魔法のよう。触れ合ったところから、キラキラの魔法が広がって、私の全身をまばゆく塗り替える。

　レナードさまが私を一時、お姫さまにさせる。

　くるくる、ひらひら、私は回る。ドレスの裾が幸福をはらんで膨らんで、膨らみきった幸福が弾ければ、また翻って広がった。

　けれど魔法もいつかは解ける。

　最後に私をくるりとターンさせ、レナードさまのステップが止まる。レナードさまにピタリと腰を抱き寄せられて、私も足を止めた。




「今日のお茶会はなんて素晴らしかったんでしょう！」

　円舞曲を弾き終えたシャーリアさまが椅子を立ち、興奮気味に私たちを振り返る。

　まさに、その通りだった。こんなにも素晴らしい時間を過ごしたことなんて、これまでなかった。

「シンシア、必ずまた来てちょうだい。だって私、シンシアが大好きだもの！」

　シャーリアさまのピアノの演奏の終わりと共に、くるくる、ひらひらのまばゆい魔法はいったんの終わりをみた。

　だけど魔法はどこまでも、幸福の余韻を残す。

「シャーリアさま、恐れ多いことです。だけど不敬を承知で、私だってシャーリアさまが大好きです！」

「まぁっ！」

　私とシャーリアさまはギュッと抱き合って、再会を約束した。

　レナードさまはうしろから、そんな私たちをとろけるような目で見つめていた。




　夢のような出会い。

　夢のような時間。

　夢のような円舞曲。

　……もしかして、私は本当に夢を見ていたのだろうか？　ともすれば、本気でそんな疑問すら浮かび上がる。

　けれど馬車の車内、並んで座る肩に、わずかに感じる温もりは現実のもの。凛々しい美貌の王子さまは、お茶会で見たきらめきをそのままに隣にいる。

　忍ぶように、そっとレナードさまの横顔を見上げた。

　夢が終わっても、レナードさまの魔法は解けない。私のお姫さまの魔法が解けてしまっても、レナードさまの姿は現実。

　思わず目を細めたのはきっと、差し込む西日のまぶしさのせいじゃない。レナードさま自身が、まばゆいのだ。

　そっと視線を膝に移した。

「シンシア？　ずいぶんと静かだね。踊り疲れてしまったかな？」

　全部全部、レナードさまが与えてくれた。レナードさまが私に見せてくれた、幸福な夢。夢のまばゆいときめきは、私の胸にひとひらの思い出となって居つく。

「そうかもしれません。どうやら夢のような時間に、はしゃぎすぎてしまったみたいです」

「そうか」

　レナードさまはそれだけ言うと、トンっと私の肩を抱き寄せた。自然とレナードさまの肩に頭を預けてもたれかかる形になった。

　トクントクンと鼓動が刻む。

　カタカタと馬車が走る。

　レナードさまの温もりと心地いい馬車の揺れに身を預け、そっとまぶたを閉じた。

　そうすれば、お茶会の鮮やかさがそのままに浮かび上がった。

「……シンシア？　眠ったのか？」

　幸福な夢の中、私はレナードさまとふたり、いつまでも円舞曲を踊っていた。










潜入




「……さてと、今日はここまで」

　私は読みかけの法律書をパタンと閉じると、グッと大きく伸びをした。

　すでに、夢のようなお茶会から三日が経つ。

　けれどまぶたを閉じればいつだって、お茶会の興奮がすぐ目の前に、よみがえってくるかのようだった。

　王子さまのようなレナードさまが、私の手を取って踊りだす。

　夢のようなお茶会にあっても、いっとう素敵なのはレナードさま。

「レナードさまがいちばん、輝いていた……ハッ！　いけないいけない。早く行かないと、さすがに日が暮れちゃう」

　物思いから現実に舞い戻った私は、慌てて日中いっぱいおこもりした書斎を後にした。書斎で書物に埋もれて過ごす傍ら、私は引き続きお手伝いや、すでに染みついて趣味となった節約にも励んでいる。

　今日はこの後、その趣味の一端で買い物に出る予定だったのだ。




　当然、私は屋敷から商店まで歩くつもりでいた。だけど外出を聞きつけたジョアンが、私のために馬車を出してくれた。

　だから重さを気にせず、いっぱい買えた。

「へっほ、へっほ」

　両手にどっさり荷物を抱えて馬車に戻れば、慌てて御者台のジョアンが下りてきて、荷物を持ってくれた。

「シンシアさま、おかえりなさいませ。これはまた、ずいぶんと買い込んでまいりましたな」

「ジョアン、お待たせ。部屋のテラスで自家栽培を始めようと思って、ついつい買い込んじゃった」

「なんとまぁ、年頃のお嬢さまには珍しい買い物でございますな。まぁ、シンシアさまらしいですがね」

　買った野菜の苗や肥料、プランターを車内に入れ込みながら、ジョアンは苦笑していた。

「ありがとう」

　御者台に戻るジョアンにお礼を言って、私も座席に腰掛けて、ほっとひと息ついた。

「シンシアさま、出発してよろしいですか？」

　御者台から振り向いてジョアンが問う。

「はーい、大丈夫です」

　それにしたって、やっぱり王都は物が高い。エレンの店ならこれ、半値で買えるな。

　ま、こんな一等地じゃ当然か。それでも自分で育てたほうが安上がりには違いない。

　うまく収穫できたら、クックにおいしく調理してもーらおっと。

　豊作の実りを想像してニマニマと頰を緩め、瀟しょう洒しゃな店が立ち並ぶ通りを、車窓から見下ろした。

　見るともなしに眺めていれば、一軒の店から出たふたり連れの男女が、路地裏のほうに向かって角を曲がった。

「え!?　お姉さま!?」

　私が見間違えるわけがなかった。一瞬だったけれど、あれはたしかにお姉さまだった。

「ジョアンっ！　止めて！」

　走りだす直前の馬車を慌てて飛び降りた。

「ジョアン、先に屋敷に帰ってちょうだい！　お友達、そう、お友達を見かけたの。帰りは送ってもらうからっ！」

　御者台のジョアンにひと声かけ、私はお姉さまのうしろ姿を追って路地裏に走った。

「な!?　シンシアさま、お待ちくださいっ！」

　背中にジョアンの焦った声を聞きながら、けれどお姉さまを見失うわけにはいかないと、振りきって走った。

　お姉さまは以前から、友人を訪ねると言っては数日間屋敷を空けていた。

　一度お姉さまに、その友人について尋ねたことがある。お姉さまは微笑んで『秘密』と、それ以上をけっして告げようとはしなかった。もしかすると、その友人というのは王都にいて、お姉さまは毎回王都に行っていたのだろうか。

　でも、友人って女の人じゃないの？　だって、一緒にいた男性はルドモンドじゃなかった。既婚者のお姉さまが夫以外の男性と安易に出歩くのは外聞が悪い。

　あ！　いたっ！　間違いない、やっぱりお姉さまだ！

　裏路地に入ってすぐ、さっきのふたり連れのうしろ姿を見つけた。

　あれ？　ここってもしかして……。

　ここは以前、レナードさまとの散歩の際に、ひとり歩きをたしなめられた場所だった。そして、お姉さまに似た貴婦人を見かけた場所でもある。

　あの時、貴婦人はボンネットをかぶっていて、顔は見えなかった。だけど今なら、あの時見かけたのは、やはりお姉さまで間違いないと思えた。

　お姉さま、どうしてこんなところにいるの？

　私はそのまま一定の距離を取り、お姉さまの後をつけた。お姉さまは親し気に連れの男性に腕を絡め、時にしな垂れかかって甘やかに微笑み合っていた。

　胸に暗たんとした思いが立ち込める。

　そのままふたりは一軒の建物に吸い込まれていった。

「……ここ、なに？」

　ふたりが消えた建物の重厚な扉にはなんの案内もない。建物側方に回り込み、窓を見上げたが、固く閉ざされており中の様子をうかがうことはできなかった。

　私はしばらく建物の陰に身を隠し、何組かの男女が重厚な扉の中に消えていくのを見守った。ほとんどが男女連れ、ひとり客はほんの数人だけだった。

　誰かが重い扉をくぐるたび、私は薄く開く隙間から中を注視した。そうすれば、扉のすぐ内側に強こわ面もての案内人が立っていて、訪問客を名簿と照らし合わせているのがわかった。

　……一いち見げんは入れない、会員制のサロンかなにか？

　だけどサロンって、こんなふうに重く湿っぽい空気が漂うものなのだろうか？

　私は一度もサロンに行ったことがない。だから判断基準を持たないのだが、これが普通とは思えなかった。

　お姉さまは、大丈夫なんだろうか？

　その時、ひとりの男性が建物に向かうのが見えた。

　男性は顔にかかる長髪に、豊かなひげをたくわえており、その人相もよくわからない。怪しげな風貌は、普段であればこちらから声をかけるのをためらっていただろう。

　しかし今、私に迷っている暇はなかった。

「サーごきげんよう！　あ、あの！　もしおひとりなら、私を同伴で連れていってはいただけませんか？」

　特別、考えての行動じゃなかった。けれど気づいたときには体が勝手に動いていた。

　駆け寄って、男性の腕を取っていた。取ってから、我ながらなんて思いきった行動だろうとわななく。

　だけど私はなんとしてもお姉さまのいるこの建物の中に入りたくて、行動せずにはいられなかった。

　男性は突然現れた私を見下ろし、固まっていた。長髪が目もとに影を落とし、やはり男性の表情はうかがえない。

「……これはこれは。とんだかわいらしいお誘いもあったものだね」

　緊張に、ゴクリとひとつ唾をのみ込んだ。

「誘いに、乗ってくださる？」

　男性を見上げながら、……ふと既視感を覚えた。あれ？

「レディ、いい子だから帰りなさい。ここは君のような子が来る場所じゃない」

　長身の男性がクイッと私の腰を引き寄せて、耳もとでささやいた。

　密着した体勢と、耳たぶをかすめる吐息に、胸が跳ねる。

　だけど男性のささやきは、色めいたもののいっさいを排除した真剣な声だった。

「いいえ、私も譲れない理由があるんです。だからもしあなたが駄目ならば、次にひとりで来た男性にまた同伴をお願いします」

　だけど私も、遊び半分で中に入りたいわけじゃない。

　男性のほとんど隠れて見えない目を、それでも逸らさずに見つめて告げた。

「……まったく、そんなふうに脅しをかけられてしまっては放っておけないじゃないか。君はとんだ向こう見ずの頑固者だ」

　……別段、脅しをかけたつもりはなかった。

　男性は大きなため息をつくと、しばらく逡巡していた。

「……仕方ない。いいか、絶対に俺のそばを離れるな？　それから俺のことはレオと呼べ、敬称はいらない。……君は？」

「あ、ありがとうございます！　私は、……ルーナです！」

　咄嗟に、本名を回避した。いや、シンシアの語源の月の女神をそのまま別名にしただけだけれど、そのまま本名を名乗るよりは幾分マシに違いない。

　名前を告げれば、なぜかレオが薄く口角を上げて微笑んだ。けれどレオはすぐに笑みを引っ込めると、耳もとでさらに声を潜めた。

「ルーナ、なにを見ても驚いたそぶりをするな。ましてや、進行を止めさせようなど、もってのほかだ。これだけは絶対に守ってくれ。わかったか？」

「……はい！」

　レオという協力者を得て、私はついに内部への潜入に成功した。レオに腰を抱かれて扉を潜れば、すぐに案内人の男が寄ってきた。

「いらっしゃいませ、……おぉレオか」

　どうやら案内人の男とレオはよく知った仲らしい。

「女連れとは珍しいな、……ん？　初めて見かける顔だな？　って、えらく若いんじゃねぇか!?」

　私にズイッと顔を寄せる案内人の男を、レオが押しやる。

「あん？」

「俺のコレだ。手を出してくれるなよ」

　正面の案内人の男が、驚愕に目を見開く。

　低く告げたレオは、さらに見せつけようとでもするみたいに、私の腰に手を回してグッと抱き寄せた。ピタリとふたりの体が密着する。

　……い、居たたまれない。

　私は顔から火を吹きそうなのを抑え、表面上は必死で澄まし顔をつくってみせる。

「はははははっ！　なるほどレオは青い果実が好みか。どうりで上のご婦人らに食指が動かねぇわけだ」

　案内人の男は下卑た笑みを浮かべながらも納得したようで、目もとを覆うマスクを二枚、渡して寄こした。

「滅多なことを言うと、ご婦人らに睨まれるぞ。それにこの娘はこう見えてなかなか楽しませてくれる」

　羞恥で、全身に熱が巡る。

「はっ、そりゃ結構なこって。だけど俺はちっと、好みじゃねぇな」

　最後は聞こえるか聞こえないかの声でつぶやいた。

　しかし男の目線は私の赤髪に注がれており、その言葉はなんの隠し立てにもなっていない。……そうですか、赤毛はお気に召しませんか。でもこっちだって、アンタみたいな失礼な男はお断りだ。

「お前にルーナの魅力などわかってたまるか。行くぞ、ルーナ」

　レオは男に言い残し、慣れた様子で中央の階段を二階に上っていく。途中で、レオはマスクをつけた。

「ルーナもだ」

　自分のマスクをつけ終えると、レオは私にもマスクをつける。ほんの一瞬、レオの手が耳をかすった。

「似合っている」

「……ありがとう」

　高鳴る鼓動をひた隠し、私はなに食わぬ顔をしてレオの腕を取った。

　レオが触れた耳たぶが燃えるように熱い。だけど熱いのは、きっと耳たぶだけじゃない。頰もまた、隠し立てできないくらい、熱を帯びていた。

　……マスクがあってよかった。マスクが隠すのは顔の造作だけじゃない、紅潮した頰もまた、レオの目から隠してくれる。

　横のレオを見上げた。

　もともとのひげと長髪もあり、マスクがなくともレオの顔形はよくわからない。

　けれどなんとなく、予感がした。ひげと長髪に隠された素顔は、とても美しいのではないかと。

「おいルーナ、そうも熱のこもった瞳で見つめられると、正直照れる」

「す、すみません！」

　指摘され、弾かれたように視線をはずし、不躾に見つめた非礼を素直に詫びる。

「君の熱い瞳に、勘違いしてしまいそうになる。君の瞳が、俺だけを映してくれたらいいのにと、願わずにはいられない」

　けれど続く言葉にギョッとして、再びレオを仰ぎ見る。

　……こりゃ、レオの素顔は美しいだけじゃない。とんでもない遊び人に間違いない。

「レオ、そんな台詞を方々で言っていると、そのうちに勘違いした女性から痛い目を見せられますよ？」

「はははっ。俺は普段、こんな台詞をのべつ幕なしにかけているわけじゃない。そもそも俺が本気で口説き落としたいと思うのは、ただひとりだ」

　レオは、私の台詞を笑い飛ばすと、意味ありげに私の頰をサラリとなでる。

　ドキンと鼓動が跳ねた。

　レオはすぐに手を引っ込めてしまったし、それ以上言い募ることもしなかった。

　だけど私の鼓動は、ずっと速いままだった。そもそもここで繰り広げられる軽口のどこまでが嘘で、どこまでが本気かだってわからない。

　けれどなぜか私は、レオにただひとり口説き落としたいと言わせた女性が、少しうらやましいと思った。

　レオには不思議な魅力がある。初対面の私が仕掛けた無謀をたしなめてみせる理性と、引かない私を伴う豪胆さを併せ持つ。一見では対極にありそうなどちらの側面も、レオという人にはストンとなじむ。

　それにレオの選ぶ言葉の裏には、どこか優しさが見え隠れするような気すらする。

　レオの不思議な魅力は、私の心を揺さぶった。

　……あれ？　そういえば、のべつ幕なしにかけているわけじゃないと言ったその台詞を、私にかけたのはどうして？

「ルーナ、フロアに入るぞ」

　脳裏によぎった疑問は、レオに低く注意を促されたことで霧散した。

「はい」

　一歩踏み入れば、二階のフロアは淫いん靡びで気怠い空気で満ちていた。この段になると、ここが健全な場所ではないのだと、薄々気づいていた。

　二階は一階の吹き抜けを臨むように、ワンフロアぶち抜きの広い空間になっていた。

　床のラグやソファに半裸に近い格好で、思い思いに絡み合う男女。そうかと思えば壁に寄りかかり、恍惚とした表情でパイプをくゆらせる男。その男に、甘くねだってみせる女。

　体が凍りついたみたいに、固まった。あ、アヘン……？

　ひと目でピンときた。……ここは、違法サロン？

　心臓が一気に早鐘を打って、全身から汗が噴き出し、目はアヘンパイプに釘づけになっていた。

「俺という者がありながらよそ見とはいただけないな。極上の陶酔感は俺が見せてやる。だから俺にしておけよ、なぁルーナ？」

　レオのささやきにハッとして、慌ててアヘンパイプから視線をはずした。

　私の馬鹿！　最初にレオから言い含められていたのに！

　さりげなさを装って見れば、周囲の視線が私に集まっているのを感じた。

　しっかりしないと……。仮面があるとはいえ、場にそぐわない子供っぽい所作は、ここではえらく浮く。

「レオったら……。けれど、快感に物言えなくなるのは果たして本当に私かしら？」

　私はわざと猫なで声でレオに体を擦り寄せた。

　なんとかそれっぽいことをひねり出し、言ってはみせた。しかし内心ではとっくに許容量を越えており、レオの反応を気にする余裕は欠片もなかった。その後は、慎重に状況を見極めて、言動を選んだ。

　ここに来て一時間ほど経てば、サロンの参加者が出そろったようだ。吹き抜けから見下ろす扉には内鍵がかけられて、この建物自体が表から閉ざされた。案内人の男も、二階に上がってきた。

　参加者は総勢で三十人ほどだ。皆が思い思いに楽しんでいた。

　お姉さまの姿はフロアの端にあった。連れの男性とグラスを傾けているのが見えた。私はお姉さまが違法な薬物に興じていないことに、少しホッとしていた。

「おめぇさんかわいい赤毛のレディを連れているじゃねぇか？」

　レオに、ひとりの老爺が話しかけてきた。

「……貴殿、おもしろいものを使っているな」

　老爺の座る卓の上には、茶色の薬瓶が転がっていた。

　空の薬瓶の周囲には、ザラついた結晶のようなものが見てとれた。

「はっ、お前は目ざといな。こいつぁ生アヘンから抽出したモルヒネってんだぜ」

　え？　一瞬、聞き間違えかと思った。

「こいつぁまだ闇でもなかなか手に入らねえ。だがこいつはすげぇ。半ば朽ちかけた俺の体中の痛みだって、立ちどころに忘れさせてくれる」

　だけど、続く老爺の言葉で確信した。間違いない……！

　私は、あれが欲しかった。あれが、喉から手が出るほど欲しかった！

　お父さまの往診をお願いしていた医師が、都で痛みを消し去る魔法の薬が完成したらしいと、そう言っていた。けれど、一般に流通するにはまだ時間がかかるだろうと、痛みに悶え苦しむ父を見ながら医師はため息をこぼしたのだった。

　あの時私はなんとか入手できないかと医師に泣きついた。けれどいまだ市場には出回らず、もし闇ルートで見つけたとしても、とても買える値段ではないと医師は首を横に振った。

　痛みを消し去る魔法の薬、その薬の名は〝モルヒネ〟だ。

「それだけのモルヒネをよくもまぁかき集めたものだ」

「はっ、棺桶まで一緒に金を持っていってもつまらねぇからな」

　お父さまに使わせてあげたいと切望したそれが今、男性の横にあった。未開栓のそれが、大量に積み上げられていた。

「へへっ、兄さんよ。そんな用途の限られた高いばっかりの新薬は、棺桶に片足突っ込んでから世話になりゃあいい。こっちのがよほどにいい思いができる」

　アヘンパイプをふかした別の男が笑いながら、割って入った。

「はっ、健康なお前にゃ、そうだろうよ。だがな、棺桶に片足突っ込んだと馬鹿にするもんじゃねぇ。おい、女ぁ連れてこいや。金髪の女だぞ！」

　老爺は控える案内人の男に向かって声を張った。

　案内人の男は一度奥に引っ込むと、すぐに女性を伴って戻った。

　乱暴に腕を引かれ、老爺の前に投げ出された女性は、全裸に紗しゃ布ぎぬをかけただけの姿で、感情の欠落した色のない瞳をしていた。

「はっ、また同じ女かよ。たまには締まりのいい新しいのを入れろってんだ」

　女性の顔を一瞥すると、老爺は不満げな声を上げた。女性は口を閉ざし、無表情に立ち尽くしていた。

「ご無理をおっしゃらないでくださいよ。昨今は規制も厳しくなって、譲渡にいちいち身元の確認が必要になっちまった。だから全部裏ルートを使ってる。性奴調達もなかなか難儀なんですぜい」

　……違法な、人身売買。

「そんなんこっちは知ったことかよ」

　人を人とも思わない男たちのやり取りに、ヒュッと喉の奥が鳴った。息が詰まり、目頭にジンとした熱がたまる。

　うつむいて、それと気づかれぬよう、滲む涙をそっと拭う。浅く、速い呼吸を繰り返していた。

「じきにショーの開始になりますが、見ずに三階の客間を使いますかい？」

　酒やアヘンだけじゃない、このサロンにはありとあらゆる欲望を満たそうと、有閑貴族らが集う。

「いいや、折角だ。上へはショーを見てからだ。おい女、こっちへ来い」

　ここは欲望の吹きだまり。

　嗚咽をぐっとのみ込んだ。私が小刻みに震えるこぶしを固く握りしめたとき、腰を抱くレオの手に力がこもったのを感じた。

　薄暗がりのサロンに突如、光が灯る。

　突然の明るさに、なぜか募ったのは不安。

「レディースエーンド、ジェントルメン！」

　軽快なメロディと共に、フロアの一角に即席の舞台が運び込まれた。

「サロン一番の目玉、とくに今日のショーは必見でございます！」

　煌々とランプに照らし出され、仰々しい格好の進行役が舞台袖で雄弁を振るう。

　ショー……？　……な、なに？

　進行役のうしろ、まだ薄暗い舞台中央に目を凝らす。

　人がいる！

　舞台中央には青年がしゃがんでいた。青年の首には首輪が取りつけられており、舞台を支える円柱に鎖でつながれていた。

　円柱の脇には、見たことのない器具や薬品が置かれている。

「ほう、今宵はまたずいぶんと持ち上げてみせるな」

「どうせまた蝋ろう燭そくや鞭でいたぶるのだろう？」

　方々から上がる、下卑たざわめき。これから始まるのが手品や音楽を楽しむような、ただのショーでないことは、瞭然だった。

　そうすれば必然的に、奥に積まれた怪しげな器具の用途にも思い至る。

　想像も及ばない、おぞましい現実を前に震えた。

「さるご婦人より、通り一遍のショーにはもう飽きたとの要望を受け、今回は新たな趣向を用意いたしました」

『さるご婦人』の一節で、進行役がお姉さまに意味ありげな視線を送る。

　進行役の視線を追い、人々の目がお姉さまに集まっていた。

　仮面でその表情はわからない。けれど仮面の裏で、お姉さまは微笑んでいるような気がした。

「いやいや、本当にマダムはお好きでらっしゃる」

「わしなどは、いつものショーとておぞましさに鳥肌が立つというに」

　サロンの常連だろう人々から、お姉さまに冷やかしめいた声が飛ぶ。

「まぁ、ふふふ。どの口がおっしゃるのでしょう？　皆さまが加減を誤り何人の性奴を闇に葬ったか、私は存じておりましてよ」

　それはたしかに、お姉さまの声。

「ふ、ふむっ」

「いやはやマダムにはかなわぬわ」

　けれど語られた内容は、およそお姉さまとは思いたくないものだった。

「では、今日の趣向はこちらっ！」

　舞台が明るく照らされる。中央に浮かび上がる青年。

　青年は今宵の生いけ贄にえ。青年も先の性奴の女性と似た、感情を映さない目をしていた。

　青年の対角に置かれた箱が照らし出される。……いや、あれは檻？　檻の中には、うごめくなにかがいた。

「あれはなんだ？」

「なにがいる？」

　会場のざわめき、熱気に反して、私は手足から熱が引いていくのがわかった。

　進行役が何事か語っているが、すべての音が遠い。心臓が、早鐘のように打ちつけていた。手足の感覚は、なくなっていた。

　進行役が檻の扉を引き開ける。

　ヒュッと喉の奥が詰まる。自分の目にする現実を、信じたくなかった。

　檻の中から姿を現したのは大蛇。大蛇の全長は、青年の背丈を優に越える。大蛇の胴体は青年の胴回りほどもあった。

　大蛇は牙をむき、会場に集う観衆を威い嚇かくした。

　必死に悲鳴をのみ込んだ。場内からは、いつくか悲鳴が上がった。けれど次の瞬間、会場から湧き上がったのは歓声だった。

　色のなかった青年の目は死に面し、一滴涙をこぼした。青年の涙が、玉になって落ちた。

　私は耐えきれずに、視界を閉ざした。

　ぐらぐらと揺れる体を立たせているだけでやっとだった。知ることが恐ろしかった。

　まぶたを固く閉じ、唇を噛みしめた。目を塞いでも、観衆の声が、実況を伝えた。

「ワァァアアアアーッッ！」

　ひと際の歓声が轟く。

　見たくないと思うのに、皆の声に反射して薄くまぶたが開く。牙むく大蛇が青年に向かって跳ねる。

　噛まれるっ！

　方々で息をのむ気配がした。

　すでに存在をあきらめたはずの神の慈悲を、この時ばかりは祈らずにいられなかった。悲鳴を噛み殺し、隣りのレオにすがった。レオが深く私を腕に抱いた。

　レオがいてくれてよかった。私を抱き留めるレオの腕の感触と温もりが、私を正気のままでとどめ置く。

　わずかにでも気を緩めれば、口から悲鳴がほとばしりそうだった。人の命を見せ物にするおぞましさに、体の芯から湧き上がる震えがやまない。

　だけどレオが、守るように、痛みと重みを分け合おうとでもするかのように、きつく私を抱きしめる。

　会場には静寂が満ちた。

「し、死んだのか？」

　次いで訪れる、ざわめき。

　大蛇は青年の足に深く牙を突き立てて離さない。青年は、舞台上に卒倒していた。

　恐怖や憤怒、自責の念が私を内から焼いていく。まるで無力な私を焼き尽くそうとするかのように、燃え上がる炎は激しい。

「いや、即死はあり得ぬだろう？　……！　見てみよ、あの者漏らしておる！」

　大蛇に噛みつかれた青年は失禁して、舞台を濡らしていた。その光景に、方々から嘲笑と野次が飛ぶ。

「ふふっ、ふふふふふっ！　管理人、今日のステージは悪くなかったわ！」

　お姉さまが、手を叩く。それを皮切りに、会場は拍手喝采に包まれた。

　……倒錯している。

　ここは、まともじゃない。けれど、まともじゃないこの場にあってすら、高らかに笑い声を上げるお姉さまはひと際異様だった。

　お姉さまの狂気に、震えた。

　あらゆる感情の渦が巻き起こり、のみ込まれていく。私を抱き寄せるレオの上着を、固く握りしめた。

　――ガッシャーンッ！

　ショーの興奮が冷めやらぬ中、会場内に突如大音量が鳴り響く。同時に、フロアは真っ暗に暗転した。視界を奪われた暗闇の中、複数人の足音が響き渡る。

　な、なに？　ショーの演出？　いったいなにが起こっているの？

　最初は演出かもしれないと思った。けれど一向に変わらぬ状況と物々しい気配に、会場内にも動揺が広がる。

　怯おびえる私の肩を、レオはずっと抱きしめてくれていた。

　――パッ。パッ、パッ。

　会場内に明かりが灯ったとき、フロアは隊服に身を包む隊員たちによって、制圧されていた。

「全員その場にとどまれ！　動くな！　ここは治安維持隊が制圧している。おとなしく我々の指示に従うように」

　治安維持隊？　これは違法サロンの、摘発……！

　案内人の男や、ショーの進行役だった男たちがうしろ手に拘束され、連行されていく。ほかにもサロンの関係者と思われる幾人かが隊員の指示で、舞台脇に集められていく。

　状況は目まぐるしく変化し、その展開の速さに頭が追いつかない。隣りのレオを見上げた、つもりだった。

　……レオ？　けれどレオは、いつの間にかいなくなっていた。

　隣りのレオの温度がなくなっていることに、今の今までまるで気づいていなかった。

　軋む首を巡らせてフロアを見回せば、レオはすぐに見つかった。レオは、二階の窓から乗り出した男を引きずり戻していた。

　……レオ。

　すぐに数人の隊員がレオの援護に回り、逃走をもくろんだ男も無事に拘束された。

　ほかの逃げようとした幾人かも、全員が隊員に取り押さえられていた。顧客は端から一列に並べられ、隊員が誘導してゆく。私も誘導に従って、列のうしろについた。

　列の流れに沿って進む。その時、たまたま人と人の合間から、舞台上が見えた。

　……え!?　目に飛び込んだ光景が、信じられなかった。

　青年がいまだ、舞台上で横たわったままでいた。

「どうして!?　どうして一番に救助をしないの!?」

　私は弾かれたように青年に向かって駆け出した。ショーのラスト、大蛇の牙はたしかに青年の足に突き刺さった。

　青年は無事なのだろうか!?

「娘、どこに行く？　動くな！」

　ところが青年まであと一歩というところ、隊員に腕を取られた。

「血清を！　彼に早く血清を打たないとっ！」

　大声で叫んで訴えるけれど、周りは急ぐそぶりはおろか、青年に向かおうとする様子すらない。

　大蛇はすでに、檻に戻されている。

　けれど青年はステージ上、噛まれた足から血を流して倒れたまま。時折、青年の胸が上下する。青年はまだ、息があった。

「彼、生きている！　早く、早くしないと！」

「大丈夫だ。すぐに衛生班が処置をする」

「すぐって、早くしなきゃ死んじゃうでしょう!?」

　悠長に告げる隊員の腕を解こうと、私は必死にもがいた。

「お、落ち着きなさい」

　隊員は暴れる私に対し、ますます拘束する腕を強くした。

「おい、その娘は放していい。事情があって、俺が伴っていた娘だ」

　私を拘束する隊員に、うしろからレオが声を上げた。

「レ、レナードさま！」

　隊員はレオの指示に従い、私の腕を放した。

　……今、レナードさまって？

　理解が追いつかない。けれど心臓の動きが速くなり、手足は小さく震えだす。

「それからシンシア、その者は命に別状はない。大蛇は牙を残したまま、毒腺だけ除去してある。傷の処置は今、待機中の衛生隊員が向かっている」

　よ、よかった！

　青年が無事だという一点は、ストンと消化した。一気に肩の力が抜けた。

　けれど、シンシアと呼ばれたのはどうして？

　私はレオに、ルーナとしか名乗っていない。

　なのに今、私はシンシアと呼びかけられた……。

　鼓動は胸を突き破りそうなほど、ますます強く速く刻んでいた。

　レオは取り押さえた顧客を別の隊員に引き渡しながら、ひと言ふた言交わしていた。

　そうこうしているうちに、舞台袖には衛生隊員が到着し、手際よく青年の応急処置に取りかかる。

　それを見届けた私は、一気に全身から力が抜けてしまった。

　その場でくずおれそうになったところを、駆け寄ったレオが支えた。

「シンシア、大丈夫か!?」

「……」

　呆然としたまま、答えられずにいる私を、レオがすくうようにして抱き上げる。レオは深く私を抱き込むと、まるで重さを感じさせない足取りで、サロンを後にした。

　……私は拾われた猫のように、レオに運ばれた。




　レオが私を連れて向かったのは、サロンからほど近い一軒の邸宅だった。

「俺だ、レナードだ」

　レオは、私を抱き上げるのと反対の手で、ノッカーを叩きながら声を上げた。

　この段になると、レオの変装はもう、用を成していない。どうしてレナードさまと気づけなかったのか、不思議ですらあった。

　今、目の前にいるレオはどこからどう見ても、レナードさまその人だった。邸宅の扉は、すぐに中から開かれた。

「レナード、早かったな！　首尾はどうだ？」

　扉を開いた人物は、レナードさまと瓜ふたつだった。レナードさまよりもわずかに厚みのある体躯をして、勲章のたくさんついた軍服に身を包んでいた。

　見れば、軍服の襟飾りは銀糸の刺繍だ。――間違いない。

　銀の軍服に身を包むその人は軍のナンバーツーの司令長官で、かつ、レナードさまの次兄、グリードさまだ。

「無事に制圧した。誰ひとり逃がさず、な」

「はははっ！　やはりレナードに潜入調査をさせたのは大正解だった。ところで、そのお嬢ちゃんはなんだ？」

　私を覗き込む瞳は、レナードさまによく似た水色をしていた。

「……まぁ、一部予想外の事態もあったということだ」

「ん？　おい、レナード？」

　レナードさまは歩みを止めず、真っすぐに居間に向かう。そうして大きなソファに、私をそっと下ろした。

「シンシア……」

　レナードさまはいたわるように、慰めるように、私の赤毛をサラサラとなでた。

「……レナードさま」

　口にした声は、まるで私の声じゃないみたいにかすれていた。

「って、レナード！　シンシアってアレか!?　お前の許嫁の、あの、あることないこと言いふらして、我が侯爵家に大打撃を与えてくれたあのユリアーナの妹か!?」

　突きつけられた厳しい現実が、私の胸をえぐる。

　私の正体に思い至ったグリードさまが、ものすごい勢いで私とレナードさまの間に割って入った。

「兄さん、悪いけどはずしてくれ。俺は兄さんの頼まれごとをこれ以上ないほど完璧にこなしてやったんだから、文句はないだろう？」

　だけどレナードさまはグリードさまの問いかけには答えず、氷点下の声音で告げた。

「お、おお！　あたり前だ！　もちろん報告は、お前たちの話が一段落ついた後でかまわねぇ。騒がせてすまなかったな」

　グリードさまは私とレナードさまを残し、逃げるように居間を出ていった。

　レナードさまはグリードさまが扉から出たのを確認すると、私のすぐ隣に腰を下ろした。

「シンシア、もうわかっていると思うが……」

　そう言いながら、レナードさまが自身の頭髪に手をかける。

　そうすれば、長髪がズルリと抜ける。……いいや、そんなわけない。ズルリと取り払われたのは、かつらだ。そうしてレナードさまは、豊かな顎ひげにも手をかけた。顎ひげも、あっという間に取り払われた。

「……レナードさま、ですね」

　現れたのは、よく見知ったレナードさまの姿だった。

　レナードさまは、まるで痛ましいものでも見るように顔をゆがませていた。

「まさか摘発を控えたあの状況で、シンシアに同伴を頼まれるとは、思ってもいなかった。なんとか摘発を見送りにできないかと本気で考えた」

　そんなのは、絶対にあってはならないことだ。私は何度も首を横に振った。

「とはいえ、今日という日のために積み上げてきた軍の労をつぶすわけにはどうしてもいかなかった。……そのせいでシンシアには、つらい思いをさせた」

　私はなおも、首を横に振った。

「レナードさまはなにひとつ、悪くありません。むしろ、私のせいで一斉摘発が失敗に終わったなら、謝っても謝りきれませんでした」

　考えればすぐに、あの場においてレナードさまがいかに重要な責務を負っていたかがわかる。

　潜入調査は面が割れていてはできない。そうなると、軍所属の者に潜入は難しい。

　だけどレナードさまならば腕が立ち、かつ、お兄さまが軍幹部で軍との連携もスムーズにできる。潜入に、これ以上の適任はいないだろう。

「……まったく。君は時々、俺の想像すら及ばない行動力を見せてくれる。跳ねっ返りで、手がつけられない。……だけど俺は、そんな君から目が離せないんだから困ったものだ」

　レナードさまが微かに笑みの形をつくる。それはどこか熱っぽく、私をドキドキと落ち着かない気持ちにさせる笑みだった。その笑みが極限まで近づいたと思ったら、額と額がコツンと触れ合った。

　別段痛みがあったわけじゃない。ただしその衝撃はすさまじく、私は本気で口から心臓が飛び出てしまうかと思った。

　そんな私を見て、レナードさまは苦笑して顔を引いた。

「それからシンシア、ユリアーナのことだが」

　そうしてレナードさまが引き締まった表情を向けた。私も、これから語られる内容に、表情を引きしめた。

「ユリアーナに特別便宜を図ることはできない。わかっていると思うが、ユリアーナは拘留されている」

「はい……」

　当然のことだ。なにより、私自身お姉さまへの便宜など望まない。

「違法サロンの開催は重罪だ。とはいえ、サロンへの出入りだけならば、罪はそう重くない。現行の罪しか裁けんから、この後の所持品の検査で違法薬物などが出なければ、罰金の徴収でもって釈放される。違法な物を所持していたとなると、話は変わってくるが」

「……レナードさま、たぶんお姉さまは持っていない。そんな気がします」

　もちろん、お姉さまを信頼してそう思うんじゃない。お姉さまはきっと、もっと狡猾で周到なんじゃないかと、悲しいけれどそう思った。

　絞り出すように告げた私の肩を、レナードさまが慰めるようにさすった。

「まぁ、そうだろうな」

　レナードさまが、苦くため息をついた。レナードさまはきっと、私の言外の思いまであまさずくみ取っている。

　私はなんだか居たたまれずに、レナードさまの視線から逃げるように、そっとうつむいた。

「シンシア、罰金は俺が用意をする。一両日中に取り調べも済むだろう、そうしたらユリアーナを迎えに行こう」

　うつむいていた私は顔を上げ、首を横に振る。

「そこまでしてもらえません。そんな虫のいい話、あっていいわけないです。だってさっき、グリードさまだっておっしゃってたじゃないですか？　お姉さまがした所業を考えたなら、そんなお願い、できるわけないじゃないですか……」

　レナードさまは、興奮気味に言い募る私の肩を、落ち着かせるようにトントンと叩く。

「シンシア、俺はユリアーナのために用立てるんじゃない」

　肩に感じる大きな手が、私を落ち着かなくさせる。勝手に脈が速くなって、体温が上がる。

　幼い頃はどんなに近い距離で見つめ合っても、体を寄せてじゃれ合っても、こんなふうに落ち着かない思いにはならなかった。

　だけど今は、レナードさまが触れた部分に全身の神経が集中していた。

「シンシア、君がその金額を必要としている。シンシア、俺は君のために使う金を惜しまない」

　私を見下ろすレナードさまの瞳も、幼い日と同じはず。なのに同じに見えないのは、どうしてだろう？

　水面を映したみたいな水色に、今は燃え立つような炎が見える。

「ならばレナードさま、そのお金は貸してください。必ず、返します」

　私のために使うお金を惜しまない、その言葉が意味するもの……。知ればなにかが変わってしまう気がしたし、知ることが怖かった。

　私はあえてそこには触れず、金銭のことだけに注視した。

　現実問題、私にもルドモンドにも罰金を用立てる術すべがない。どこかしらから、借りるしか手はないのだ。

　ならば、レナードさまから私が借り受けよう。

「……金などは、どちらでもかまわん」

　まるでレナードさまは私の心の内まで全部、見透かしているみたい。水色の瞳は鋭くて、いっさいの逃げを許さない。

　迫るレナードさまから距離を取ろうとしたら、ソファの背もたれにトンと背中がぶつかった。ゴクリと喉が鳴った。

「シンシア、君が取った行動がどれだけ向こう見ずなものだったかわかっているか？　たまたま声をかけたのが俺だったからよかったようなものの、妙齢の娘が安易に男を誘うその重さを君は想像したか？」

　私には、答えることができなかった。今ならちゃんとわかっている。だけどあの時は、お姉さまのことにしか、意識が向いていなかった。それに伴うリスクをすべて、度外視していた。

　答えられずにうつむく私の頭上に影が落ちる。ギシリとソファが軋み、隣のレナードさまの重みを肩に感じた。

　驚いて顔を上げたのと、ソファに押し倒されるのは同時だった。

　私はのしかかるレナードさまの重みを受けていた。

「レ、レナードさま？」

　なにが起きているのか、一瞬理解が追いつかない。

　けれどレナードさまは、所在なさげに身じろぐ私に、容赦なく己の体重をかけてきた。

「あ、あの？　レナードさまっ!?」

　そうして私の抵抗を封じると、片手で私の両手首を頭上にまとめ上げる。

「や、やだっ!?　レナードさま？　や、やめてくださいっ！」

「あそこのサロンで貴族連中がなにをしていたか、実際に見てわかったろう？　だが、実際に入らずとも、怪しげなサロンで行われる遊戯に、想像を働かせることはできたはずだ」

　レナードさまは私の両手首を拘束するのとは逆の手で、首筋から鎖骨をなでる。首もとから、肩先のほうになでた手が、そのまま位置を下げるのを感じてギョッとした。

「やっ、いやあっ!!」

　レナードさまの手が、ドレスの襟ぐりから中に忍び込む。大きな手が、私のささやかな胸の膨らみに触れた。

　私はビクンと大きく体を揺らした。渾身の力を込めて両腕を振り、レオナードさまを退けようとする。けれどどんなに力を入れても、レナードさまの拘束はビクともしない。

　圧倒的な力の差を目まのあたりにし、勝手に体が震えていた。

　相手はレナードさまだから、そんなふうにどこかで高をくくっていた。だけど今、意思に反して触れられる恐怖におののいていた。

　いつも優しいレナードさまの手が怖かった。襟ぐりから忍び込んだ手が、乳房を掴む。手のひらが胸の先端を擦り上げた。

「やぁっ！　レナードさまっ、やだっ、こんなの嫌っ！　ごめんなさいっ、ごめんなさい！」

　衝撃に、涙が散る。私は懇願し、謝罪しながら泣いていた。

　のしかかるレナードさまの重みと温度が、ゆっくりと離れていく。胸の膨らみを包んでいた、手のひらの感触が遠ざかる。

　解放された安堵に息つきながら、けれど私の嗚咽はやむどころか、いっそう激しさを増した。

　レナードさまの感触と温度がなくなった今、胸に渦巻くのはレナードさまに対する恐怖ではなく、後悔だった。やりきれない後悔の渦にのみ込まれてしまいそうで泣きじゃくりながら、私はレナードさまに小さく謝罪を繰り返していた。

　――ポン、ポン。

「シンシア、嫌な思いをさせた。怖がらせてすまなかった」

　レナードさまが、優しく私の頭をなでる。

　それは性的な色を感じさせない、幼子をあやすみたいな優しい手つきだった。

　違う、レナードさまが私に謝る必要なんてない。

「……だけどシンシア、俺だからここでやめる。俺は君が、大事だから。だけど見知らぬ男についていったあの状況では、意思に反して最後まで奪われていた可能性だってあった。それを絶対に忘れてはいけない。わかってほしかったからとはいえ、こんな真似をしてすまなかった」

　乱れた襟もとを握り、私は出ない言葉の代わりに、壊れたように首を横に振っていた。

　……そうじゃない、レナードさまはこれっぽちも悪くない。レナードさまが謝る必要なんてない。こんな役目をさせてしまったのは、ほかでもない浅はかで愚かな私だ。

　とはいえ、意思に反して触れられることが、恐かったのはたしか。

　けれどその一方で、不思議なことにレナードさまへの嫌悪はないのだ。心のどこを探しても、レナードさまが言った嫌な思いというのは、欠片も見つからなかった。

　いろんな想いが渦巻いて、涙はますます、堰を切ったように流れて止まらなかった。

　どれくらいそうしていただろう。

　心の動揺は収まらずとも、時間が経てば体の震えは収まって、浅く速い呼吸が落ち着きを取り戻す。

「反省をしたようだけど君のことだ。寝て覚めて、忘れては駄目だ」

　私が落ち着いてきたことを感じ取ったのだろう、レナードさまはツンと私の鼻先を突き、悪戯めかした口調で言った。

「……レナードさま、約束します。二度とこんな浅はかな行動は起こしません」

　不器用に微笑んで、なんとか紡ぎ出した言葉はかすれて、私の声じゃないみたいだった。

「よし、いい子だ。落ち着くように、なにか温かいものを入れてこよう」

　レナードさまはクシャクシャと私の赤毛をかき混ぜて、その手の甲で涙の痕が残る頰を拭った。触れるレナードさまの手は、どこまでも優しい。

　そうしてレナードさまは、優しい笑みを残して居間を後にした。
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　火にかける鍋のミルクに、シナモン、カルダモン、ドライジンジャーを入れる。

「……そんなふうに見ていても兄さんの分はない」

　背中に、穴が開きそうな視線を感じていた。ずっと無視を決め込んでいたのだが、さすがにうっとうしくなって俺から口火を切った。

「べ、べつに俺は欲しかったわけじゃねぇ……」

　けれど言葉とは裏腹、あからさまに兄が肩を落とすから、つい仏心が出た。

「……はぁ。多めに作ってるから、兄さんの分もある」

　スパイスで煮込むマサラチャイ。面倒だから兄のためになど絶対に入れないが、今日はついでだ、特別に分けてやろう。

「おっ！　そりゃあありがてぇ、って、そうじゃねぇだろうが！　アレ、女め狐ぎつねの妹だろうが!?　そんな娘引きずり込んで、いったいどういうつもり……う、おぉっ!?」

　俺が投げたスティックシナモンはタッチの差でかわされて、兄のうしろの壁にあたって床に落ちた。

　兄の公平性は甚だ疑問だが、少なくとも今ので兄の動体視力と反射神経のよさは証明された。

「兄さん、今の台詞は見過ごせない。ユリアーナの妹というのを理由にした、シンシアへの不当な差別。軍司令官として人を裁く立場の兄さんが色眼鏡に濁った、そんな考えをしてるなんて不条理も甚だしい。もし犯罪に対する大前提を忘れてしまったのなら、もう一度予備官からやり直すべきだ」

　俺の言葉に兄はたじろいでいた。

「いや、すまん。たしかに軍司令官としちゃ、なってない発言をした。そこは平に、すまん。だがひとつ弁解させてくれ。うちの名誉どうこうじゃない、俺はお前がこうむった痛手を間近に見てきてる。お前が騙されたり、陥れられたり、そういうのをどうしても心配しちまったんだよ」

　頭をかきながら、兄は素直に謝罪した。その上で、なんとも情に厚い発言をしてみせる。

　……不思議なもので、軍司令官という舵取りの難しい役にありながら、兄はいつだって正面からの真っ向勝負で裏がない。

　兄だろうが、シンシアへの侮辱は許せない。けれどこの人情味にあふれる兄を、好ましく思っているのもまた事実だった。

「ただで転んだつもりはないけど、あの時期に大打撃を受けたのは事実だ。俺もそこは、今でも脇の甘さを後悔してる。ちなみに兄さん、シンシアはユリアーナとは百八十度違って、腹に一物なんて、でんぐり返ししたって出てこない。思っていることはなんでも顔に出るし、口にも出る。単純で馬鹿正直なところは、少し兄さんに似ているような気もする。だから兄さん、シンシアのことは心配しないで大丈夫だ」

「お前がそうまで女に惚れ込むなんて珍しい……いや、レナードお前、以前に必死こいてグリーンイグアナの希少品種を探し回ってたよな!?　送り先はどこの貴婦人かと思ってたがまさか、シンシア嬢か!?」

　兄が目を丸くして俺に詰め寄る。

「へぇ、兄さんにしちゃ察しがいい。たしかに俺はグリーンイグアナをシンシアに贈った。……まぁ、いろいろあってグリーンイグアナは動物園に寄贈して、今も動物園の看板を張っているけどね」

　当時王都の貴婦人の間で大流行したグリーンイグアナのアザンティックは、残念ながらシンシアのお眼鏡にはかなわなかった。

「って、そうじゃねぇよ！　お前、当時のシンシア嬢は十歳くらいの幼女だよな!?　俺は今、幼女相手に貢ぐお前の性癖に疑問を持ったぞ!?」

　……本当に、兄は馬鹿がつくほど暑苦しい男だ。

「兄さん、それがなんだ？　十歳の少女に想いを募らせる十七歳の男は皆、性犯罪者だとでも？　馬鹿言わないでくれ。そんな陳腐な感情じゃない。幼いシンシアをどうこうしたいなんて、たとえ思ったってするわけがない。出会いから九年の時を経て、シンシアが妙齢の淑女に成長している今が、俺にはすべてだ」

　八歳のシンシアにひと目会ったときから、惹かれていた。会う回数を重ねるうちに、愛しいという感情は無視できないくらいに育っていった。

　俺のシンシアへの想いに兄だろうが、誰だろうが、文句など言わせるものか。

「ああっと、なんだレナード？　とにかく、末恐ろしいまでのお前の執念はよくわかった。俺はシンシア嬢を義妹として歓迎するぞ」

　兄が上擦った声で、シンシアを義妹と言ってみせたのが、なんだかうれしかった。

　くつくつと煮立ち始めたチャイを、火から下ろしてカップに注ぐ。

「それはよかった。もしシンシアを傷つける物言いをすれば、兄さんだろうと容赦しない。はい、これは兄さんの分だ」

　ふたつ入れ、そのうちのひとつを兄に差し出した。

「お、おう、うまそうだな。それからレナード、さっきのは俺だからかわしたが、運悪く目にでも刺さりゃ失明してんぞ？」

「あぁ、大丈夫だ。そもそも俺は兄さん以外に投げつけようなんて思っちゃいない」

「……そうか。末恐ろしい弟を持ったもんだぜ」

　兄はカップを受け取ると、スンッと鼻をひくつかせた。そうしてふうふうと湯気を揺らして、ズズズズズッとチャイをすする。

「こりゃうめぇ！」

　兄は笑顔を弾けさせ、また意気揚々と湯気を散らした。

　……なんとなく、兄とシンシアは気が合いそうだと思った。

　チャイを手に居間に戻り、俺の思いは確信に変わった。

「シンシア、温まるからお飲み」

「ありがとうございます。わぁ、いい香り」

　俺が差し出すカップに、シンシアはかわいらしくスンッと鼻を寄せた。カップを両手に持ち、ふぅふぅと湯気を揺らす。そうしてチャイをひと口含むと、シンシアは太陽みたいな笑みを浮かべた。

「これおいしい！」

　そうしてまたふぅふぅと湯気を揺らしてみせる姿に、俺はひとり肩を揺らした。

　シンシアはチャイをもうひと口、コクリと喉を鳴らして飲むと、小首をかしげて俺を見上げた。

「どうしたんですかレナードさま？」

「いいや、シンシア。ゆっくり飲むといい」

　俺は飽きずに、愛しいシンシアの姿を眺めていた。










姉妹




　取り調べ拘留の期間は一週間。

　違法サロンを主催した者の罪は重い。けれど違法サロンを利用した者の罪は軽く、罰金刑で済む。違法薬物の使用や性奴の違法売買については別途罪が問われるが、お姉さまはそのどちらも行っていない。いや、見つかっていない。

　だから拘留後、罰金の支払いを経て、お姉さまは釈放される。

　私はどうしても拘留中に一度、お姉さまに会っておきたかった。会って確認がしたかった。

　なんとなくレナードさまと一緒では、本心は聞けないような気がした。

　お姉さまの心の内、……知ることに躊躇はある。きっと、知らないほうが私は平穏でいられる。

　お姉さまの仕打ちや、サロンでの姿を思えば、事実はけっして私に優しいものではない。だけどやはり、お姉さまがたったひとりの血を分けた姉妹であることにかわりなく、幼い私を優しくなでてくれたのもお姉さまなのだ。

　……やっぱり一度、腹を割って話がしたい。

　私は決意と共に、玄関扉の真鍮のハンドルに手をかけた。

「シンシアお嬢さま？　どちらかにお出かけですか？」

　人目を忍び、屋敷玄関までたどり着いたときに、背中に声をかけられた。思わずビクリと肩が揺れた。

　私は見とがめられたことに、落胆した。

「クック……！」

　けれど振り返ってみれば、私を呼び止めたのは、クックだった。

「ちょ、ちょっと庭をお散歩してくるわ。ところでクック、今日のお夕飯はなぁに？」

「今日は腕によりをかけて朝からずっとシチューを煮込んでますよ！　これはもう舌がとろけるうまさ間違いなしですね」

　クックは私が夕食の話題を振れば、ほくほく顔で語り、私の外出には触れてこない。

　料理人のクックは、基本的に私の動向には関与しない。今も私の外出に、なんの疑問も持っていない様子だ。

　私はホッと胸をなで下ろした。

「ええっと、クックはどこかに出かけるの？」

　そもそも厨房にいることが多いクックと、こうして玄関先で行き会うこと自体まれだった。

「いやいや、煮込み途中のシチューを人任せにして外出なんてしやしませんよ。ちょっとばかり彩りにミントをつみに出るんですよ。今朝から使用人用の勝手口が立てつけを悪くしちまってて、まったく困ったもんですよ」

「そっか、それじゃシチュー楽しみにしてるね」

「はい、散歩して腹ぁ減らしといてください」

　私は今度こそ、足早にエクセル侯爵家の屋敷を後にした。




　侯爵夫人であるお姉さまが拘留されているのは一般の留置場ではない。

　王都の西に広大な敷地面積でそびえ立つ軍司令本部。その内部に専用に設えられた要人用の個室に、お姉さまは拘留されている。

　王都中心部に位置するエクセル侯爵家から軍司令本部まではおよそ四キロ。十分に歩ける距離だ。

　王都の治安はけっして悪くない。だから日中、女性のひとり歩きはそう珍しいものではなかった。いやむしろ、路地裏に入らなければ夜でも十分に歩けるくらい、王都の治安はよかった。

　そんな王都にあって、レナードさまは別段、私の外出を禁止しているわけじゃない。

　だから本当はこんなふうにこそこそせず、きちんと伝えてから屋敷を出たってよかったのだ。ただ私が軍司令本部に行くと言えば、その行き先は拘留中のお姉さまのところと知れる。

　レナードさまに、お姉さまに会いたいと告げるのは、どうしてもはばかられた。そうして結局、私は隠れるようにして屋敷を出てきてしまった。

　軍司令本部の守衛門に着くと、私は守衛係から入館チェックを受ける。隠し立てせず、身分とお姉さまへの面会希望の旨を伝えた。

「拘留者との面会ですので、案内人をおつけします。こちらでお待ちください」

　案内人、要するに監視役だ。

　守衛所脇の待機所で、私は案内人がくるのを待つ。けれど、待てど暮らせど、なかなか案内人がやって来ない。さすがに一度、守衛係に声をかけてみようかと席を立った。すると、私が待機所の扉に手をかけるのと同時に、扉が引かれた。

「ぅ、わっ！」

　前にかしいだ私を、大きな手が支えた。

　え!?　レナードさま!?

「おっと、すまん。大丈夫か？」

　一瞬、レナードさまかと思った。けれど、見上げたその人は！

「グリードさま!?」

　軍服に身を包み悠然と微笑むその姿は、レナードさまによく似ているが、レナードさまじゃない。

「先日はどうも、シンシア嬢」

「あ、あの、どうしてグリードさまがいらっしゃるんですか？」

「うん？　そんなのは君をモードン侯爵夫人のところに案内するために決まっている。君は面会の希望をしただろう？」

　面会希望はもちろんした。したけれど、どうして軍のナンバーツーが案内人としてくると思うだろう。

「あのグリードさま、姉がエクセル侯爵家に行ったこと、本当に申し訳ありませんでした」

　けれどすぐに気を取り直し、私はお姉さまの所業を詫びた。本当なら初対面で会ったあの時に謝罪をするのが道理だった。

　だけどあの時は、とても謝罪まで気が回らなかった。

「はははっ。妹の君が謝ることじゃない。頭を上げてくれ」

　地面と平行に腰を折る私の背中に、再び大きな手が触れた。

「いいえ、私の姉がしたことです。本当なら前回お会いしたときに謝罪するのが筋でした。重ね重ね、申し訳ありません」

「シンシア嬢、断罪は悪行を働いた者に対してのみ、法に則って行われねばならん。姉の罪は、君の罪ではない。だから君が謝る必要もない」

　グリードさまの口から語られたのは予想外の言葉だった。私は呆気に取られ、グリードさまを凝視した。

　それというのも、先日のグリードさまは私にこうも好意的ではなかった。

「……と、レナードに言われた」

　え？　グリードさまはポカンとして見上げる私に、ヒョイっと肩をすくめてみせた。

「まぁな、俺も軍に身を置いて人を裁く立場だから、頭ではわかっているつもりだった。とはいえ、いかんせんレナードのどん底時期を知る身としては、穏やかではいられなかったんだな。それでつい、あんな物言いをしてしまった。すまなかった」

「やめてください！　グリードさまに謝ってもらうのはおかしいです」

　私は大慌てで、あわあわと挙動不審に手を振った。

「……なるほど。君はレナードから聞いていた通りだな。……まぁいい、モードン侯爵夫人の拘留居室まで歩きながら話そう。なにぶん司令本部は結構な広さだからな」

　グリードさまはそう言うと待機所を出て、颯爽と歩きだす。私もグリードさまの背中に続いた。




　初めて入った軍司令本部をキョロキョロと、かつ、ずんずんと進む。軍司令本部は中央棟のほか、隊員の宿舎棟、武器保管庫、屋内外の訓練施設で構成される。

　拘留居室は中央棟西エリアの二階というが、この中央棟というのがとにかく広い。東西南北四つのエリアに機能別にわかれ、それぞれに上る階段をひとつ間違えれば、その瞬間に迷子が確定する。

　ひ、広い！　……これは、私は深読みしすぎたかもしれない。

「もしかして案内人は、ほんとにただの案内人？」

「はははっ！　ただの案内人ということもないが、その側面が強いのは否定できんな。実際、面会中の問題発生件数よりも、迷子の件数が勝っている。まぁ、これだけ広大な敷地じゃ、仕方ないがな」

　グリードさまの爆笑で、疑問は脳内にとどまらず、口から漏れ出ていたことに気づく。それにしても、軍のナンバーツーを務めるグリードさまはもっと気難しい人なのかと思っていた。ところが実際に話してみると、気さくな上に笑い上戸だ。

　いつの間にか、グリードさまに対する怯えや苦手意識は鳴りを潜めていた。

「あの、グリードさま？　さっき言っていた、レナードさまに聞いていた通りってやつですけど、いったい私のことをなんて聞かされていたんですか？」

　肩の力が抜けた私は、グリードさまに気になっていた疑問をぶつける余裕も出た。

「ん？　単純で馬鹿正直。思っていることはなんでも顔にも口にも出る。姉とは百八十度違って、腹に一物など、でんぐり返ししたって出てこない」

　ひ、ひどい！　しかもなんだか、表現が雑だ。だけど、否定しきれないのがいちばんつらい……。

「お、ここだな」

　私が衝撃に打ちのめされていると、グリードさまがとある扉の前で足を止めた。

　ついに、お姉さまとの対面が叶う。緊張から、ゴクリと喉が鳴った。グリードさまは腰にぶら下げた鍵束から、この居室の鍵を探していた。

「グリードさま、無理は承知でお願いします。私とお姉さまを部屋にふたりきりにしてもらえませんか？　扉の前で待ってもらうわけにはいきませんか？」

　規定に反するだろうことは想像できた。

　グリードさまは鍵を探す手を止めると、眉間にしわを寄せて考え込む。

「……まぁ相手は若い女だし、事前に凶器になりそうな物はすべて取り上げているからな……いいだろう。特別に許そう。ただし万が一、殴る蹴るなどの暴行に及ばれたなら、すぐに声を上げろ」

　たぶんお姉さまの性格上、それはないと思う。

「それから、逆もするなよ？　うむ、どちらかと言うと、君のほうがやりそうだな」

　し、失礼すぎる！

「やりません！　私、そんなに狂暴じゃありません」

「ははははっ！」

　私が鼻息荒く抗議すれば、グリードさまはまた高らかに笑った。

「冗談はさておき、なにかあればすぐに呼べ」

　グリードさまは鍵束から一本の鍵をつまみ上げると、表情を引きしめて言った。

「はい、グリードさまありがとうございます」

　グリードさまが、鍵穴に鍵を差し込んで回す。小さくカシャンと、金属が噛み合う音が上がった。私はグリードさまに力強くうなずいて、ついに扉を開けた。

　要人用の個室の中は、とても留置場とは思えない広さで、大きな長窓から陽光が差し込んで明るかった。

　私がイメージしていたそれとは、まるで違っていた。

「お姉さま……」

　お姉さまは扉に背中を向け、窓辺の椅子に座っていた。

　お姉さまのうしろ姿は楚々として穏やかで、サロンで見た光景が夢だったのではないかと疑うほどだった。

　けれど、声がけで私の入室に気づいているはずのお姉さまは、振り向こうとさえしなかった。それはまるで、お姉さまのかたくなな心を映しているかのようだった。

「お姉さま、お久しぶりです。その、拘留中に体調など崩してはいませんか？」

「……私、昔からお前が嫌い」

　首を巡らせて、私を一瞥したお姉さまが発した第一声は、私を絶望に突き落とすには十分だった。

「ふふっ。意外って顔ね、シンシア？」

「お姉さま!?」

「でもね、今は違うわ。今はお前のことが大っ嫌いよ」

　信じられなかった。信じたくなかった。

　お姉さまは、私を妾として差し出した。肉親の情の薄さに嘆き、悲しんだ。

　あの時はもう、これ以上悲しみようなんてないと思った。

　けれど今、改めて聞かされた「嫌い」という言葉に、私は打ちのめされていた。

　お姉さまは呆然と立ちすくむ私を、悠然と見上げていた。

「ねぇシンシア？　お前はいつだって私の欲しいものを奪っていく。お母さまの命も、お父さまの愛情も……けれどそうね、お父さまは仕方ないのかしら？」

　私を見上げるお姉さまの瞳に、ほの暗く揺れる炎ほむらを見た気がした。

「お、お姉さま？」

　お姉さまの勢いに押され、一歩後ずさった。お姉さまはスッと椅子から立ち上がり、薄い笑みをはりつけたまま一歩分、私との距離を詰めた。

「だって実の子は、不義の子とは比べ物にならないくらいにかわいいのでしょうね？　すべてを賭けて、幸福を願いたくなるのでしょうね？」

　……なに？　お姉さまはいったいなにを言っているの？

「あははははっ！　ねぇシンシア、私のプラチナブロンドは美しいでしょう？　お母さまのブラウンにも、お父さまのブラウンにも、似ても似つかないプラチナブロンド」

「……私も、ブラウンじゃないよ。私だって赤毛だよ？」

「あはっ、あはははははっ！　すごい、すごいわシンシア、お前はどこまでおめでたいの!?」

　私はなにか、馬鹿なことを言っただろうか？　お姉さまの笑い声が、空々しく響いていた。

　この段になっても、私にはうまく答えが下りてこない。……いや、本当はわかりたくなかったのかもしれない。

「ふふっ。私はお母さまが入れあげて足しげく通った男娼の娘。プラチナブロンドの髪をした男娼は、お父さまとは似ても似つかぬ白はく皙せきの美青年だったそうよ」

　あぁ、お父さま！　お父さまは、果たしてこの事実を知っていたのだろうか!?

「お、お父さまは……」

　全身が、小さく震えていた。爪が手のひらに食い込むくらい、強くこぶしを握りしめた。

「気づいていたわ。それでもお父さまは、私と私の夫に家を継がせることを選んだわ。お父さまなりの慈悲か、お母さまへの愛ゆえにか、なにがそうさせたのかは知らないわ」

　淡い期待は、打ち砕かれる。そうして涙を浮かべる私とは対照的に、お姉さまは笑っていた。

「だけど私は、そんなお情けなどいらない。お前の手になんて渡すものですか。モードン侯爵家はね、ルドモンドの代で終わるのよ。ほかの誰でもない、この私が、幕引きしてやるの。モードン侯爵家はどこの馬の骨ともしれない女で幕引きになるの！」

　爵位に固執したいわけじゃない。けれど先祖代々が守り継いできた豊かな田園風景が脳裏をよぎれば、熱い涙が頰を伝った。

「ルドモンドはね、愚鈍なところが愛おしいの。プライドが高いくせに、気が小さくて、愚かな選択肢ばかりを狙い澄ましたかのように選ぶ。私がなにをせずとも、勝手にモードン侯爵家を没落に導くわ。それに不思議なもので、私の上でひとり我武者羅に腰を振り立てる様はどこか滑稽で退屈しない」

　……私には、お姉さまが怖い存在にしか見えない。

　義兄のルドモンドに同情なんかしない。けれど今、私はルドモンドを哀れに思った。

　お姉さまは、人としての情をどこかに置き忘れてしまったのだろうか。

「お姉さま、もう、もういいよ……」

　これ以上はもう、聞く必要がない。聞いても、私とお姉さまがわかり合える日は永遠にこない。

　けれど歪いびつな笑みを浮かべたお姉さまは、私の声など耳に入っていないようで、なおも冗舌に語った。

「レナードさまはおもしろさの欠片もないわ。青年実業家といえば聞こえはいいけれど、爵位にあぶれた三男坊は額に汗して日銭商売に奔走してる。もっと楽にうまく儲ける方法はいくらだってあるでしょうに、そういう意味ではレナードさまも愚か。あんなつまらない金の奴僕は、お前にあげるわ。お前はいつも私のお下がりに尻尾を振って飛びついてきた。男も、同じね？」

　――パシンッ。

　一瞬、自分がなにをしたのかわからなかった。だけど宙に浮いた私の手のひらはジンジンして、正面のお姉さまは頰を押さえて私を睨みつけていた。

　あぁ……、私は今、お姉さまを叩いたんだ。

　心が千々にちぎれそうに苦しい。私のことはなんて言われてもかまわない。だけど、レナードさまを侮辱されるのだけは、耐えられなかった。お姉さまと私の思いは、永遠に交わらない。あらゆる思いを振りきるように、足早に扉に向かう。

　けれど扉に手をかけようとして、思い直して振り返る。

「叩いて、ごめんなさい。だけど私は、お姉さまが大好きだったよ。今でも、嫌いとは思ってないよ」

　ただしもう、わかり合いたいとは、思わなかった。

「ふふっ、最後までお前はいい子ちゃんね。私は、嫌いよ」

「……」

　この上に、重ねるべき言葉が浮かばなかった。

　なんて寂しい会話だろう。これが果たして、姉妹の会話といえるだろうか。

　私はもう振り返らなかった。真鍮のドアハンドルに手をかけると、引き開けて逃げるみたいに身をすべらせる。部屋を出るとそのまますぐに、扉を閉めた。

　私とお姉さまの間にできた溝は、私が家を出た当時よりも、想像をはるかに超えて大きく深いものになっていた。

　扉に額をつけ、うつむいてしばし立ち尽くす。

「シンシア」

　……嘘、どうして？

　軋む首を回し視線を巡らせる。目に飛び込んだのは、慈愛のこもった水色の瞳。

「一斉摘発の報告で、俺も司令本部に立ち寄っていたんだ。兄さんから報せをもらって、案内の役目を代わってもらった」

「レナードさま……」

　レナードさまを見たら、体から一気に力が抜けた。レナードさまがそっと、私を胸に抱き寄せた。鼻腔をふわりとくすぐるレナードさまの香り。

「シンシア？　大丈夫か？」

　その香りに安心するのに、なぜか落ち着かない。矛盾しているけれど、相反する感覚がたしかに胸に同居していた。

　……あぁ違う、落ち着かないのは香りだけじゃない。背中に添えられたレナードさまの手も、着衣越しに触れる厚い胸も、私を落ち着かない思いにさせる。

　レナードさまのすべてに、神経が集中する。鼓動が痛いほど速くなり、体温が上がる。レナードさまに、のぼせてしまいそうだ。

「……大丈夫です。レナードさま、勝手にお屋敷を出てきてごめんなさい」

　なんとかひと呼吸おいて、レナードさまに告げた。

　……レナードさまが、近い。透き通る水色の瞳には、私が映っていた。

「そうだな。俺はシンシアを籠の鳥にしたいわけじゃない。けれど行き先のひとつも告げずに外出したのは褒められないな」

「はい。勝手にお姉さまに会ったことも、ごめんなさい」

　レナードさまは苦しげに微笑んで、ゆっくりと首を横に振った。

「いいや。シンシアが誰と会うのも自由で、強制すべきことじゃない。だからこれは、シンシアが謝る必要はない」

　謝る必要がないと、レナードさまは言う。

　ならばなぜ、レナードさまはそんなにつらそうな顔をするの？　そんなふうに悲しい顔を見せられるくらいなら、どうして会ったとののしられたほうがずっといい。

「だけど、本音を言えば会ってほしくない。だからシンシアがユリアーナに会っていると聞かされて心配したよ。ユリアーナと会ってシンシアが傷つくことが、とても心配だったんだ。事実、シンシアはこうやって泣いている」

　泣いている？

　レナードさまの手が、頰に触れる。触れられて初めて、濡れる感触に気がついた。

　レナードさまは何度も何度も、涙の雫を指先にすくい取った。

「レナードさまはどうしてそんなに優しいんですか？」

「俺は誰彼かまわず優しくするつもりはない。シンシアにだから優しくしたいし、君が傷つく姿は見たくないと思う。シンシアを傷つけようとする者は、俺が許さない」

　私、だから？

　それはさっきの感情に似ている気がした。私がさっきお姉さまにレナードさまを侮辱する発言をされて、胸の奥から湧き上がった感情にとても似ている。

　ほかでもないレナードさまを侮辱されたことが、我慢できなかった。レナードさまを貶めるお姉さまが、許せなかった。

「俺はシンシアが大切だ」

　……同じだ。

　答えが、胸にストンと落ちてきた。

　レナードさまは私にとって、とても大切な人。

「レナードさま、私もレナードさまがとても大切です。ちょっと意地悪で、だけど優しいレナードさまと過ごした子供時代の記憶は今も私の宝物です。なにより今は、私を救ってくれた大恩人でもあって、私はなにを返せるだろうっていつも思っています。レナードさまは今も昔も、私にとってものすごく大切な人です」

「……危うく一瞬、天にも昇る心地になりかけたけれど、やはりシンシア、君は君だ。いいところまではきているんだが、あと一歩といったところか。……シンシア、これは俺からの宿題だ」

　肩に置かれたレナードさまの手に力がこもる。レナードさまのほうに、グッと抱き寄せられた。視界にレナードさまの金髪が落ちてきて影をつくる。

　一瞬、なにが起こったのかわからなかった。

　ただ、唇にやわらかな感触があった。ふわりとやわらかで、温かななにかが、触れている？

　まん丸に目を見開いたまま、私は固まっていた。

　きっと、触れ合っていたのはほんの数秒。すぐに温かな感触は遠ざかり、同時に私を抱きしめていた腕もゆっくりと解かれた。

　鳩が豆鉄砲を食ったようにポカンと見上げる私に、レナードさまは艶めいた笑みを向けた。

「これが宿題だ。今、俺がなぜそうしたのか考えてみて。さ、行こうかシンシア？」

　レナードさまが、いまだふわふわしたままの私の手を取る。

「この足で罰金の納金もしてしまおう。そしてもう、これきりだ」

　けれど続くレナードさまの言葉で、ふわふわとした心地は一瞬で鳴りを潜め、冷静さが戻る。一気に背筋が伸びた。

　宿題とは持ち帰りの課題だ、考えるのは今じゃない。私はレナードさまに与えられた難題をいったん脇によけ、今すべきことに向き直った。

「はい、レナードさま」

　私はレナードさまに伴われ、納金のための事務手続きに向かった。

「シンシア、これを」

　必要書類に記入を終えると、見計らったようなタイミングでレナードさまが封筒を差し出した。

　私は震える手を封筒に伸ばした。これを担当官に託せば、すべて終わる。

　けれど封筒を受け取ろうとして、直前で私の手がピタリと止まった。

「シンシア？」

　封筒を受け取ろうとしない私に、レナードさまは怪訝な表情で首をかしげた。

　レナードさまは、私とお姉さまを切り離して考えてくれている。グリードさまも、お姉さまの罪を私が謝る必要はないと言ってくれた。

　ならば、お姉さまの罰金を立て替えるこの行為は正しいことなのだろうか？

「……レナードさま、立て替えは不要です。このお金は、受け取れません」

　少なくとも、私が今日対面したお姉さまには反省のそぶりすらない。そう考えると、ここでお金を出すことは、お姉さまの反省を促すどころか助長する行為となるに違いない。

「罰金は、お姉さまの犯した罪への代償です。それをレナードさまに立て替えてもらおうなんて、最初からしちゃいけなかった。お姉さまが償わなきゃ、罰じゃないから……」

　レナードさまが目を見張る。レナードさまの瞳に今、私はどう映るのだろう？

　今さらと思う？　無情な妹だと思う？

「……そうか、わかった」

　レナードさまはただ、静かにひとつうなずいた。封筒を胸の内ポケットに収めながら、レナードさまが私に向ける眼差しは優しかった。

　結局私とレナードさまは、罰金の納金をしないまま軍司令本部を後にした。




「シンシア、君の成長は目まぐるしいな。真っすぐに凛として美しい、君は本当の淑女だ」

　屋敷に帰る馬車の車内、唐突にレナードさまが言った。

　レナードさまは軍司令本部まで馬車で来ていて、当然のように帰宅する私に同乗を促した。少し歩きたいと思ったけれど、帰る先が同じとなれば誘いを断るのも難しい。

　そうして結局、レナードさまとふたり、馬車に揺られていた。

「ふふふっ。レナードさまがそんなおべっかを言うなんて、どうしたんですか？　私は自分をよく理解してますからね？　赤毛でおてんば、一般的に淑女と呼ばれる女性とは正反対だって、ちゃーんと自覚しています」

　今、私が泣くのは筋違いだ。ルドモンドに支払い能力はない。資産の差し押さえをしようにも、モードン侯爵家はすでに屋敷まで抵当に入っている状態だ。

　もしかすると多くいるお姉さまの友人が、手を差し伸べるかもしれない。

　けれど私の決断が、お姉さまを労役に就かせてしまうかもしれない。

「ならばそれは、世の男どもに見る目がない。そもそもの、淑女の定義を取り違えている」

「ふふっ、なんだか今日のレナードさまは難しいことばかり言いますね。だけど今日の私はいまひとつ心に余裕がなくって、だから、帰ったらさっきの宿題と一緒に考えます。あぁそうだ、イグアナの件もまだ答えには行きついていないんだった……うぅん、大変」

「はははっ、そうか。俺はうっかり宿題に期限を提示するのを失念していた。だからシンシア、帰ったらまずは休め」

　いろんな感情が、私の心に渦を巻く。高ぶっているのに、疲弊して消耗してる。研ぎ澄まされているようで、ちっとも頭が回らない。

「……はい」

　カタカタ、カタカタと響く馬車の揺れは心地よい。ゆらゆらとかしぐ体がふいに、レナードさまの温もり包み込まれる。私は快適なそれに、沈み込んだ。










エレン




　翌朝は、玄関のほうから聞こえるざわざわとした気配で目覚めた。屋敷の外が、ずいぶんと騒がしいようだった。

「……なんだろう？　お客さまと揉めている？」

　結局昨日、軍司令本部から戻った私は、クックのシチューを食べてすぐ、襲いくる睡魔に抵抗する術なく寝台に沈んだ。

　――コンッ、コンッ。

「シンシアお嬢さま、起きておられますか？　早朝から申し訳ないんですが、なにやら大きな荷袋を背負った少年がシンシアお嬢さまを訪ねてきているんですよ。エレンと名乗ってますが、お知り合いですか？　……ここだけの話、その少年は言葉遣いがずいぶんと乱暴なんですよ」

　エレン!?

「し、知り合いです！　私のお客さまです」

　……あれ？　だけど少年って、なんだろう？

　とにもかくにも私は飛び起きて、うれしすぎる訪問者のもとに駆け出した。

「お、お嬢さま!?　ネグリジェのままでございますよっ!?」

「エレンなら大丈夫」

　私の後を困惑気味のリアンナが追いかけてきたけれど、取り合わずに玄関に走った。

　ひと目見て、我が目を疑った。

「シンシア!?　なんだよ、ずいぶんと元気そうじゃないか！」

「エッ、エレンッ!?」

　私を見て、エレンが目を見開いていたけれど、私の目玉だって驚愕で落っこちそうだ。

「どうして男の子になってるの!?」

　目の前に佇む少年は、間違いなく見知ったエレンに間違いない。けれどいったい、なにがどうして女の子だったエレンが、少年になっている。

「はははっ、馬鹿言えい。髪を切ったってだけで男の子になってたまるかよ？」

　そうは言っても、この国の女性は身分年齢を問わず皆、髪を伸ばしている。髪が短い、それだけで男性と判断するには十分だ。

「だって、その髪じゃっ」

　エレンの髪はまばゆいばかりの金髪をしている。その髪が、今は首筋もあらわにすっかり短くなっていた。

「さっぱりしていいだろ？　私さ、ついに来週諸国を巡る船に乗るんだ。船の中じゃ真水は貴重だろ？　長々しい髪より短髪のほうが水の節約にもなるし、いつも清潔でいられると思って切ったんだ」

　驚きに、声も出ないとはこのことだ。

　なんとエレンは髪を、自らの意思で切り落とした。

　この国の常識に照らし合わせればあまりにも破天荒な行動。だけどなぜか、私にはそんなエレンがまぶしく感じた。すごくエレンらしいとも思った。

「エレン、似合ってるよ。なんだか格好よくなっちゃって、ドキドキしちゃう」

　……本当に、エレンだと聞かされていなければ、三百六十度どこから見ても美少年にしか見えなかった。

「はははっ！　これ見て父ちゃんは卒倒して、母ちゃんは号泣しちまったんだ。だけどさすが、シンシアはわかってるぜ」

　……だけど、ご両親の受けた衝撃は推し量って然るべきだ。

　愛娘がまばゆいばかりの金髪を切り落としたら、それは泣きも倒れもするだろう。

「それにしたってシンシア、水くさいぞ!?　どうせ心配させちゃいけないとか、気を回しすぎた結果なんだろうけど、詳細も知らされないまま置き手紙ひとつでいなくなるほうがよっぽど心配するんだからな！」

　返す言葉がなかった。

　私の取った行動が正しかったとは思わない。けれどあの時は、それが最善と思った。

　真実を告げるよりはエレンを悩ませずに済むと、そう思ったのだ。

「見くびるなよな？　私はモードン侯爵家じゃなくたって、シンシアのいるところに行くんだからな！」

「エレンッ！」

「シンシア！」

　考えるより、体が勝手に動いていた。

「ごめんね、ごめんねエレン！」

「もういいよ。シンシアが元気だから、全部いい！」

　私とシンシアはひしと抱き合って再会を喜び合った。

「……シンシアお嬢さま、すべて聞かせていただきました。まさかご友人のお嬢さまだったとは……、コホン。とにかく、居間に上がっていただいてはいかがですか？　クックに朝食も運ばせますので」

　リアンナの鶴のひと声で、使用人一同の視線を一身に受けていることに、はたと気づく。

「……エレン、玄関で立ち話もなんだから、続きは朝食を食べながらにしよっか？」

「……ああ。そういえば腹ぺこだったんだ」

　おもむろに抱き合った腕を解く。

　私とエレンの熱い再会の続きは、居間へと持ち越すことになった。

「それにしたってエレン、ずいぶんな大荷物じゃない？　これを背負って王都までじゃ、大変だったでしょう？」

　居間に上がってもらってまず、私はエレンの重そうな荷袋を引き受けようと手を伸ばした。

「うんっと、そうでもないよ」

　エレンは少し気まずそうにして、パンパンに膨れ上がった袋を自分で下ろした。

「まぁ、シンシアが食いっぱぐれてたらかわいそうだと思ったからな。どうやら取り越し苦労だったみたいだけどな」

　続くエレンの言葉に、衝撃が走る。

「エレン!?　もしかしてその荷物は私のため!?」

　エレンは気まずそうに、すっかりさっぱりした頭をポリポリとかいてみせた。私はエレンが下ろした荷袋に駆け寄り、震える手を結び目にかける。

「ぁあっ、シンシア！　そんなに慌てて見たっておもしろいものなんか入ってないぞ？」

　オロオロとしたエレンの声を聞いた。

　袋の口の結び目が、ハラリと解ける。

　そうして中から現れた品物を見て、胸が震えた。目に、涙があふれた。

　袋の中には、日持ちするナッツやドライフルーツ、加熱せずに食べられるオイル漬けの魚や肉の瓶詰なんかが大量に詰まっていた。簡素な木綿のワンピースが数枚に、同じく木綿の肌着もある。

　小さな震えはもう、押さえようがないほどに大きくなって、全身がわなないていた。

　嗚咽に喉が詰まって、言葉が出ない。

　止めどなく湧き上がってくる涙が、目の前のエレンの姿を滲ませる。

　エレンは私の身を案じ、私が食べるのに困っていないかと心配してこれだけの大荷物を背負ってはるばるやって来てくれた。

「……領では姉夫婦に売られたってもっぱらの噂だったから、居ても立ってもいられなくってな。だけど噂通りじゃなかったみたいで、よかったよ。これが必要な状況じゃなくて、本当によかったよ！」

　エレンの姿は滲んでしまってよく見えない。だれどエレンの声も、くぐもって聞こえた。

　モードン侯爵領を出るとき、これきりになるかもしれないと思った。だけどそれも、やむを得ないと思った。売られるようにして家を出ていくことを知れば、エレンが心を痛めると知っていたから。

「ごめん、ごめんねエレン。それから、ありがとうっ！」

　だけど、そうじゃなかった。エレンに対しては、それじゃいけなかった！

　激しい嗚咽をなんとかしのぎ、エレンの胸に飛び込んで伝えた。エレンは私をしっかりと抱き留めた。

「馬鹿シンシア。シンシアの性格なんてとっくにわかってるんだよ？　だから、ヘンに気を回しすぎたんだろう今回のことも、大目に見てやるよ！」

「エレンーっ！」

　私にとって、これまでの家庭生活は必ずしも順風満帆ではなかった。けれど私は、こんなにも素晴らしい友人に恵まれている。

「泣くなよ？　シンシア？」

「うん、うんっ。エレンっ」

　ぎゅうぎゅうとエレンに抱きついて、新たに湧き出る涙でエレンの胸をぐしょぐしょに濡らした。

　これまでもこれからも、エレンと私は強い絆で結ばれた生涯の友だ。

「はいはい！　シンシアお嬢さまも男前なお嬢さまも、朝食の準備ができましたからお熱いうちにいかがですか？」

「……エレン、食べよっか？」

「……おう」

　またしてもリアンナの声で、私とエレンは固い抱擁に区切りをつけた。

　涙濡れの視線を合わせると、どちらからともなく笑い声を上げた。チラリと見れば、リアンナの目も、朝食のワゴンを運んでくれたクックの目も赤くなっていた。

　言葉遣いが乱暴だとエレンを警戒していたリアンナは、……いや、エレンの行動を知った屋敷中の皆が心打たれていた。




　その後は再会を喜び合い、たわいのない会話を楽しみながら、朝食に舌鼓を打った。

「それでね、お情けでこうしてお世話してもらってるのよ」

「へー。……いやいや、元婚約者の妹だからって、なんの下心もなきゃこんな好待遇で引き取らないだろうよなぁ～。ま、鈍感なシンシアが相手とあっちゃ、侯爵家の貴公子だってひと筋縄じゃいかないよなぁ」

　デザートのコンポートをひと口で頰張ったエレンが、口をいっぱいにしたままもごもご言っている。

「なぁにエレン？　よく聞こえないわよ？」

「……いいや。なんでもない」

「そう？」

　私はエレンの空いたデザート皿に、私の分のコンポートをのせた。

「え!?」

「ふふふっ、エレンの食べっぷりを見てたらお腹がいっぱいになっちゃったの。遠慮なく召し上がれ？」

「やったね、それじゃ遠慮なく！　なぁ、ところでシンシア、折角王都に来てるんだからどっか観光しに行こうぜ？　王都にはいろいろ楽しめる施設があんだろ？」

　楽しめる施設？　なるほど、たしかに王都にはお店も多いけど、観光施設も多くある。

「いいな、行きたい！　だけどどこに行こうか？　私そういうの、全然詳しくないんだよね」

「そうだな、美術館や博物館は肩が凝りそうだから……そうだ！　王立動物園なんて行ってみないか？」

「動物園!?　行ってみたい！」

「それじゃ決まりだ。今出れば、開園ちょうどに間に合うな」

　エレンは意気揚々と、ふたつ目のコンポートを頰張った。




　エレンとふたり、開園したばかりの動物園に入園した。

　田舎ではとんと目にしたことのない、動物たちの姿にエレンとふたりで目を丸くして園内を回った。

「シンシア、あれ見ろよ？　長い鼻で器用に掴むもんだ」

「ほんとだね！」

　私とエレンは童心に返ったみたいにはしゃいだ。けれど大型獣の展示檻を見終わって、小動物の触れ合いコーナーに移ると、私たちは少しトーンダウンした。

「……こういうのは、普通に領にいるな」

　エレンは草を食はむポニーの背をなでながら言った。

「でも、飼育されてる子たちは毛並みがふわふわ」

　私は白いロングコートのウサギを一羽抱き上げた。艶やかな毛並みの人懐っこいウサギは、領でよく見る野生のウサギとは、別物のようだった。

「ふふふっ、かわいい」

「そうかぁ？　お、これかわいいじゃん」

　エレンもお目あての子を見つけたようで、しゃがみ込んでなにかを抱き上げた。

「なぁシンシア、私はそういうもふもふしたのより、こういうののほうが好みだぞ？」

　私の前に回り込み、エレンがズイッと差し出した。

「っ、やぁぁあああっ！」

　私は驚愕してウサギを取り落とし、うしろにたたらを踏んだ。幸運にも私が取り落としたウサギは、自力でピョンと地面に着地して、走り去った。

「な、なんだよシンシア？」

　エレンは私の取り乱した様子に、困惑していた。

「私、爬虫類が駄目で……っ」

　震える声で告げれば、エレンは腕に抱えたイグアナを私から隠すように背中を向けた。

「そうか！　ごめん！」

　胸が、バクバクとうるさいくらいに音を立てる。

　最初は苦手な爬虫類を差し出されたことに驚いた。だけど今、胸が壊れたように鳴っているのは、爬虫類への嫌悪感からじゃない。

「待ってエレン、……見せて？　そのイグアナを、見せて!?」

　駄目と言いながら、見せろと矛盾したことを言う私に、エレンは顔だけをこちらに向けた。

「お、おい？　シンシア？」

　エレンは、ただならぬ私の様子に困惑を滲ませる。

　私は震える足でエレンに駆け寄ると、エレンの抱くイグアナを間近に見下ろした。

　エレンが私に向かって、何事か呼びかけている。だけど耳は、まるで音を拾わない。

　縫いつけられたみたいに、私はその場から動くことができなかった。まばたきひとつすることも、指先ひとつ動かすこともできず、私はあまりの衝撃に立ち尽くした。

　……忘れるわけ、ない。

　これは十歳の私が、肩にのせられて大泣きしたイグアナに間違いなかった。

　田舎でよく見るカエルやトカゲなんて目じゃない、まばゆいばかりのグリーンのボディ。くりくりとよく動くつぶらな瞳。

　そうして触れればきっと、ヒタリとした冷たい感触がするんだろう。

　いきなり首筋でその感触を味わったとき、私は野太く叫んで卒倒した。

　間違いない！

「私は七年前、お前に叫んだよね!?　なんでこんなところにいるの!?」

　震える手で、ちょんとイグアナの鼻先に触れた。

「ちょっ、シンシア？　いきなりどうしたんだよ？」

　手には七年前と同じ、ヒタリとした感触が伝わった。

「お客さま、どうかされましたか？」

　騒がしい私たちの声を聞きつけて、年配の係員が歩み寄る。

「うるさくしてすいません。連れがちょっと、このイグアナに興奮してしまって」

　エレンはすぐに、係員に向かって謝罪した。

「おやおや、お目が高くていらっしゃる。この子はグリーンイグアナのアザンティック、ブルーイグアナとも呼ばれます。本来こんな動物園に回ってくるべくもない希少品種でございますからね。お好きな方は、この子を見て大興奮するんですよ」

　係員の男性は、怒った様子もなく笑みを深くした。

　エレンの言葉で、私は無類のイグアナ好きと見なされたらしかった。

「このイグアナは、どうしてここにいるんですか？」

　ひとつ息をのみ、はやる心を押さえて係員に問いかけた。

「ちょうど七年ほど前にエクセル侯爵家レナードさまより寄贈され、それ以降我が動物園の看板役者でございます」

　……やっぱり、レナードさまが！

「これは、高いんですか!?」

　無粋だと思いつつも、聞かずにはいられなかった。

「高いもなにも、おいそれとは求められません。けれど金額以上に、当時希少種のイグアナは王都の貴婦人たちの間でペットとして爆発的な人気となりましたので、入手自体が至難の業であったと思います。これは私の想像ですがね、愛しい女性に贈ろうと探されたんだと思いますよ」

　気を悪くしたふうもなく、係員は好々爺然とした笑みで答えてくれた。このイグアナが、そんなに高額で希少なものだったなんて知らなかった。

　だって、レナードさまはそんなこと、ひと言だって言わなかった。

「イグアナがペットで人気だなんて知らなかった。……イグアナは、食べるんじゃなかったんだ」

　思わずこぼれ出たつぶやき。

「おやおや！　食用のイグアナはたしかにおりますが、グリーンイグアナの希少種を食べようなどと罰ばちがあたります。このイグアナも展示中に、何度も譲ってほしいとの打診がありました。けれど譲り受ける際にレナードさまと堅くお約束しましたから、度重なる打診にも首を縦に振らずに七年間、守り通してまいりました」

　私のつぶやきを聞きつけた係員は胸を張ってみせた。

「ですから申し訳ないのですがお嬢さまにも、お譲りはできません」

　かなり力を込めて言いきられた。

「……そうですか」

　譲ってほしいわけではなかったのだけど、素直にうなずく。

「気に入っていただけたのでしたらどうぞまた、当園でお待ちしております。では私は行かせていただきますが、なにかあればお声をかけてください。引き続きゆっくりとお楽しみください」

　係員は伝えることを伝えると、作業へと戻っていった。

「ねぇエレン、私、前にこの子をもらった」

　係員のいなくなった触れ合いコーナーで、エレンの抱くイグアナの鼻先をつつきながら、ぽつりとこぼす。

「へぇ、そうか」

　私がしたあまりに唐突な発言にも、エレンはただうなずくだけ。

「驚かないの？」

「ん？　だって、レナードさまの入れあげようを見れば、不思議じゃないだろう？」

「……レナードさまが、入れあげてる？」

「高価で希少なグリーンイグアナ。そのチョイスはくしくもシンシアの好みにははまらなかったけど、それを渡そうとした気持ちは推し量って然るべきだ。なにより、窮地のシンシアを引き取った行動力。本当はもう、シンシアだって気づいているだろう？」

　エレンは私に、静かな笑みを向ける。

　自立に向けた第一歩を踏み出したエレンは、いつの間にか私よりも成熟した思考を身につけている。

　エレンは私よりひと足先、大人の階段を上る。

　一度ギュッと目をつむり、そしてゆっくりとまぶたを開く。

「……エレン、私って鈍い？」

　再びまぶたを開けたとき、私の目に映る景色はもう、これまでと一緒じゃなかった。

　ひとつの謎が解ければ、付随してすべての謎が解けていく……。

　……レナードさまの想い。

　そして、私のレナードさまへの想い……！

「あぁ、鈍い。だけどその分、純粋で真っすぐで優しい。私は貴族社会にはとんと縁がないけど、それでもシンシアほど魅力あふれる淑女なんて知らない。だから自信を持っていいと思うぞ！」

　晴れやかにエレンが笑う。エレンの笑顔が、トンッと私の背中を押す。

　私にも一歩を踏み出すときがきた。気づいたときが、踏み出すとき……！

「エレン……、前に結婚しないって言ったこと、取り消すかもしれない」

　私は赤毛で、持参金もなくて、この先は没落貴族の娘になるかもしれない。

　もしかしたら、私では結婚という形は難しいかもしれない。それでも今、私はレナードさまをあきらめたくない。

「うん」

「まだ、おぼろな形をしているの……」

　もしかしたら私は、本当は気づいていたのだろうか？　だって気づかない、わけがない。

　淡い憧れは私の心の内、いつしか恋心にその形を変えている。触れられれば心がときめく。褒められれば、照れくさくもうれしくて、自然に笑みがこぼれる。

　口づけを受けたあの時、私は動揺に身を硬くしながらも、巡る歓喜に震えていた。

「だけど自立して過ごす未来より、今は家庭を築いて子供を産んで育てる、そんな未来に心が熱を持つ」

　レナードさまが隣で、私に優しい眼差しを向ける。私がレナードさまに微笑み返す。

　そんな未来を、レナードさまと現実に築きたい。

　レナードさまに与えてもらうばかりじゃない、支え合える夫婦になりたいと思った。

「うん、いいと思うぞ。シンシアには温かい家庭のほうが似合うんじゃないかって、本当は思ってた！」

　エレンは弾ける笑みで、私の決断に背中を押す。心の友は、どこまで私を甘やかすのか。

「……エレン、男前になっちゃったね。私、エレンが男の子だったら、本気で危なかったよ」

「はははっ！　そりゃあ惜しかったな」

　私はエレンの腕の中のイグアナを最後にひとなでした。

「なんだかお前には、毎回叫んでばっかりでごめんね。これからも動物園の看板役者をがんばって」

　七年ぶりに再会したイグアナはなんだかツレない様子で首を回し視線を巡らせて、エレンが下ろせば早々に尾っぽを振りながらどこかに行ってしまった。

　やはりイグアナを好んでペットに飼いたいとは思わない。けれどもう、叫ぶほど苦手だとは思わなかった。

「シンシア、全部見たしそろそろ出るか」

「うん」

　動物園からの帰り道は、エレンと手をつないで歩いた。

「エレンと、今度こそしばらくのお別れになっちゃうね」

「うん、そうだな。船は一度出たら、数年は戻ってこないからな」

　だけどここは諸手を振って見送るところだ。これはエレンの夢への第一歩。

「いろんな国を巡って、自分の目で実際に見て、魅力のある商品を探すんだ。すごく、わくわくするよ」

　エレンと、エレンが語る夢がまぶしかった。

「私もわくわくする。エレンが船旅を終えて帰ってきたとき、私はエレンの目を通して、異国の空気を体感できる。何年だって待ってるから、絶対に無事に帰ってきて、それで土産話を聞かせて！」

「あたり前だろう！」

　手つなぎよりもっと親密にエレンの腕に抱きつけば、エレンも私に身を寄せる。

「ふふっ、エレン大好きよ？」

「私も、シンシアが大好きだ」

　エレンとの絆は、時が断ち切ることなどない。エレンと私は、紛うことない生涯の友だ。

「またね、エレン？　体に気をつけて」

「あぁ、シンシアまたな！」

　こうして嵐のようにやって来たエレンは、滞在の誘いに首を縦に振らず、慌ただしくその足で屋敷を出ていった。

　少しの寂寥感と、それを上回る満たされた思い。

　大海原に乗り出すエレンの背中を、精いっぱいのエールで見送った。










贈り物～ｓｉｄｅ レナード




　早朝の居間でひとり、エクセル侯爵領の収支報告に目を通していれば、目の前に温かな湯気の立つコーヒーが差し出された。

　見上げれば、コーヒーを手にジョアンが優しげな笑みを浮かべていた。

「おはようございますレナードさま、早くから精が出ますな？」

「おはようジョアン、すまないな。ありがとう」

　ありがたくコーヒーを受け取って、ひと口含んで飲み込めば体の芯から染み入るように温まる。

「まったく、兄さんたちは勝手なものだ。なんだかんだで昔から末子の俺がいちばん、割を食っている」

　本来であれば、領収管理はエクセル侯爵である長兄のフリードの仕事だ。

　その、次の宰相候補と将来を有望視される長兄は、現在は最年少で外交大臣に就任している。エクセル侯爵家にとっては誉れだが、就任以降ますます職務多忙となった兄は、それまでは一応寝に帰っていた屋敷にまったく帰らなくなった。

　次兄もまた、軍司令官という職務柄、ほとんどの時間を軍司令本部で過ごしている。予備官時代からの宿舎暮らしになじみきった兄は、今でも好んで宿舎暮らしをする変わり者だ。屋敷の兄の自室はすでに年単位で使われた形跡がない。

「まぁ、両親からして奔放だから、仕方ないのか」

　ちなみに父母は五年前長兄に爵位の生前相続を済ませると、早々に西の別邸に居城を移して悠々自適のセカンドライフを満喫している。

　西の別邸での暮らしは余程水が合うようで、王都には二年に一度顔を出すか出さないかという具合。

　だからしてエクセル侯爵邸は現在、三男坊の俺が実質的な家長のようなありさまとなっていた。

「なんといいますか、それらに関しては返す言葉に窮しますね……」

　ジョアンの取り繕わない物言いに苦笑が漏れ出た。

「けれどレナードさま、私はこうも思います。爵位や領収を巡り、血族同士で血みどろの争いとなるお家を多く見知っております。エクセル侯爵家ほど、円満な家庭は少ないのではないでしょうか？」

　俺は、家督や屋敷を継ぎたいとは思わない。

　ただ、屋敷には幼少期を過ごした思い出も思い入れもある。管理する者のないまま荒れ果ててしまうのは本意ではない。

「ジョアン、それもそうだな」

　現実問題、今は家人のうち、個人事業主である俺がいちばん時間に融通が利く。

　ならばできる範囲で、俺がやればいい。

「まぁ、レナードさまが割を食っているというのは紛うことなく事実でございますがね」

「……そうだな」

　ふた口目に含んだコーヒーにむせそうになった。

　たしかに、ものすごく外堀から固められた感が否めない。

　それでも兄が所帯を持ち身を固めるまで、俺が家屋敷の管理を引き受けよう……、ん？　俺はここで、思いあたった。

　俺が妻に望むのは後にも先にもシンシアひとり。難攻不落のシンシアが相手だからして、もとより長期戦の構えでいた。急ぐつもりはなかったが、当然俺が兄より先に身を固める可能性もある。……ふむ。

「……ジョアン、そこに座ってくれ」

「レナードさま？」

　俺は座れと言ったのだが、疑心暗鬼な目をしたジョアンは座ろうとはせず、一歩うしろに下がった。

「ジョアンには今日から領収管理を学んでもらう。俺とていつまでも続けられるものではないと気づいたのだ。兄さんがやるとも思えん。だからジョアン、覚えろ」

　俺が身を固めれば、当然シンシアと共に住まいを移す。

　ここはあくまで、フリード兄さんの屋敷なのだ。領収管理も、またしかり。

「な、なんですか唐突に？　嫌でございますよ。私の頭はすでにもうろくし始めているのですよ。小難しい数字の羅列など、私には読み解けませんよ!?」

「まぁまぁ、ジョアン。俺は知っているぞ？　君は今でこそ御者が本業のようになっているけれど、前モードン侯爵の有能な右腕であったろう？　大丈夫だ、なせば成る」

「そんな無体な！　なにやら私がいちばん、割を食っておりますぞ！」

「心配せずとも、業務内容に応じた給金を支払う」

　逃げようと背を向けたジョアンの上着の裾をむんずと掴む。

「ぬぉぉおおおおおっっ！　早期退職がしとうございます！」

「すまんが、そんな仕組みはない」

　多少の罪悪感にさいなまれはしたが、俺はジョアンに領収管理の仕方を教え込むことにした。そうすれば案の定、朝のわずかな時間でもジョアンの技能の高さに目をむく結果となった。

「ジョアン、この調子ならすぐにでも領収管理を任せられそうだ。ひとまず今日はここまでにしよう、俺はもう出なくてはならん」

「お気をつけていってらっしゃいませ。……私はひと仕事始める前ですのに、すでに目がしょぼしょぼでございますよ」

　今後の領収管理に一定のめどがついたことで、俺は足取り軽く屋敷を出た。




　朝霧が立ち込める、早朝の空気が胸に心地よかった。

　今日は昼前から重要な会談が入っていたため、早々に事業所に入った。そうして午前中いっぱい資料を確認して万全の構えで臨んだ。そうすれば事前準備が功を奏し、夕刻までかかると踏んだ会談はとんとん拍子に話がまとまり、呆気ないほど早く終わった。

「事業所も手狭になっていてな。いい物件があれば屋敷兼事業所として買い上げたい。場合によっては土地を得て新築を考えてもいい」

　意図せず間が空いた俺は、事業で付き合いのある不動産屋を訪れていた。

「物件探しはお急ぎでございますか？」

　苦笑して、首を横に振る。

　物件探しは急ぎではない。けれど俺には確信があった。

　シンシアを屋敷に引き取り、多くの時間を共有する中で、シンシアのいろいろな表情をつぶさに見つめてきた。

　だからこそ、シンシアの中に、俺という存在が育ち始めているのを感じていた。

　それは先の違法サロンの摘発や、俺がシンシアに与えた宿題がきっかけになっていると思って間違いない。けれどそれらはあくまでもきっかけで、俺という存在を意識するための要素のひとつにすぎない。

　心に抱く感情は、誰にも操作できない。シンシアが俺を意識するのなら、それはほかならないシンシアが俺を憎からず思っているということだ。

「いや、急がない。その分、条件にはこだわりたい」

　俺の想いに欠片も気づこうとせず、純真に微笑むシンシア。けれどシンシアはもう八歳の子供ではない。十七歳の淑女に変貌を遂げたシンシアと、俺は新たな日の目を見たい。

　とはいえシンシアが相手となれば、それなりの紆余曲折が予想される。どう転んでも急を要する事態にはならなそうだ。

「さようですか、……その新居にはきっと、大事な方をお迎えなさるんですね」

　旧知の仲の主人は無粋な詮索はしない。

　けれど親子ほど年の違う主人はひと言だけそう言って微笑むと、王都一帯の売り出し物件のリストを引っ張り出した。

「王都の中心地でございますから、そもそも売りに出る絶対数自体がとても少ない。場合によっては、直接保有者と販売交渉にあたることも有効かもしれません。可能な限り、お力にならせていただきます」

　主人はなんとも頼もしい言葉をくれた。

　やはりここの主人に任せておけば、間違いはないだろう。

「ほかの不動産屋はあたらない、あなたにすべて一任しよう」

「ありがとう存じます」

　その後は、主人と求める物件の条件を確認した。

「ではレナードさま、いくつか候補が絞れましたら一度ご連絡いたします」

「あぁ、頼む」

　――バタンッ！

「しゃ、社長っ！　大変です、ビッグニュースです！」

「これっ、商談中に騒々しい」

　俺が席を立ったところで、不動産屋の従業員が血相を変えて部屋に飛び込んできた。

「も、申し訳ございません」

　従業員は俺の姿に目を見開き、すぐに頭を下げた。接遇をよくわきまえたここの従業員が、このように血相を変える姿など、これまで見たことがなかった。

「大変失礼いたしました」

「待ってくれ」

　俺は気になって、退出しようとした従業員を引きとめた。

「君が言っていたビッグニュースとは、なんのことだい？」

「は、はい。シャーリア王女殿下を誘拐しようとした容疑でモードン侯爵が逮捕されました。私は営業の外回り中に偶然居合わせて、逮捕の一部始終をこの目で見ましたから間違いありません」

　ルドモンドがシャーリアさまの誘拐未遂、だと!?

「そうなると、この逮捕をきっかけにモードン侯爵領が公売に回る可能性もあります。うちが仲介業者に選ばれれば、かなりの仲介手数料が……」

　従業員が何事か熱く語っていたが、後半の台詞はもう、俺にとってはどうでもよかった。

「主人、新居の件はまた改めて話したい。今日はこれで失礼する！」

　気づいたときには、俺は不動産屋から駆け出していた。

　ルドモンド逮捕の一報を聞きつけた俺は、大急ぎで事業所に戻った。そうして取るものも取りあえず、顧問弁護士のプラウドを伴ってルドモンドのもとに駆けつけた。

　ルドモンドの容疑はユリアーナの犯罪とは比べるべくもない大罪だ。駆けつけた軍司令本部で、俺は初めて侯爵家の名で無理を通していた。

　なんとか了承を得て、案内役の隊員の背中に続く。

　後で兄から文句のひとつやふたつ言われるだろうが、これまで家を顧みぬ兄らに代わり俺が家政の一切合切を担ってきたのだから、そんなものは帳消しだ！

「レナードさま、お忘れかと思いますが、このように無理を押せば、私の今後の弁護士人生とて波乱万丈の大海原へ投げ出されるようなものですぞ？」

　不満げに口を尖らせてみせるプラウドは、俺の事業所の顧問弁護士で、王都一の敏腕と名高い男だった。

「ふん、プラウドお前はそんなタマじゃないだろう？」

　現に今、プラウドの瞳は隠しきれぬ好奇心でギランギランと輝いていた。

　プラウドは法曹界にありながら、あまり褒められたものじゃない難儀な性格の持ち主だ。逆境になればなるほど燃え上がり、法のスレスレを行くスリルを楽しむような男なのだ。

「それに俺の事業は今後ますます拡大していく。お前の仕事も現行の二倍三倍となるから、俺の顧問弁護士だけで一生食いっぱぐれることはないぞ？」

　親子ほどに年の離れたプラウドが、目を細めて俺を見ていた。

「……不思議なもんですな。十年前にお会いしたときは、しゃれ者能なしの、ただのぼんくら坊ちゃんでしたのに……。人は変われば変わるものですな」

　プラウドは感慨深げにそんなことを言った。歯に衣着せぬプラウドの物言いに苦笑が漏れる。けれど、事実だからして反論の余地もない。

　シンシアと出会う前は、親の爵位で周囲からちやほやされて、与えられたレールに乗っかっていれば、それでよかった。けれどシンシアと出会い、これまでと考えは一変した。

「一身を賭としてでも、手に入れたかった」

　シンシアを手に入れるためには、親の爵位にあぐらをかいているわけにはいかなかった。己の身を立て、財を成し、俺自身の世間的な評価が必要だった。

「レナードさまにそうまで想われるシンシア嬢は、お幸せですな」

　プラウドは目を見張り、次いで目尻にしわを寄せて笑った。

　……そうではない。シンシアに出会えた俺こそが、幸福なのだ。そして俺が、この手でシンシアを幸せにする。

「……プラウド、食うには困らせんが、やはりお前の出世を棒に振らせてしまうかもしれん。……もし、気が乗らぬなら今からでも帰ってくれて……」

　本音を言えば、この後の交渉の見届け人として弁護士にはいてほしい。けれど必ずしも弁護士がいなくとも、俺ひとりでなすこともできる。

「はっはっ！　今さらなにをおっしゃるのですか。地位や名誉が欲しかったら、そもそも最初から爵位も継げぬ三男坊の坊ちゃんの事業所顧問など引き受けちゃおりませんよ」

　けれどそんな俺の精いっぱいの虚勢を、プラウドは鼻で笑って一蹴した。

「レナードさまは見ていて飽きませんのでな。だからこれからもレナードさまのところの顧問弁護士の座は誰にだって譲りはしませんぞ」

「プラウド……、ありがとう」

　この時ばかりは主従もなく、俺はプラウドに深く頭を下げた。プラウドはポンポンと俺の肩を叩きながら、笑みを浮かべていた。

「こちらでございます」

　前を行く案内人が重厚な扉の一室の前で足を止めた。

「レナードさま、上より面会の許可は取れておりますが、今回は事が事です。監視を解くことはできません」

　丁寧な口調で案内役の隊員が告げる。

「わかっている。無理を言ってすまない」

　隊員は腰にぶら下げていた鍵で扉を開けると、中の隊員とひと言ふた言言葉を交わした。

「では、中の者にも話はついておりますので、お入りください」

　促され、俺とプラウドが入室すると、すぐにまた外から鍵が締められた。厳重な拘置に、ルドモンドの犯した罪の大きさが知れた。

　取り調べ室では、両手を拘束されたルドモンドが椅子に座らされていた。

　ルドモンドの背後には、屈強な軍人が監視役に立ち、窓には鉄格子がはまっている。

　ルドモンドはガタガタと体を震わせていた。

「レナードさま、どうぞ」

　聴取官が俺に、卓を挟んだルドモンドの正面の椅子を空けた。

「すまない」

　俺はルドモンドの向かいに掛け、横にプラウドが立って控えた。

「あ、あんたは？」

　あきらかに軍関係者とは違う俺に、ルドモンドは震えながら、すがるような目を向けた。

「俺はレナード・エクセル。ユリアーナの元許嫁で、シンシアの譲渡証書を交わした相手と言えばわかりやすいか？」

「あ、あんたがっ!?」

　ルドモンドと俺に直接の面識はなかった。実際に顔を合わせるのはこれが初めてだ。

　ルドモンドは目を丸くして、二の句が継げずに口を開いたり閉じたりを繰り返していた。

「……正直、君がここまでのあほうだとは思っていなかった。園遊会で王女殿下を誘拐して身代金の要求をもくろむとは、とても正気の沙汰とは思えない。これは国家反逆罪だぞ？　わかっていると思うが死罪は免れないぞ？」

　俺は改めて隊員からルドモンドの容疑を聞いたとき、あきれ果て物が言えなかった。

「……レナードさま、あんたにはわからない」

　俺の言葉に、ルドモンドはクシャリと顔をゆがめた。

　すご腕のプラウドの弁護をもってしても、王女殿下誘拐未遂という国家反逆罪に減刑など望めるべくもない。

　弁護士であるプラウドを伴ったのは、ルドモンドの刑が確定して爵位が没収となる前に、正式に爵位の譲渡を締結させるのが目的だった。

「どうしたって俺には金が必要だった。ユリアーナを労役につかせるなど、できるわけがない。もう、俺には金を借りるつてなんてなかった。屋敷は抵当に持っていかれ、侯爵夫人のユリアーナの逮捕まで知れ渡ってしまったら、最後の砦だった爵位すら地に落ちて買い手がつかない。手っ取り早く金を得るにはもう、これしかなかった……」

　この男は、そうまでしてユリアーナを救いたかったのか……。

「……あほうめ、よりにもよって王女殿下を狙う意味がわからん」

　あきれたようにボソリとつぶやいたのは、隣に立つプラウドだった。

「ユリアーナの食事にドレス、社交のための交際費、莫大な費用が俺にはとても用立てられないんだ……！　半端な金満家じゃ、ユリアーナの今後を賄いきれずにまた、同じことを繰り返さなきゃならない！　万にひとつでもこれを成功させられたなら、俺は永遠にユリアーナをこの手にとどめておけただろう？」

　ユリアーナへの妄もう執しゅうで身を滅ぼした、哀れな男の末路……。

　けれどそれほどまで一途に愛した男の心にわずかばかり同情したのは、俺もまた一途な愛に身を焦がしているからか。

「ユリアーナを永遠に俺のもとに置くには、これしかなかった……。結局俺は敗れ、ユリアーナは俺の手には残らない。どころか俺はユリアーナを窮地から救えず、労役に就かせてしまう……すまない。すまない、ユリアーナ」

　我が身の行方より、ルドモンドはユリアーナの今後を憂えて泣いた。

「……ルドモンド、モードン侯爵の爵位をこの場で俺に売れ。君のこれまでの借金と、ユリアーナの罰金と同額で俺が買い受ける」

　この発言に慌てたのはプラウドだった。

「なっ!?　レナードさま！　モードン侯爵がまだ容疑者であるこの段階で爵位の譲渡取引を締結させてしまうことは、法律上可能だとたしかに言いましたがね!?　今のモードン家の爵位は紙っぺら同然です。そんな価値はありゃしませんよ!?」

「かまわん」

　俺にとってモードン侯爵の爵位には、それを払うだけの価値がある。

「どうか、どうかそれでお願いいたします！　そしてその罰金額をどうかすみやかに、ユリアーナの労役が施行される前に収めてください！」

「約束しよう……」

　ルドモンドはなり振りかまわずに、涙を流して泣いた。

　むせび泣きながら、卓に額を擦りつけるようにして、ルドモンドは俺に頭を下げ続けた。

「ありがとうございます、ありがとうございます！　ユリアーナ、よかったな。よかったなぁっ！　どうか、どうか罰金の納金を急いでいただけますよう、お願いします」

　ルドモンドはこの段になってもただ、ユリアーナ釈放の一点だけを願った。

「……私はまったくもって釈然としませんが、レナードさまがおっしゃるのならそれに従いましょう」

　プラウドは大仰に肩をすくめると、しぶしぶ侯爵位の譲渡証書を作成し始めた。

　ルドモンドと俺がサインをし、莫大な金額が絡む爵位譲渡はあっという間に締結された。

　俺の事業所得のすべてをあててやっと賄える大金を、俺は欠片も惜しいとは思わない。俺はかつて、マイナスからのスタートを経験している。

　シンシアと手に手を取り合ってのゼロからのスタートなら、俺にとってこれは困難ですらない。なにより、大金の代わりに俺が得たものはシンシアにとって測り知れない価値を持つ。

「いい、買い物ができた……」

　シンシアへの最高の贈り物だ。これを告げたときのシンシアの表情を想像すれば、知らず頰が緩んだ。

「ではな、ルドモンド。きっと君とはこれが最後だ……」

　プラウドとふたり、取り調べ室を後にする。

「ありがとうございました、レナ、……モードン侯爵」

　俺をモードン侯爵と呼び、ぐしゃぐしゃに泣き濡れて頭を下げるルドモンドもまた、笑みを浮かべていた。俺にはそれが、ひどく印象的だった。




　この後ルドモンドの容疑は確定し、彼には死罪が言い渡された。










愛しい想い




　エレンを見送ったその夜は、興奮でなかなか寝つけずに、羊を数えていた。

「……駄目だ。これ以上は羊に埋まる」

　ふるふると頭を振り、羊の集団を追い払う。

「少し夜風にでもあたろうかな……」

　眠ることをあきらめて、起き上がると部屋を出た。

　二階の自室から、一階の階段ホールまで下りたところでパタリと立ち止まる。

　……あ、ネグリジェのまま。

　上にガウンの一枚も羽織ってこなかったことに気づいた。

　……まぁ、この時間じゃ皆寝てるし、いっか。

　一瞬自室に戻ろうかとも思ったけれど、皆寝静まっている時間であることと、多分な面倒くささもあって結局そのまま足を進めた。

　自室を後にして、星々を眺めに庭に出た。

「夜空から星が降ってきそう……」

　澄んだ夜空に、星々がきらめく。

　星々は、空の彼方からこの地を照らし続けている。

　うれしいときも悲しいときも、見上げればいつも星はそこにある……。私は星にレナードさまの姿を重ねていた。

　――カタン。

　ん？　玄関のほうから上がった物音に、首を巡らせる。

　まず、星々よりもいっそう輝く金髪に目が留まった。次に、透き通るように美しい水色の双眸とぶつかった。

「レナードさま……」

　レナードさまは夜の精霊のように、圧倒的な美しさでそこにいた。

「やぁ、シンシア。いい夜だね」

　レナードさまもまた、まぶしいものでも見るように、目を細めて私を見ていた。

「薄うす衣ぎぬをまとっただけの君の立ち姿に、俺は一瞬、本気で夜の妖精が舞い降りたのかと思った。……シンシア、君は透き通るように綺麗だ」

　レナードさまからもたらされた賛辞はうれしくもこそばゆい。

　……だって綺麗なのは、美しいのはレナードさま。だけどレナードさまの目に私が少しでも綺麗なものとして映っているのなら、それはとてもうれしかった。

「だけどこうも無防備では悪い男に付け入られてしまう」

　レナードさまが告げたのは、悪い男なら告げるべくもない言葉だった。

　レナードさまは私のもとに歩み寄ると、羽織っていたガウンを私の肩に掛けた。

「ありがとうございます」

　ガウンからは、レナードさまの香りがした。まるでレナードさまに抱きしめられているような、そんな心地がした。

「今日は空気が澄んでいるから星が綺麗だな。シンシアも星を見に来たのか？」

　私の隣で、レナードさまが空を見上げる。その横顔に、これまでにないくるおしいほどの愛おしさが募った。

　隠しようのないくらい、愛しい想いは高まっていた。

「見ていたのは星です。だけど煌々と輝く星々に、レナードさまを想ってました……」

「シンシア……」

　レナードさまは目を見張り、星々よりもきらめく瞳で私を見つめた。

「レナードさま、実は私、宿題が解けたんです」

　ちょっと意地悪で、だけどとても優しくて愛情深い。

　一度想いに気づいたなら、愛しさは止めどなくあふれ出て、心の中に留め置くなんてできなかった。

「レナードさま、私はレナードさまが……、っ!?」

　だけど言葉の途中、レナードさまの人さし指がツンッと唇に触れたことで、私の告白は途切れた。

「シンシア」

　レナードさまの真摯な瞳が、私を射抜く。

　薄い水色の瞳には、熱く揺らめく炎が見えた。胸にざわざわとした熱が起こり、熱は血脈にのって全身に巡る。

　すべての感覚がレナードさまに向かい、レナードさまから視線が逸らせない。

「どうかその先は俺に言わせてくれ」

　唇に触れていた人さし指が、スッと引かれた。

　次の瞬間、レナードさまは地面に片膝を突いて、両手で私の手を取った。

　それはまるで、物語の王子さまがお姫さまの愛を乞うかのよう。

「シンシア、君を愛している。俺と結婚してほしい」

　心が、震えた。答えようと思うのに、喉の奥が熱く詰まって言葉が出ない。

　目を見開いたまま、私は固まっていた。そんな私を、レナードさまの水色の瞳が優しい光をたたえて見つめていた。

「俺はシンシアだけをこれまでも、これからも愛している」

　歓喜が奔流となって、私をのみ込む。

　目の前のレナードさまが滲む。

　あふれる涙が、レナードさまを霞ませる。だけどレナードさまへの愛は、燦然と輝きを増していっそうたしかに輪郭を結ぶ。

　レナードさまの真摯な告白が胸を打つ。熱く深く、レナードさまの愛に包まれる。

「……レナードさま、私もレナードさまを愛しています」

　同時に私の胸の中、レナードさまへの愛もあふれ出て奔流のようにほとばしる。

　私の手を包むレナードさまの大きな手。その手をキュッと握りしめて告げた。

「レナードさま、どうか私をレナードさまの奥さまにしてください」

　レナードさまはなぜか、私の告白に目を丸くしていた。

「愛してます、レナードさま」

　あふれる愛に暇いとまはない。

　私は何度だって繰り返す。

　レナードさまへ愛を伝えることをためらわない。だって今、レナードさまへのあふれる愛が、隠しようのない私の心。

「シンシア！」

「っ！」

　次の瞬間、私は立ち上がったレナードさまの胸に抱きしめられていた。

「愛しいシンシア。君をもう離してやらない」

　レナードさまが抱きしめる腕をきつくする。

　私もレナードさまの背中に回した手に、力を込めた。

「はい、レナードさま。どうか離さないでください」

　私たちは満天の星々の下、互いの温もりを分け合うように固く抱き合った。

「俺の妻は君以外、考えたこともない。十五で初めて出会ったあの日から、俺は君だけを望んでいた」

　レナードさまの腕の中、熱い吐息と共にもたらされた告白に、レナードさまの深い愛情が滲む。

　九年越しのレナードさまへの想いが、私を歓喜に震わせる。

「レナードさま……っ」

　目尻で玉となった涙の雫を、レナードさまが唇で吸い取った。そのままレナードさまの唇は、私の頰に触れ、鼻先にそっと口づけて、最後は私の唇にしっとりと重なった。

　やわらかな触れ合いは、途中から段々とその温度を高くした。

「……はぁ、シンシア……」

　口づけの合い間、吐息混じりにレナードさまがシンシアと私を呼んだのが妙に艶めかしく、私をいっそう落ち着かなくさせた。

　吐息まで奪うような口づけは、焦燥となって身を焦がす。体の内から燃え上がるような、そんな熱い口づけだった。

　レナードさまが最後にチュッとついばむようにして、長い口づけはやっと解かれた。

「……んっ、……心臓が、口から出ちゃいそ……」

「ふっ、かわいいことを言うね」

　レナードさまは笑みを深くして、もう一度チュッと唇をついばんだ。

「んっ！」

　再びの触れるだけの口づけ。その口づけが離れると、私はバクバクと暴れる心臓を押さえつけ、大きくひと息吐き出した。

　けれど次の瞬間、私は再びの衝撃に息をのんでいた。

「レ、レナードさまっ!?」

　レナードさまの腕に抱き上げられ、高くなった視界に驚いて、私は咄嗟にレナードさまの首に腕を回した。

「なぁシンシア？　やはり俺は悪い男だ。口づけで満足しようと思ったのだけど、シンシアへの欲望がますます募った」

　悠然と笑みを浮かべ、レナードさまは言い放った。

　レナードさまから告げられた、「欲望」という台詞におののく。けれど私の体の奥にも、ぞわりとした熱が灯っていた。

「俺はシンシアを抱きたい。シンシア、俺のものになるのは嫌か？」

　私を見下ろすレナードさまの目が、隠しようのない情欲に濡れている。けれどそんな瞳をしながらも、レナードさまは誠実に私の赦しを乞うてみせる。

　レナードさまは、ずるい。そんなふうに聞かれたら、見つめられたら、嫌だなんて言えるわけがない。

「……嫌じゃ、ないです」

　小さく告げて、だけどこれ以上はレナードさまを直視できずに、肩口に抱きついて顔を伏せた。私を抱くレナードさまの腕に、力がこもった。

　人ひとり片腕に抱き上げても、レナードさまはまるで重さを感じさせない足取りだった。

　レナードさまは廊下を進み、深く私を抱え直すと、軽快に階段を上る。

　私はレナードさまになるべく重さをかけないよう、厚いレナードさまの肩にぴったりと掴まった。

「シンシア、君はかわいすぎる……」

　吐息と共に、レナードさまが苦しげにつぶやいた。

　レナードさまはそのまま寝室の扉をくぐると、迷いのない足取りで寝台に向かう。そして大きな寝台にそうっと私を下ろした。

　清掃が行き届き、綺麗に整頓された寝室。寝台も同様に、糊の利いた真っ白なシーツで整えられている。

　だけど寝室や寝具のそこかしこに、レナードさまの香りを感じた。

「……甘い香り。なんだかレナードさまに包み込まれているみたい」

　私のつぶやきを聞き留めて、レナードさまが目を見開いた。

「……シンシア、俺はきっと一生君にかなわない」

　レナードさまが目を細めて言いながら、トンッと私の肩を押した。私は押されるまま、コロンとうしろに寝転がる。

　ガウンが肩からハラリとすべった。

「レナードさま？」

「シンシア」

　レナードさまは満面の笑みで、私の上に覆いかぶさる。

　私があわあわとしている隙に、レナードさまの不ふ埒らちな手がネグリジェの襟ぐりから胸もとに忍び込んだ。

「っ、レナードさまっ！」

「なに、心臓が口から出てくるって？　ならばこうして口を塞いでおけばいい」

　レナードさまの笑みが滲むほど近くなったと思ったら、熱い口づけが私の反論まですべてを塞ぐ。

「っ、んっ！」

　だけど長く熱い口づけの合い間に漏れ出たのは反論じゃなかった。

「んっ、ぁあっ」

　それは私がこぼしたとは思えない、甘やかな喘ぎだった。

　段々と深くなる口づけは表層を触れ合わせるだけじゃない。口内の感触と温度まですべてを味わい尽くそうとするようだった。

　口内に侵入したレナードさまの舌が歯列をなぞり、内頰のやわらかさを確かめるみたいに舐め上げる。そうかと思えば、優しく誘い出すみたいに、奥で縮こまる私の舌を突いてみせる。

　おずおずと応えれば、絡ませてしごきながらあふれる唾液を吸い上げられる。

「あっっ！」

　胸もとに侵入した手のひらは、乳房の丸みを味わうみたいにやわやわと揉みしだく。

「っ、んんっ！」

　私の息はすっかり上がっていた。

　はふはふと荒い呼吸を繰り返す。レナードさまはそんな私を、とても愛おしそうな瞳をして見ていた。

「シンシア、かわいいな……」

　やっと解かれた口づけに、私はまともに答えることもできず、上がる呼気を整えるのに精いっぱい。

「それにとっても甘そうだ」

　……甘い？

　私が快感の波にのまれ、全身を投げ出しているうちに、レナードさまは手早く自身の衣服を脱ぎ去った。

　生まれたままの姿になって、レナードさまが私に覆いかぶさる。視界に飛び込む引き締まった肢体に、カッと全身が熱くなる。同時に先の行為への期待や恐怖、羞恥、あらゆる感情が胸によぎる。けれど隠しようもなく、体は高まっていた。

　縫い止められたみたいにレナードさまの裸体を見つめていれば、視線に気づいたレナードさまが苦笑して私に顔を寄せた。

「シンシア？　そうまじまじと見つめられるとさすがに照れる」

　唇と唇が触れそうな距離で見つめ合う。

「ごめんなさい？」

「いいや、うれしいが……理性のたががはずれそうだ」

　レナードさまのささやきに、朱がのぼった。

　私の様子に、レナードさまは笑みを深める。触れそうだと思った唇が、やわらかに重なる。

「っ！」

　けれど唇はすぐにその位置を移し、首筋に湿る感触と熱い吐息を感じた。じっとりと首筋を舐め上げたかと思ったら、今度は唇が強めに肌を吸い上げる。

　チリリとした小さな痛みも、今は快感にしか変換されない。

　胸はうるさいほどの鼓動を刻んでいた。けれどそれは、続く行為への期待。

　すでに胸もとが大きくはだけたネグリジェの、残る数個のボタンがはずされる。ネグリジェは、レナードさまの手で器用にすべり落とされた。生まれたままの姿になった私を、レナードさまは目を細めて見下ろしていた。

「……シンシア、とても綺麗だ」

　私はレナードさまの肩口にしがみつき、レナードさまが与える痛みと、ひとつに重なる喜びに涙した。

「すまない、シンシア」

　震える私の肩をなでながら、苦しげにレナードさまがつぶやいた。慌てて目線を上げ、首を横に振った。

「いいえレナードさま、謝らないで。私はレナードさまとひとつになれて、うれしいんですから」

　その時、レナードさまの顎で玉を結んでいた汗が、一滴私の首筋に落ちた。

　パタンと弾けて散った汗。

　私の理性や羞恥や、それらの想いも一緒に弾け飛ぶ。

　壮絶な色香をたたえて私を見下ろすレナードさまの姿。けれどレナードさまをそうさせているのは、ほかならない私だ。

「こんなに幸せなことってありません」

　レナードさまは驚いたような、困ったような表情で、そっと私を抱きしめた。

「シンシア、君はどこまで俺を煽あおれば気が済むんだ」

　耳もとに、レナードさまの熱いささやきを聞いた。

　胸を占めるのは痛みと共に、初めて知る深く重い歓喜。

　交接の親密な温度に感動していた。体の内にレナードさまの存在を感じることは、なんて喜びに満ちているんだろう。

「レナードさまっ！」

　心と体はきっと、つながっている。レナードさまへのあふれる愛に、心が苦しいくらい熱を持つ。

　レナードさまと共に臨む絶頂。その幸福感は、レナードさまが長い解放を終えた後も引くことはなかった。




　情交を終えた後も、レナードさまは私を腕に抱いたまま離そうとしなかった。

　私はレナードさまの腕を枕にして、やまない幸福の余韻に酔いしれていた。

　レナードさまは枕にするのと反対の手で、私の髪を何度も何度も優しくすいた。そうすれば私まで、自分の赤毛がこれまでとは別物みたいに愛おしく感じた。

「……そうだシンシア、君に伝え忘れていた」

　なでる手を止めぬまま、レナードさまが優しい声でささやいた。

「なんですか？」

「俺は今日、正式にモードン侯爵となった」

　ええっと？　聞いたはずの言葉は、なぜか頭に入ってこない。

　キョトンとして固まる私に、レナードさまは薄く微笑んだ。頭をなでていた手を引くと、その手を私の頰に添える。

　視線が絡まるくらい、近くでレナードさまと見つめ合う。レナードさまはゆっくりと口を開いた。

「俺がモードン侯爵位を譲受した。だからシンシア、君はモードン侯爵夫人になるんだよ」

　……レナードさまはいったい、なにを言っているの？　雲の上にいるみたいにふわふわとしていて、現実味がまるでない。

　だって、もたらされた言葉はあまりにも予想外で、理解が追いつかず、なかなかのみ込めない。

「私が、モードン侯爵夫人……？」

「あぁ、そうだよ」

　私はもしかして、都合のいい夢を見ているんじゃないだろうか？

　それくらい、レナードさまが向ける眼差しも告白も、すべてが私に優しい。

「俺がシンシアの夫だ。シンシアが俺の妻だ。俺たちは領主夫婦として、共にモードン侯爵領を守る」

　レナードさまへのあらゆる感情がほとばしる。膨らんであふれ出た思いはもう、止まらない。

「私、レナードさまになにを返せばいいかっ」

「シンシアだけでいいんだ。俺はシンシア以外、なにも望まない」

　透き通る水色の双眸が真摯に私を見つめていた。

　情事の興奮とは違う、けれど確かな激情がほとばしる。あふれる愛は激しいのに優しくて、温かに心を満たし、血脈にのって全身に巡る。

「レナードさま、私、いい奥さんになります。だけどそれは家庭だけじゃ不満です。私はレナードさまの公私を支えられる奥さんになれるように、一生懸命がんばります。だからどうか、これからもよろしくお願いします！」

　私の決意表明は、途中から嗚咽が混じってかすれていた。

「……シンシア、君はやはりどこまでもまぶしいな」

　レナードさまが微笑んだ気がしたけれど、後から後からあふれる涙が、レナードさまを滲ませる。

「ではシンシア、公私共に末永くよろしく頼む」

「レナードさま」

　私たちはどちらからともなく、熱く抱き合って求め合い、再びの情事に溺れた。










没落侯爵令嬢の幸福な結末




　レナードさまと想いを通わせたあの日から一ヶ月、教会の承認を得て、私とレナードさまは夫婦になった。

　同時に、私の名は再びシンシア・モードンとなった。

「レナードさまが王都に新居を用意していただなんて、知りませんでした」

　この日、私とレナードさまはエクセル侯爵家からふたりの新居へと住まいも移っていた。

　レナードさま懇意の不動産屋さんが相当に尽力してくれたようで、新居はエクセル侯爵家にもほど近い立地で、広さ造りも文句のつけようのない良物件だ。

「結婚後いつまでもエクセル侯爵家にとどまるわけにはいかないと思ったからな。ちょうど事業所も手狭になっていたし、事業所兼住居となる物件を探していたんだ」

　モードン侯爵となったレナードさまと私は今後、モードン侯爵家で暮らすことになる。

　けれど多く事業を展開するレナードさまの事業拠点となるこの新居も、私たちの第二の邸宅と言っていい。

「とはいえ、まさかこんなに早くシンシアと共に移ることになろうとは思っていなかったがな。まぁ、うれしい誤算だな」

　レナードさまが笑って、私の髪をポンポンっとなでた。

　その手がとても心地好くて、私はレナードさまの手に頭を寄せた。

「シンシアは盛大に祝わなくてよかったのか？」

　私の髪をサラサラと何度も指ですきながら、レナードさまはもう何度目にもなる問いを繰り返した。

「ふふっ、なにをもって盛大かはわかりません。もし、豪華な食事や豪奢なドレスでの華々しいお披露目を指しているなら私には不要です。今日は皆さんからこれ以上ないくらい、心尽くしの祝福をいただきました」

　身内の問題を考慮して、周囲が勧める挙式に、私は絶対に首を縦に振らなかった。

　けれどそれを寂しいとは、まるで思わなかった。思い出せば、胸がジンと温かに熱を持つ。

　リアンナにジョアン、ロゼ爺にクック、レナードさまのお兄さまのグリードさまにフリードさま、隠居した前エクセル侯爵ご夫妻まで駆けつけてくれた。身近な人たちに見届けられて、私とレナードさまは正式に夫婦となった。

　皆の温かい拍手と賛辞を受けて、レナードさまと真に夫婦となれた幸せを噛みしめた。それこそがなににも代えられない、新しい夫婦の門出の祝福だ。

「シンシア、君らしいな」

　レナードさまが微笑んで、優しい口づけを落とす。

「不ふ束つつか者ですがよろしくお願いします、旦那さま？」

　私からも、レナードさまにチュッと小さく口づけて微笑んだ。

「シンシア！」

　優しい口づけは、奔流みたいな激しい口づけになって私をのみ込む。

「っ！」

　旦那さまの熱い愛に翻弄されて、新婚の夜は更けていった。




「う……、こ、腰が……」

　一晩中レナードさまの濃密な愛に翻弄されたその翌日、私は相当な腰の違和感にうめきながら、よろよろと寝台から身を起こした。

　カーテンの隙間から覗く窓の外は、すっかり日も高くなっていた。

　こりゃ、もうじきお昼ご飯かな？

　――コン、コンッ。

「おはようシンシア、起きたかい？」

　ノックの後、扉から颯爽と姿を現したのはもちろん、大好きな旦那さまだ。

「レナードさま、おはようございます。今、起きました」

　レナードさまはすでに、身支度を整えていた。

　ピシッとして隙のない立ち姿は、惚れ惚れするくらい凛々しくて素敵。

　優しい水色の瞳は、清く澄みきってとても綺麗。

　だけど昨夜、月明かりを受けた寝台の上で、その瞳は優しいだけじゃなかった。情欲をはらみ、燃え立つような激しさで何度だって私を高みへとのぼらせる。

　そう、レナードさまの瞳が私を……って、やだっ！　やだやだやだっ！

　私ってば日も高いこんな時間に、なんて想像をしてるの!?

「プッ」

　うん？

　私が必死に破廉恥な想像の抹消に励んでいれば、いつのまにかレナードさまが隣にいて、クツクツと肩を揺らして笑っていた。

「シンシア、百面相をしている君がいったいどんな想像を巡らせているのか、大変興味深いところではあるけれど、これはあえて聞かないほうが紳士的かな？」

　レナードさまはまだ、肩を震わせている。

「はい。ぜひ、聞かずにのみ込んでおいてください」

　願わくば紳士のレナードさま、次回からはその質問自体も、のみ込んで胸にしまっておいてほしいところです。

　……それにしたって、どうも釈然としないこの感じはなんだろう？

　たぶん、寝起きとは思えないだるい体を引きずる私とは対照的な、レナードさまの艶々とした余裕の笑みが、ちょっとばかり腑に落ちないんだと思う。

「ところでレナードさま、世の中の夫婦はどこも、こうも寝不足なものですか？」

　さり気なく、ことの核心に切り込む。

「あぁ、夫婦とはえてしてこういうものだ。これが、夫婦だ」

　神々しい笑みを浮かべたレナードさまは、余裕綽しゃく々しゃくでうなずいてみせる。

　……オカシイ。なんとなく、レナードさまにうまく丸め込まれている気がしない？

「本音を言えば、俺は夜だけでは不満だ。本当は、一日中だってシンシアを離したくない。ずっと抱きしめていたいし、ずっとシンシアの温もりを感じていたい。夜となく昼となく、シンシアを俺の腕に閉じ込めて、俺だけのものにしておきたい。けれど一方で、太陽の下で忙しく動き回り、屋敷の者たちと笑い合うシンシアもまた、かけがえなく愛しいと思う。結局俺は、誰にもはばかることのない、夜の時間にシンシアを慈しんで過ごすことで折り合いをつけている」

　レナードさまの語る言葉の温度に、全身が熱くなる。

「夜の時間は誰にも譲らない。俺とシンシアだけのものなんだ。な、シンシア？　これが夫婦だ」

「レナードさま……」

　……うん。これがきっと、夫婦になるということ。

　凛々しくて、優しくて、ものすごく愛情深い。私の自慢の旦那さまに、キュッと抱きついた。

　レナードさまも、ぎゅうっと私を抱き返す。

「ん？　レナードさま、なにを持ってるんですか？」

　ふと、私を抱くレナードさまの右手に、なにか封筒のような物が握られているのに気づく。

「これは手紙だ。シャーリアさまから今しがた届いた」

「え、シャーリアさまから!?　なんて書いてあったんですか？」

　差出人がシャーリアさまと聞かされて、心がはやる。

　園遊会でのルドモンドによる誘拐未遂事件の後、シャーリアさまは喧騒を避けて、現在は離宮で過ごされている。

　その離宮への護衛責任者を任されたのが、軍司令官のグリードさまだった。

　それらの縁で、私は出発前のシャーリアさまに、わずかな時間だけれど、対面の機会が得られた。

　そうして対面したシャーリアさまは、私が頭を下げるよりも前に、「シンシアからの謝罪は受けない」と、ピシャリと言い放った。

　そうして間違っても私が気に病んだりしないようにと念を押し、シャーリアさまは朗らかな笑みを残して、離宮へと発っていった。

「いや、まだ封は切っていない。あて名が俺とシンシアの連名になっていたから、シンシアとふたりで読もうと思ってな」

「レナードさま、ちょっと待っていてください」

　私はスルリとレナードさまの腕の中を飛び出すと、文机の引き出しからペーパーナイフを手に取って戻る。

「レナードさま、これで」

「ありがとう」

　レナードさまの手でシュッシュッと封が切られ、カサカサと中の便箋が開かれる。

　私とレナードさまは寝台に横並びで腰掛けて、シャーリアさまからの手紙を注視した。

　流暢な文字で時候のあいさつからはじまった手紙はまず、私とレナードさまの結婚へのお祝いが丁寧に綴られている。

　しかし読み進めていくと、その後からの内容が、なかなかに突き抜けていた。

『実はねシンシア、私、こちらでシンシアの亡きお父上、モードン侯爵さまに負けず劣らずの素敵な男性と出会いましたの！　彼は私の身分に遠慮してか、少々気後れしているようなのだけれど、私は彼が将来旦那さまになるって確信しているわ！　ところでシンシアとレナードは結婚したといっても、お披露目はまだしておりませんでしょう!?　離宮の泉のほとりに、とっても素敵な屋外ホールがあるのを見つけたの！　私、そこでシンシアとレナードのお披露目パーティを企画中だから、楽しみにしていて!?　もちろん招待客は、ワード辺境伯夫妻やスチュワート伯爵夫妻、気心の知れた親しい方たちだけだから安心してちょうだい！　その時に、私の未来の旦那さまを紹介するわ！』

　そうして最後はまた、結びのあいさつで終わる。

　けれど内容が内容だけに、妙に形式ばった始まりと終わりの文言が、ぷわぷわと浮いている。

「……レナードさま。シャーリアさま、とてもお元気なようですね」

「ふむ、そこはもう間違いないな。シャーリアさまがそうも入れ上げる男の存在が気になるところだが、直接顔を合わせることになりそうだな。シンシア、どうやら俺たちは近々に、離宮に足を運ぶことになりそうだぞ」

　シャーリアさま自ら企画をしてくださるというお披露目パーティを、断ることなどできるはずがない。

　なによりシャーリアさまにも、ワード辺境伯夫妻やスチュワート伯爵夫妻にも、直接結婚の報告がしたかった。

「……シャーリアさまの心遣いが、うれしいですね。レナードさま、シャーリアさまが企画してくださるお披露目パーティ、甘えさせていただきましょうか？」

「ああ、そうしよう。シャーリアさまやワード辺境伯夫妻、スチュワート伯爵夫妻、皆に俺たちの結婚を報告しよう」

　まぶたを閉じれば、今も夢のようなお茶会のひと時を思い出す。だけど、あの時とは決定的に違うこともある……。

　そっと隣を見上げれば、レナードさまが優しい眼差しで私を見つめていた。

「さてシンシア、そろそろ支度をして、昼食を取ったら出よう。午後から、クックらの見送りにエクセル侯爵邸に行かねばならんからな」

「はい、レナードさま」

　愛しい旦那さまに微笑めば、キュッと胸に抱きしめられて、額に優しい口づけを受ける。

　あの時より、ずっとずっと近くなった私とレナードさまの距離。

　夢でなく現実の、この距離感に幸せを感じ入る。レナードさまとこの幸せを分け合いたくて、私は伸び上がり、その唇に口づけた。

　そうして午後、私とレナードさまはロゼ爺とリアンナ、クックの三人の見送りにエクセル侯爵家の庭先に立っていた。

「シンシアお嬢さま、あちらのことはわしらにお任せください！」

「私たちがひと足先にモード侯爵領に戻りまして、しっかり屋敷を整えておきますからね！」

　大荷物を手に、ロゼ爺とリアンナが馬車に乗り込む。

「当座の分の調味料はひとまずこれで……。後はおいおい買いそろえるとして……、よし大丈夫だな！　シンシアお嬢さま、たんまりと好物をこさえて待っていますんで！」

　なにやらブツブツとつぶやいていたクックは、最後にドンッと胸を叩いてみせた。そうしてロゼ爺とリアンナより、二倍も大きい荷物を抱えて馬車に乗り込んだ。

「皆、気をつけてね。私は後からレナードさまと行くから、屋敷のことをよろしくお願いします！」

「任せてください！」

　満面の笑みで、三人は私とレナードさまよりもひと足先にモードン侯爵領に出発していった。




「……やはり私がいちばん割を食っておりますぞ」

　三人の乗る馬車が小さくなるまで見送ったところで、レナードさまを間に挟んで向こう側に立つジョアンがポソリとつぶやいた。

「ジョ、ジョアン、ほんとにレナードさまが無理なことを任せてしまってごめんなさい！」

　夫の責任は、妻の責任！

　ジトリと見上げた隣のレナードさまは、どこ吹く風で明後日の方向を見てる。もちろんジョアンに詫びるそぶりだってない。だから代わって、私が平に頭を下げる。

　後から知ったのだが、レナードさまはエクセル侯爵家を出るにあたって、家政の取り仕切りや領収管理の一切合切をジョアンに任せ……いや、押しつけている。

　それらは本来エクセル侯爵がこなすべきではあるが、だからといってジョアンに押しつけていいというものじゃない。

「いえいえ、シンシアお嬢さまに謝っていただかなくていいんですよ」

　ジョアンもここで一瞬、レナードさまをジトリと見上げたが、レナードさまに響いた様子はなかった。

「それに私の後任をエクセル侯爵さまに据えていただきましたから、業務の引継ぎが済み次第、私もモードン侯爵領に戻ります」

「そっか！」

　それを聞き、私は胸をなで下ろした。

「シンシアお嬢さま、やはり故郷が一番ですな。故郷というのは、かけがえのない大切なものです」

　ジョアンの言葉に重くうなずいた。

「うん……」

　一度はあきらめた故郷の地。

　だけど巡り巡って、私はまた故郷に戻る。

　再び故郷を与えてくれたのは、私の愛する旦那さまだ。隣のレナードさまの手を、そっと握った。

「レナードさま……」

　見上げれば、慈愛のこもった水色の双眸が優しく私を見つめていた。レナードさまへの愛しさがあふれる。

　レナードさまの腕にそっと頭をすり寄せると、レナードさまはやわらかに私を抱き寄せた。

「では、私は引継ぎの業務がありますのでこれで失礼します」

　ジョアンがそそくさと、屋敷の中に戻っていった。

　気を使わせてしまったと、申し訳なさがよぎったけれど、レナードさまに抱きしめられて口づけられればもう、レナードさまのことしか考えられなくなってしまった。

「シンシア、君の故郷は俺の故郷だ」

　ほろり、ほろりと熱い雫が眦まなじりから頰を伝う。滴したたりを追うように、レナードさまの唇が何度も頰を往復した。

「……レナードさま」

　愛しさを紡ぐ優しい口づけに、ますます胸が熱を持った。




　風の便りに、お姉さまの現状を聞いた。

　意外にも、お姉さまは女子修道院で穏やかな日常を送っているという。

　……そう、労役に従事しているのだ。なぜお姉さまが、罰金の納金を頑として拒んだのかはいまだにわからない。けれどお姉さまはルドモンドが命を賭して用意した罰金を受け取らず、自ら労役への従事を望んだ。

　ルドモンドはすでにこの世にいない。お姉さまが罰金の受け取りを拒んだことも、知らぬまま逝った。

　なぜ釈放を望まなかったのか、お姉さまの心の内を読み解くことはできないし、お姉さまも語らないだろう。

　だけどそれはもしかすると、お姉さまなりの贖しょく罪ざいなんじゃないだろうか……。

　お姉さまなりに、ルドモンドに対して愛があったんじゃないかと、私はそう思うようになっていた。

　私とレナードさまは夫婦になり、同じ寝台で眠り、同じものを食べて、同じ時間を過ごす。

　お姉さまとルドモンドもかつて、多くの時間を共に過ごしていた。甘いと言われようが、その根底には愛があったのだと、私はそう思いたかった。

　日の出と共に農作業から始まる女子修道院での生活は、それだけでお姉さまにとって、悪夢に違いないだろう。

　なのにお姉さまは、穏やかに過ごしているという。

　思えばこれまで、お姉さまは人としてあたり前の生活習慣で過ごしたことがない。

　お父さまが亡くなってからはとくに、昼をとうに回り、夕刻近くなって起き出すことも多かった。

　日の出と共に目覚め、星々のまたたきを見て眠りにつく。そんなあたり前の生活が、お姉さまを新しく生まれ変わらせたと思いたい。

　清廉な朝の空気と、燦々と注ぐ太陽光、私はそれらが計り知れない浄化の作用を持つことを知っている。

　これから先、私とお姉さまの暮らしが交わることはないけれど、それでもお姉さまには心豊かに過ごしてほしいと願ってやまない。

　離れて暮らそうが、お姉さまと私がこの世で唯一の姉妹であることは、永遠に違わない事実だからだ。

　お姉さまが労役に従事をして間もなく三年。三年間の労役期間終了が、目前に迫っていた。

　お姉さま、どうか真っ当にがんばって……。




「シンシア、お客さまがいらっしゃったぞ」

「はーい、今行きます！」

　すっかり物思いにふけっていた私は、レナードさまの呼び声で慌てて居住まいを正すと、足早に居間を出て事業所の対談室に向かった。私は今、事業所を兼ねる王都の別邸にいる。

　実はこの三年の間に、私はレナードさまの妻として家庭を切り盛りする傍らで、ひとつの新規事業を立ち上げていた。

　もとになったのはお父さまの闘病を支えた経験だ。

「お待たせいたしました。このたびは医療保険をご検討いただきましてありがとうございます。私より、概要の説明をさせていただきます」

　お客さまに丁寧に腰を折る。

「ほぅ、お若いのにすごいね。あんたが発案したんじゃって？　この保険って仕組みを聞いたとき、わしゃ驚いたよ」

「いえ、そんな。けれどおかげさまで、主人に助けられながらなんとか順調にやれています」

「もう十年も前の話じゃが、わしの祖父が大病で長く療養し、治療費のために家財のほとんどを売り払った思い出があるんじゃよ。あらかじめ一定額を収めることで備えになるなら、悪くないと思うんじゃ」

「はい。まさに保険というのは備えでして……」

　私の事業が商品とするのは物じゃない。リスクに対して積み立てておく仕組みを売る。

　お父さまの闘病中、使ってあげたくても手に入れることができなかったモルヒネ。

　生アヘンから抽出され、医療用麻酔として実用化がされたばかりのモルヒネは高額ではあるけれど、今では一般市場での流通が始まっている。

　だけどモルヒネだけじゃない。ほかにも高額な医療や医薬品は多くある。

「賛同をいただけたお客さまから、私共の事業所が保険料を募ります。お客さまに治療が必要になったとき、事業所はお客さまの掛け金に応じて保険金の給付をいたします……」

　背中を押して、初期投資をしてくれたのはレナードさま。だけど投資は夫婦だからという理由で行われたものではない。

　私の事業案に納得した上で、レナードさまが経営者の判断で投資を決めた。

　信用商売だから、対外的には夫であるレナードさまの名前で事業は展開している。

　そのおかげもあり、事業のすべり出しは順調だ。保険料はすべて専門家に依頼して統計を取り、確率を算出して決めているから、将来的な資金繰りにも不安はない。

「そうじゃな、この医療保険は有用じゃな。わしゃ、加入を決めたよ！」

　健康で暮らせたら無駄金になってしまうと笑う人もいる。

「ありがとうございます。必要書類をお持ちします」

　一方で、こんなふうに賛同してくださるお客さまも多かった。




「シンシア、契約がまとまったようだな」

　お客さまが帰った対談室に、レナードさまが顔を出した。

「はい、おかげさまで」

「そうか。保険事業の躍進は目覚ましいな。だがシンシアはもう、ひとりの体じゃないんだ。無理だけはしないでくれ」

「はい、レナードさま。私がお客さまに直接案内するのは、これがいったんの区切りです。この後はモードン侯爵家のほうで、出産に備えます。ふふふっ、レナードさま？　この予定は一緒に決めたものじゃないですか？」

「うむ、そうなんだが心配なものは心配でな」

　少し膨らみ始めた私のお腹をなでながら、レナードさまは苦笑して告げた。

「……ねぇレナードさま、私はレナードさまの役に立てていますか？　ちゃんと支えに、なれているでしょうか？」

　かつて私は、自立した女性になりたいと望んだ。あれから三年を経て、新規保険事業は軌道に乗った。経済的な自立という意味では、私は望みを叶えたと言っていいだろう。

　ならば、レナードさまにとって、重荷を分け合うに足る女性になれているだろうか。

「シンシア、君は本当に……」

　レナードさまがキュッと私を抱きしめた。

「これ以上ないほどに、公私共に支えられている。シンシアが仕事の面で、こうも能力を発揮するなんて想像もしていなかった。正直、驚いている」

　私が発案したのは、医療に関する保険の仕組み。

　ところがレナードさまは、医療だけにとどまらない保険の有用性に目をつけた。

　レナードさまにより、保険事業の医療以外への展開が間もなく始まる。もしかすると保険事業が今後、レナードさまの多くある事業の柱になる可能性もあった。

「なら、よかったです」

「シンシア、俺は本音を言えば、君が仕事をしようがしまいが、稼ごうが稼ぐまいが、それはどちらでもいいんだ。シンシアが笑顔でいてくれればそれでいい。献身的に働きすぎて、無理を押すことだけはしないでくれ」

　本当は、そうそう高尚な思いで、事業を始めたわけじゃない。

　私は自信が欲しかった。本音では、私がレナードさまの奥さんでいいのだと、そんな対外的な評価が欲しかったのだ。

　レナードさまのためというよりは、私の意地だ。

「どちらでもいいのなら、私はレナードさまの隣で働きたいです」

　周囲から一定の評価が得られた今も、やはり私はレナードさまを仕事の面でも支えたいと思うのだ。

　お腹をなでるレナードさまの手に、そっと手を重ねる。

「……困ったな。エレン嬢と同様に男前な性格だとは思っていたが。君のお母さまがこうまで行動的で優秀な女性だとは思いもしなかった。お父さまも、まだまだだ」

　お腹の我が子に向かい、レナードさまが語りかける。え？　私が、エレン同様に男前!?

「いやいやレナードさま、とてもとてもエレンの足もとには及びませんよ!?　今やエレンは世界を股にかける一流の商売人ですから！」

　私はついに先日、レナードさまにエレンの紹介を叶えていた。

　エレンは商魂逞しく、さっそくレナードさまに商談を持ちかけていた。

「……君は一流の事業主だと思うがな？」

「レナードさま、それは多分な身内びいきです」

「……ふむ」

　愛しい旦那さまの過大評価を大慌てで否定してみせたけど、レナードさまはどことなく納得いかない様子だった。

　ともあれ、私は公私ともにレナードさまの支えになれているらしい。

「あ～、よかったぁ～！」

「……やはり俺は、一生シンシアにかなう気がしない」

　ん？　レナードさまのもごもごしたつぶやきは小さくて、よく聞き取れなかった。




　頭上から、ハラリと葉っぱが落っこちた。

　ん？

　つまんでポイッと放り、私は気にせず編み物を続けた。

　ヒラリ。……ポイッ。

　ハラリ。……ポイッ。

　ところが葉っぱは、つまんでもつまんでも落ちてくる。私は編み物の手を止めて、顔を上に向けた。

「マリアーナ、枝を揺らすと葉っぱが落ちてきていやよ」

「お母さま、こっち見ないでっ！　お父さまはうしろの目でお母さまの動きを逐一チェックしてるのよ？　お父さまに見つかっちゃうったら！」

　枝にぶら下がったおてんば娘が、慌てた声を上げた。

　娘から見ても、やはりレナードさまにはうしろの目があるらしい。

「……はーい」

　見ないでと言われれば、一応目線は手もとに戻す。だけどたぶん、とっくに見つかっていると思う……。

「プッ！　マリアーナ、スカートの下からかわいいカボチャの形の下着が丸見えだよ」

　……ほーらね？　……しかもなんだか、見つかり方まで懐かしい。

「やんっ！　お父さまにはいつも見つかっちゃうんだからっ！　どうしてわかっちゃうの!?」

　マリアーナは不満げに頰を膨らませていた。

　……それはこの木に、過去に私が幾度となく隠れてるから。ほかの場所だってまたしかり。

　だからマリアーナにはかわいそうだけど、モードン侯爵家でかくれんぼをして、レナードさまに見つからないわけがない。

「さて、どうしてかな？」

　レナードさまは忍び笑いを漏らしながら、チラリと私に視線を寄こした。私は素知らぬ顔で、編み物を続けた。

　そうすれば、編み目をひとつ間違えた！

「ははっ！　ほらマリアーナ、もう降りておいで」

「はーい」

　両手を広げたレナードさまに、マリアーナが飛び込んだ。

　ものすごく既視感を覚える父子のやり取りに、大きなお腹をなでながら、私は忍び笑いを漏らした。

「レナードさま、シンシアお嬢さま、マリアーナお嬢さま、昼食の用意ができておりますよー！」

　庭中に響き渡るリアンナの呼び声に、またしても笑みがこぼれる。

　もうじき二児の母になるというのに、リアンナの中では、私はいまだにお嬢さまであるらしい。

「はーい、今行きまーす」

「はーい、今行きまーす」

　ん？

　私とマリアーナの返事が、物の見事に重なった。

「プッ！　君たちはほんとによく似てる」

　レナードさまはクツクツと肩を揺らして笑った。

　だけど私とマリアーナの容姿はまるで似ていない。レナードさまの血を色濃く継いだマリアーナは薄い金髪に、水色の瞳をしている。儚げな美貌はどこかお姉さまを彷彿とさせた。

「クックのご飯はなんだろな～」

　どこかで聞き覚えのある台詞を言ったのは私じゃない。私とレナードさまと手をつないだマリアーナだ。

　……マリアーナの性格はものすごく私似で間違いない。

　レナードさまは、ますます肩を大きく揺らしていた。

　かつて、お父さまがそうだったのと同じように、レナードさまもまた使用人の皆と家族のように接している。

　しかもレナードさまの提案で、普段の昼食は全員で取るようになっていた。これはたぶん、仕事で昼食を不在にすることの多いレナードさまが、私が寂しくないように気を使ってくれたのだと思う。

　だから今も、皆で囲む食卓はとても賑やかだった。

「レナードさま、子煩悩でいらっしゃるのはいいんですがね、少しは領の管理のほうもお願いいたしますよ？」

　昼食の席でレナードさまに小言を言ってみせるのはジョアンだ。

　気の毒なことに、エクセル侯爵家を出て一度は家政の取り仕切りと領収管理から解放されたジョアンだったが、マリアーナが生まれてすっかり家庭第一となったレナードさまから、今度はモードン侯爵領のそれらを押しつけられてしまっていた。

「まぁ今じゃすっかり私も慣れはしましたがね……」

　ジョアンのひと言に、どことなく哀愁が漂っている。

　そうしてレナードさまの変化は、領管理だけじゃなかった。

　多くの事業を精力的に展開するレナードさまだけど、今はもうかつてのような働き方はしていない。

　朝食も夕食も家族でとる、それがレナードさまのモットーになっていた。

　王都の事業所には事業ごとに代表を立てている。任せられる部分は部下に割り振って、レナードさまはひとりで全部抱えることをやめた。私の保険事業に関しても同様で、出産育児の都合を加味して、今は別の代表を据えている。

「いや、俺はやらないのではない。やろうと思うのだが、やろうと思ったときにはすでにジョアンがやっているのだ」

　……なんだかちょっと、言い訳がましい。

「ほほう。それでしたら今度から、私はやらんで置いておくことにしましょうかね」

「いや、……すまん。俺もなるべくやるようにする。だから今後もやってほしい」

「はははははっ！」

　レナードさまの完敗に、皆の笑い声があふれた。

「ごめんねジョアン。私もできるところは手伝うようにするから」

「いえいえ！　シンシアお嬢さまめっそうもございません」

「そうだぞ、シンシア。君はひとりの体じゃない、どうかおとなしくしていてくれ。頼むからマリアーナと一緒になって駆け回ることだけはしないでくれ。木登りなどもってのほかだからな？」

「……いや、しませんから」

　レナードさまは私のことを、なんだと思っているのか。

「えー？　うそだぁ、私が悪戯したらお母さまってばツノ立てて追いかけてきたもん」

　うっ、そんなこともあったような、なかったような……。

「はははははっ！」

　マリアーナの暴露に皆が笑う。

「シンシア、走ってなにかあったらどうするんだ？　頼むからこれからは絶対にしないでくれ！」

　だけど私の肩に手を置いたレナードさまは、ちっとも笑っていなかった。真剣そのものの目で、私を見つめていた。

「はい、ごめんなさい」

　私は小さくなって謝った。

「それからマリアーナも、お母さまに追いかけられるような悪戯はしちゃ駄目だ」

「はい、ごめんなさい」

　マリアーナも、小さくなって謝った。

　その姿を横目に見て、私は特大のため息をついた。私とマリアーナ、ほんとに似た者母子だ……。

「……こりゃレナードさまは子煩悩だけじゃなく、シンシアさま煩悩もでしたな」

「はははははっ！」

　ジョアンのつぶやきに、再び皆の笑い声が弾けた。

「ジョアン、うまいことを言うな。だがその通りだ、マリアーナもシンシアも俺の宝だ」

　レナードさまが満面の笑みで、私とマリアーナを抱きしめた。

　私も微笑んで、レナードさまとマリアーナを力いっぱい抱きしめた。今もこれからもレナードさまの隣、私は幸福な日常に包まれている。
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あとがき




　お手に取っていただきありがとうございます！　多くの方に支えられ、こうして書籍で登場できましたこと、深く感謝しております。読者の皆さまに多く楽しんでいただきたく、続きにちょっぴりおまけ話を用意しましたのでお楽しみください。




★ちょっぴりおまけ話　マリアーナのお昼はなんだろな？★

　今日は、ぽかぽかの上天気。

　私は屋敷の裏庭で、芝生の絨毯に寝転んで流れる雲を眺めてた。

　……へへっ。あのまん丸の雲って、なんだかふかふかのパンケーキみたい。

　グゥゥ～。想像すれば、お腹が鳴った。私のお腹は、大変素直にできているらしい。私は寝転んでいた芝生から、うんしょっと起き上がった。

「クックのお昼はなんだろな～。パンケーキだったりしないかなぁ～」

　すると視界の端に、食料品配送のおじさんが屋敷裏口に向かっていくのが見えた。

　私が声をかけようとしたら、おじさんの足が途中でピタリと止まる。おじさんは切ないくらいに真摯な目で、二階の一室を見上げていた。

　いったい、なにを見てるんだろ？　視線の先をたどれば、窓辺に大きなお腹をなでながら空を見上げるお母さまの姿があった。

「……お嬢さま、よかったなぁ。後から嫁に行ったんじゃないって知って、俺は死ぬほど後悔したさ。どんだけ辛酸を舐めてきたのか……。空を見上げるお嬢さまの目に、つらい過去が浮かんでなけりゃいいなぁ」

　おじさんの言葉はよくわからなかった。だけどひとつ、確かなことがある。

「ねぇおじさん、空を見上げるお母さまは絶対、あの雲がパンケーキみたいって、お昼がパンケーキだといいなぁって考えてるわよ？」

　飛び出していって教えてやれば、おじさんは一瞬固まった後に、白い歯を見せた。

「小さいお嬢さま、なんと今日の配送品に蜂蜜とクロテッドクリームがあります！」




　これはもう、お昼は絶対パンケーキ！

　皆さま、どうもありがとうございました!!





友とも野の紅こう子こ
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